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　　　　安







「なあ言ことい、この世界──オモテには、もう慣れたか？」

「うん。兄さんは当然として、お母さんもお祖ば母あちゃんも優やさしいし」

　ファストフードの店で、顔を付き合わせて喋しやべる。

　周囲の女子高生が言を見てキャアキャアとはしゃいだり写メを撮とっているが、無視だ。

　注目されるのには、もう慣なれた。

　というか、今日はまだ芸能プロダクションからスカウトが来ないだけ、うざったさは少ないと思う后こうである。

「クラスメートはどうだ？　学校にはなじんだ？」

「授業内容が簡かん単たんすぎて退たい屈くつだけどね。それに、全国模も試しで全教科満点取ったくらいで喜ぶ教師は、単純で扱あつかいやすい生き物だって知ったよ」

「……オレも、兄として大変嬉うれしいし、喜ぶが……」

「本当!?　じゃあ、次の試験でも満点取るよ、兄さんのためにっ！」

　無む邪じや気きに喜ぶ言の表情は、后にしか向けられないものだが。言の雰ふん囲い気きが、出会った当初より随ずい分ぶんよくなっているので、よしとする。

　──たとえ、学校生活どころか教師のことすら上から見ている発言をしても。

（つか、なんだその全国模試満点っつのは）

　后こうには未知の世界だ。

　絶対に、自分の成績をこの明めい晰せきすぎる（闇やみ世界出身の）異母弟おとうとにバレないようにしなくてはならない。

「言こといって、ホントーに何から何まで英才教育受けているんだなー……」

　ポテトを食べつつ、しみじみと呟つぶやく。

　ちなみに、同じ家に住んでいるのに学校帰りに寄り道をして喋っているのは、言に〝オモテの世界と文化〟を知ってもらうためだ。

「勉強も武術も能力の修しゆ行ぎようも、何もかもスパルタだったよ。ちっちゃい頃は年中、ベソをかいていた気がする」

　携けい帯たいをいじりながら言が苦笑する。何を見ているのかと覗のぞけば、そこにあったのは后と言のツーショットだ。相あい変かわらずのブラコン炸さく裂れつである。

（おいおい。他の写真も……）

「…………あの頃はさ、世界中に自分以上不幸な者はいないって本気で思ってた」

「────」

「血統と地位だけで、取り巻きができていて。母親にすら皇こう位い継けい承しように有力だからって、ただそれだけの価値でしか扱われていなかったしね」

「…………」

　后は、そっと溜ため息いきをついてしまう──言の心に刻きざまれている、闇世界の闇より暗くて深い、漆しつ黒こくでいて〝皆かい無む〟の思い。

「……オレは違うから。安心しろ」

　そして、后はその〝皆無〟を知るたびに、言へ告げてやっているのだ。

　冷たい言の手をぎゅっと握にぎりしめ、双そう眸ぼうを見つめて后は告げた。

「オレは、言という人間をただ大事にしたいだけだから。世界中がお前の敵に回っても、オレは最後まで言の味み方かたでいる。わかってるだろ？」

「兄さん……」

（はっ！）

　言が嬉しそうに笑えむのを見て、ホッとして──周囲に、気づく。

（どっ、どん引きされている……！）

　周囲の女子が、二人を凝ぎよう視ししている──顔が引きつっている者も、いる。

　間違いない。何か、誤ご解かいされている。

「さっ、さぁ……！　言！　祖母ちゃんが待ってるから帰ろ！　兄のオレが、弟のお前へゲーム必勝法を教えてやるよ！」

　兄と弟という単語をわざわざ強調して言いつつ、椅い子すから立ち上がる。

　すると、トレーを片付ける后こうに続きながら、言こといは首を傾かしげた。

「うん。……？　兄さん？　何か説明口く調ちようだけど……」

　周囲の女子の緊きん張ちようは（若じやつ干かんだけ）解とけたようだ。

「え？　兄？　ウッソー、弟の間違いじゃないの？　似てないっしー」

「そーよねー。言くんの方が大人おとなびているもの」

（余計なお世話だ、うるせーガキ女！）

　言と同じ中学校の制服を着た女子たちを軽く睨にらんでやる──何度も言われていることだが、慣れることはない。

（言が大人びているのは、元々のルックスの他にも、事情があるんだよ！　てめーらには到とう底てい理解できねー、深い事情が！）

　つい最近まで、言は后を殺そうとしていたという──ディープな事情も関連している。

　──闇やみ皇おうの後こう継けい者しやの、地位を巡めぐっていたのだから。

「どうした？　言。アレ観みたいのか？」

　ファストフード店を出れば、横の壁に協きよう賛さん映画のポスターが貼はられていた。言は歩きつつ、それをじっと眺ながめていたから、后はなんの気なしに声をかけたのだが。

「観たい、とかじゃなくて。不ふ思し議ぎだよね、オモテって」

「？　何が……？」

「別れとか病気とかの話には、必ずと言っていいほど『感動』とか『涙』とか、そういうキャッチコピーが入っている」

「──」

「親が死んだ、子供が死んだ、友達が死んだ……なんで、それで感情が動くのかがわからない」

　首を傾げる言に、后は天を仰あおいでしまう。

　溜息をつきつつ、周囲の（言を眺める歓かん喜きの）視線を避さけようと、后は言の手を摑つかんで歩きだした。もちろん、言から文句が出るはずもない。

　周囲のさらなる好こう奇きの視線に気づいて、后は言を摑んでいた手を離した。

「僕は手を繫いだままで、いいんだけど……」

　言は、残念そうだった──相変わらずの危険ゾーンなブラコンぶりだ。

「どうしたの？　兄さん？」

「──そういえば、昨日、テレビでやってた感動ドキュメントも不思議そうに見ていたよな。泣いてる祖母ちゃんの横で」

「？　うん。だって、母親が産んだばかりの子供残して死んだ話の、どのあたりに泣けるのかわからないし」

「……たとえば、言こといがオレを置いて病死することになったら？」

「あり得ないよ、そんなの。僕が兄さんを残すなんて」

　即答だ。やはり溜息をつきたくなった──というか、雑ざつ踏とうで会話が周囲に聞こえなくて本当にありがたい（聞こえたらまた危険な誤解を生みそうだ）。

「──じゃ、反対。オレが言を置いて病死したら」

「いやだ」

　これも即答だ。しかし、先ほどのような自信があるものではなかった。

　本気で嫌いやなのだろう──眉み間けんを寄せたその表情に、表れている。

「じゃ、少しはわかったか？　家族を失う悲しさ」

「────」

　黙だまってしまう。こういう表情をすると、大人びた雰囲気もなくなって年相応に見えるのだが。

（晴せい明めいの一族を蘇よみがえらせた時、少しはわかったかと思ったけどなぁ……）

　大切な者が死ぬ痛みを。

（──ま、言の場合は環境が劣れつ悪あくだったから。オレの側そばで──オモテに留学してきている間に、ちゃんとしっかり教えていくぞ）

　唯ゆい一いつ、言が心から信用する存在が后こうだから。

　言に〝人間の感情〟を教えることができるのは、后しかいないのだ。

（母が違っても、縁えんあって出会った兄きよう弟だいなんだから……）




　──できる限りのことはしてやりたいと、本気で思う。
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（にしても。この世界の他に、闇やみ世界があるなんて。最近まで知らなかったぜ……）

　后こうは、横を歩く──面おも白しろくないが自分よりも長身の──言こといを眺ながめてつくづくと思う。

　今でもこうした日常を過ごしていると、数ヶ月前のことが全部夢だったのではないかと思えてくるのだ。

　──このオモテと呼ばれる世界が〝日ひ向なた〟とすれば、闇世界は〝影かげ〟。

　そしてその〝闇〟は、表ひよう裏り一体の世界としてオモテを支えている。

　オモテにはびこる暗部を〝支配〟し、そして棲すむ〝魔ま〟を掌握する者の世界。

　それが、〝闇世界〟だった。

　そしてそこには〝闇やみ皇おう〟と呼ばれる頂点が存在していて──

（それが、オレと言のオヤジなんだよなあ……）

　母親は違うけれど。というか、后はオモテの母を持つ、〝闇〟と〝オモテ〟の両方の血を継ぐ者だ。これまではずっと〝オモテ〟で何も知らずに育っていた。

　対し、言の母は生きつ粋すいの〝闇世界〟の者で、しかも超名門出身らしい。言は后とは対照的に、幼い頃から〝闇皇〟を継つぐべくエリート教育を受けていた。

（……そして、言は〝闇世界最強〟かもしれない能力を持つようになって──しかも、タチ悪いことに嗜し虐ぎやく性せいもトップクラス、でさ……）

　性格の壊こわれ具合はかなりのものだ。とはいえ、こうやってオモテで后とともに過ごすようになって、緩ゆるやかに矯きよう正せいはされつつあるが。

「兄さん、修しゆ行ぎようの方はどう？　能力が、思うように使えるようになった？　瞬間移動とか」

「…………瞬間移動って、すげー難しい術じゃねーの？」

　並んで市し街がい地ちを歩きつつ、周囲に聞こえない程度の声量で会話をする（世せ間けん体ていは大切だ。思し春しゆん期きにありがちな、思い込み超能力者と勘かん違ちがいされたくない）。

「そんなに難しくはないよ。だって、オモテと闇の世界を飛び越えるには必要な術だし。攻撃型の能力を覚おぼえないと、襲おそわれた時に危険だよ──まあ、僕が絶対に助けるけど」

「ははははは」

　弟に護まもられるのは情なさけないが──しかし、出来が違いすぎる。スプーン曲げ一つ自分の意志でできないのだから、強がりは言えない。

（実際、オレ……命狙ねらわれてるからなあ……）

　──闇皇の後こう継けい者しや問題は、決着がついたのだ。とはいえ、正式な手続きはまだなので、それが大問題になっていると聞いている。

「……オレ、やっぱ今一つピンとこねーよ。闇皇の跡あと継つぎって。能力は不安定だし」

「不安定でも、発動した時のエネルギーはすごいよ。僕ですら勝てない。……僕は兄さんが闇皇になるのを楽しみにしてるよ。だって、僕は同時に十二式しき神がみの天てん后こうの地位に就ついて、闇皇の兄さんをサポートしつつずっと側そばにいられるのだから」

「ははははははは」

　先ほどと同じ笑いだが、心中は違う。

　危険な言こといのブラコントークを逸そらすべく、后こうは聞きたかったことを問うた。

「なあ、式神は晴せい明めいが支配しているんだろ？　なんで、十二の天后だけは晴明ではなく闇皇直属なんだ？　晴明より地位が高くなるって変じゃね？」

「十二の天后は、もともと闇皇が安倍あべの晴明に命じて作らせた式神だから。それに、作る時に闇皇の血を混ぜるし」

「……血ぃ？」

　痛そうな話だ。というか、スプラッタではないのか。

　怪け訝げんそうに眉まゆを寄せていれば、言が手を差し出して左薬指の先をつんつんと指差した。

「そんな大したことじゃないよ。ここをちょっと切って、出血させてお互いの人差し指を重ねるんだ。そして、お互いの体内に少しだけお互いの血を通わせる」

「……。術できなきゃ、無理なことだよな。流れ出るのを吸いあげるなんて」

　冷静な后の感想に、言が噴き出した。

「うんそう……そうかもね。で、それは継けい承しようの儀ぎの時の〝聖せい血けつの契けい約やく〟と呼ばれてる」

「せいけつのけいやく……」

「うん。だから、兄さんは覚えていないだけで、父上と血の契約を交かわしているはずだよ。将来は闇皇を継承するけど、今は現闇皇である父上の……十二式神天后の地位に就いているんだから、兄さんは」

「…………な、なるほど……」

　言の説明に納なつ得とくはするが──驚きだ。

　知らなかった。

（そういえば、オレが物心つく前は毎日会っていたみたいなコト言っていたもんなあ、オヤジ）

　今は逢あわせてもらえない、とも言っていた。

　その理由は、后の母が単純に闇世界から后を切り離したかったから、だと思っていたのだが。

（……怪あやしいな。聖血の契約……）

　そんなこと、あの母親がやっていいと許すだろうか。

（──いや、許さねーだろ……）

　なんとなく、父＝闇皇が后と面会謝しや絶ぜつになった理由がわかった気がした。

　しかし、ふとした疑問だ。

「あれ？　十二式神の天后の地位って、コロコロ替われるもんなの？」

「替われないよ。聖血の契約を交わした闇皇がその地位にあるうちはね。でも、次代に継承されれば引退になる。兄さんは史上初で、十二式神の地位から闇皇になるんだ」

「うーん……」

　純血種の闇世界の者でもないのに、すごいことだ。

「……そりゃー、敵ができるよな……。闇世界を知らない上に、十二式神の仕事もまったくしてねーのに……ンな大層な地位に就いてしまうんだから」

　思わず呟つぶやけば、言こといが余裕の笑みを浮かべた。

「僕がいるから大丈夫。それに、兄さんは天后の仕事をしてるよ。兄さんがオモテにいることで、闇皇は兄さんを通じてより詳細にオモテを知ることができていたし、闇あん鬼きらの退治もできてた」

「退治？　なんで？」

「兄さんは、無意識に闇鬼を滅めつする太陽のような眩まぶしい〝気〟を放はなってるんだ。闇鬼は闇であり影かげ。兄さんのその明るすぎる〝気〟が当たると滅してしまう──まあ、僕が前に放った闇鬼たちは、そうならないように細さい工くしてあったんだけど」

「……そ、そうなの……？」

「兄さんの歩いた後は、闇鬼が浄じよう化かされてるんだ。これはすごいことだよ」

「はは、どうも……」

　説明はありがたいが、イヤな思い出を蘇よみがえらせてくれる説明だ。

「あ、でも」

　父──闇皇に初めて出会った時に言われたことを思い出した。

「オヤジ、オレに『闇世界に来い』って言っていたけど。それはなんだ？　オモテにいることで役に立ってるなら、闇に行ったらマズイじゃん？」

「十二式神が最も能力を発はつ揮きできるのは、やっぱり闇皇の側だから。オモテにいた方がいいわけじゃない」

「そー……なのか……？」

「ま、父上のあの様子だと、ただ単純に兄さんのコト気に入ってるから、側に置きたいだけみたいだけど」

　ちっと舌打ちをしつつ言が呟く──不ふ穏おんな口く調ちように、思わず后こうは後ずさってしまった。

「……それは、言の思い過ごしだよ、オヤジは言のことも……」

「僕の目を疑うの？　兄さん。──僕のライバルは父上か……厄やつ介かいだな……」

（えええ!?　何言ってんの!?　言！）

　父からの愛情の偏かたよりを嫉しつ妬としているのではなく、そっちの意味か！　と焦あせってしまう。

「できるだけ早く二人で闇世界の支配者になろうね、兄さん！」

「……。言ことい、お前の口から〝支配者〟っていうのは似合いすぎて、ちょっとお兄ちゃん不安になるから。言葉選んでほしいなあ……」

　手を握にぎりしめる言へ、后こうは乾いた笑みを浮かべる。

　この際、衆しゆう人じん環かん視しは慣れた。というか、歩きながら喋しやべっていたのでもう家の近所だ。だから二人の仲はみんな知っていた。

「后ちゃん、言くんと相あい変かわらず仲ええやんなぁ」

「外国で育ったんやて？　比ひ紗さちゃん、ええお母はんやろ？　言くん。后ちゃんみたいなお兄ちゃんもできてよかったなぁ」

「はい。兄さんもお祖ば母あちゃんもお母さんも、もちろんご近所の皆さんも優しいですし。死んだ母もきっとあの世で安心していると思います」

　話しかけてくる商店街の皆さんへ、言は笑顔で応対する。口元が引きつっているのは后だけだ。

（おいおいおい、こいつ、葵あおいの上うえを設定で殺しているよ）

　言は、〝后の異母弟おとうと。后の母と離婚した父が再婚した女性との間にできた子で、その女性が亡なくなり、身内が誰もいないから后の母が引き取った〟という設定になっている。

（少々、無理がある気がするのだが……）

　なんとか押し通すことができた。その、大きな理由として──

「げ」

　背後から、車のクラクションが鳴る。

　特徴のある音だ──まさか、と思い、条件反射で振り返った。

「！！！！」

「やあ、后。学校の帰りか？　今日の学校は楽しかったか？　ちゃんと勉学にいそしむんだぞ」

「っ、オヤジ!?」

　そこに現れたのは、真っ白な超高級車から降りてきたかなりのイケメン＝父＝闇皇だ。

　すごく高級そうなスーツをぱりっと着こなし、目もく視しできる車の助手席は真っ赤なバラで溢あふれている。

（こ、この車……！　占せん星せい術じゆつで有名な某ぼう占うらない師のオバハンと同じじゃねーか！　六千万円するやつ！）

　確か名前をファントムという。なんとなく、闇皇に合っている車名だ──それはともかく。

「いつもお世話になっています。これからもどうかよろしくお願いします」

　父は、二人に寄ると商店街の皆様へ丁てい寧ねいな挨あい拶さつをした。

「ええよぉ。二人ともいい子やもの。しかも言くんはお父さんそっくりのイケメンやし。にしても比紗ちゃんもあんたも、全然年を取らんなぁ」

「ほんと、昔も今もびっくりするほどええ男やわ。比ひ紗さちゃんと復ふく縁えんできて私らも安心してんで。よかったなぁ、后こうちゃんと言こといくんは異母兄弟でも仲ええし」

「お陰かげ様さまで。外国赴ふ任にんも終えた今は、安心して暮らしています」

（……外国赴任の設定なのか……）

　言は実母を殺しているし、父は海外赴任とは。

（オフクロと離婚した原因が、オヤジの海外赴任で。んで、そっちでオヤジは他の女と結婚したものの死別。そして、赴任期間が終わって帰国……）

　──で、ファントムに乗っているというのはおかしいだろう。海外赴任命令を受けるサラリーマンが乗れるレベルの車ではないはずだ。

　せめて、〝海外で事業の成功〟くらいにしてほしかった。

　呆あきれつつ、二人の肩を抱いて笑顔で返答する父をそっと見上げる。

　そうしてから、言へ聞いた。

「なあ、どうしてオヤジは年を取らないんだ？　見た目だけだと三十代前半……ヘタしたら二十代後半にしか見えねー」

「能力者になると、一定の年ねん齢れいで外見年齢を止めることができるんだよ。どこで止めるかは人それぞれだけど。お母さんも若いよね、オモテにも能力者はいるの？」

「……オフクロのアレは、ただの化ばけ物ものだ」














　実の息子の后こうにすら謎なぞだ、母の若さは。

　ぼそぼそと二人で喋っていれば、商店街の方々に一通り挨拶をし終えた父に頭をぽん、と叩たたかれた。

「帰るんだろう？　車に乗せていくぞ」

「いいっス。オレたち二人、この先でおやつを買うから」

「気に入っているのか？　店ごと買ってやろうか？」

「オヤジが言うと、冗じよう談だんに聞こえねーよ」

　即答は后だ。言こといは、いつものように父には話しかけようとしなかった。

　俯うつむいて黙だまったまま、距離を保たもっている──いつもこうなのだ。

（よほど、苦手なんだろうな……）

『コミュニケーションなんて取ったことないから、会話しようがない』

　と、当たり前のように肩を竦すくめていた過か日じつの言を思い出してしまう。

「冗談ではないのだが……。では……」

「オフクロ、もう帰ってるんじゃねーのかなー」

「そうなのか？　じゃ、先に帰っているぞ」

　さっさと父は車に乗り込んでしまう。

　そして、二人を置いて去ってしまった──車のエンジン音のみを響ひびかせて。

「いやあ……。本当にゾッコンＬＯＶＥですねぇ」

「なんだ昭和のアイドルの歌みたいに……ってぇ、わ！」

　しみじみとした呟きが言のものでないことに、后はしばらく気づかなかった。

　条件反射のツッコミを入れてから考え、横を見ると──晴せい明めいが立っていたので思わず飛び退すさってしまう。

「せっ……!?　いつのまに!?」

「あの、甘かん味み処どころのお店からです。闇皇の気け配はいを感じたので、出てきましたら后様と主しゆ神しん言がいた、というコトで」

　相変わらず感情の読めない笑顔の晴明だ。

　しかも、后の頭をぽんぽんと叩きつつ、周囲へ、

「いつも、うちの生徒がお世話になっています」

　などと挨拶していた──ああ、晴明はすっかり后の空から手ての師し範はん設定になっている。

（まあ、そこらで鬼特訓しているし……。それが一番無ぶ難なんな設定だけど）

　まさか、世に名高い安倍あべの晴明で、后の第一の側そつ近きんであり、闇皇の腹ふく心しんの部下……などという怪しい〝事実〟は告げられまい。

　后の周囲は、正しよう体たいを明かせない連中ばかりだ。

「では、失礼しますご婦人方。──私も、あそこの和わ菓が子しを買うところだったから一緒に行きましょう」

「あんなエエ男に師範してもろうて、后ちゃんがうらやましいねー」

（なら経験すっか？　オバンチャンども……。死ぬより苦しいぞ）

　丁寧な挨拶は、すっかりおばちゃんたちに大好評だ。

　晴せい明めいへ向けてハートが飛び交かう中、晴明、后こう、言こといの順番で縦になって歩いた。

「人間界での僕の姓は、主しゆ神しんじゃない。天てん神じんだ」

　今まで黙っていた言が、小さく口を開く。

　晴明へ聞こえない声量のはずだが、一般人とは違う。晴明が振り返ると言は続けた。

「それに、兄さんが闇皇になる時、正式に天后の証あかしである天神の姓も継承することになる」

「──それは失礼」

「……ふん」

　晴明は軽く受け流した──当然、言は不ふ愉ゆ快かいになったようだ。

（おいおい、オレを挟はさんでケンカすんなよ……）

　つか、本気で戦われたら街が壊れる。冗談ではない。

　──二人とも、闇世界で最強と呼ばれる能力者なのだから。

（……なかなかうまくいかねーもんだなー……）

〝ただのきまぐれ〟で安倍一族を皆殺しにした言を晴明は殺したがっていたが、なんとか円満（？）解決し、同時に関係改善も図はかれると后は期待していたのだ。

（それに今はもう、敵同士じゃねーし。……やっぱ時間かけるしかねーか）

　地道に修復──そして、気まずくなったら会話を逸そらす。これが最良だ。

「……晴明に知らせないで、オヤジはこっちに来たのか？」

「ええ、私は反対しますからね。公務が滞とどこおりますから」

　言から意識を逸らしてくれた晴明に、后はほっと内心で吐と息いきを漏もらした。

「だよな、毎日来てるもんなー。オフクロに逢いに」

「そうだね、兄さん」

　感心するように呟けば、今度は言も賛同してきた──もちろん、晴明のことは無視だ。

「こっちで暮らしてないのに、うちに住んでるって設定らしいよ。斜め向かいの印いん内ないさんが教えてくれた」

「……あんなに惚ほれられてるのに、なんでオフクロは頑がん固こなんだろな」

　父のあの情熱なら周囲に何を宣のたまっていても驚かないが──呆れて呟けば、言は首を傾かしげる。

「頑固って──あ、あのコト？　うーん、お母さんに直接訊きけば？」

「后様。お目当ての和菓子屋はここです。通り過ぎないように」

「────」

（あ、また黙った。言）

　晴せい明めいが話すと、むっつり眉み間けんに皺しわが寄る。

　子供のように、感情が素直だ──言こといが后こうに対して見せる表情は幼おさない場合が多い。

「言、何が食べたい？　奢おごってやるよ。マジに、おやつ用に買って帰ろうぜ」

「……ホント？　奢ってくれる？」

　そして、后が髪かみを撫なでつつ訊けば、ぱあっと表情が明るくなるのだ。

「オヤジの悪目立ちする車に同乗したくなかったから、用事あるって口から出任せ言ったけどさ、ここの菓子美う味まいし。せっかく来たんだから」

「嬉うれしいなあ……。あ、じゃあ僕が、お祖母ちゃんとお母さんの分を買うよ。そうしたらみんなで食べられる」

「ええ!?」

　いいことを思いついたように告げる言には、びっくりだ。后は拍はく手しゆで褒ほめてやりたくなった。

「すごい……！　言、気き配くばりができるようになってる……！」

「兄さん、何、その喜びかた……」

　気恥ずかしそうな言は、さっさと鞄かばんから財さい布ふを取り出していた。

（おお、今月はあと三千円で生きるオレとはまるで違う厚さ！）

　相変わらず〝格差兄弟〟だ。

　福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちの数だけでなく、ブランドの財布に金色のカードが輝いている──そういえば、父の財布には黒いカードがたくさん詰まっていたが。

　──后の養育費は、毎月家が一軒建つほどの金額を闇皇が送ってきているらしい。しかし、母はそれにまったく手をつけていないのだ。

　后名義の通帳に入っているその金額を初めて見せてもらった時、后は自分が間違いなく日本で一番金持ちの高校生であることを確信したほどで。

（ん？　……なんだ、あの恐おそろしい光景は）

　后たちを気にせず、さっさと注文をしている晴明を思わず見てしまう。日持ちしない和菓子なのに、軽く二十個は超えて注文している──自分用だったら怖こわい。

　疑問を抱いだかずにはいられなくて、チラチラ見てしまう。気にしつつも、后は言と一緒に家族の分の菓子を選んだ。

「さ、お茶菓子も準備したことですし。帰りましょう、后様」

「え？　来るの？　晴明」

　店を出ると、晴明は先だって歩きだす。驚いたのは后だけでなく、言もだ。明らかな不愉快を綺き麗れいな顔に浮かべている。

「闇皇にお話があるんです」

「あ、うちに来るつもりだったから、手て土産みやげにお茶菓子を買ったのか？」

「は？　なんのことですか？　自分の今日、明日用のおやつです」

「────」

　胸焼けがしそうだ。

　后こうは脱力し、思わず言こといに肩を借りてしまうことになった。








　　　　話







「あ、オヤジまだいる」

「ホントだ。てっきり、もう食事にでも行ったかと思ったのにね」

　晴せい明めいの後ろを歩いて兄きよう弟だいが我わが家やに到着したのは、和わ菓が子し屋やを出て十分もしない頃だった。

　典型的な京きよう家か屋おくなので、奥おく行ゆきがやたらとある──幅はそんなにない。

　そんな家の目前に、先ほど見た白いファントムが駐車してあった。

「いてくれないと困ります。私が来た意味がなくなりますので」

「あ、そうか」

〝勝手知ったる〟すぎるだろう、晴明は木戸をがらり、と開けるとそのまま細長い石いし畳だたみの通り庭へ上がり込んでいった。

「ああ、愛宕あたご神社のお札ふだがちゃんと貼はってありますね」

　昔ながらの京家屋である后こうの家の台所──おくどさんと言う──は、こんな通り庭の中間あたりにある。そこにいた母へ、晴明は挨あい拶さつをした。

「こんばんわ。ああ、相あい変かわらずお美しいですね、比ひ紗さ様」

「いややわ、晴せい明めいはんは口が上じよう手ずで。ああ、后こうと言こといちゃんもお帰り。三人で一緒に帰ってきはったんやね」

「商店街で偶然会ったんだよ、お母さん。ただいま」

（懐いているなあ……）

　言は母へ笑顔で挨拶を返す──兄として、こんな姿にしみじみしてしまう后だ。

　二人の帰宅を知った祖そ母ぼが、奥おく座ざ敷しきから出てきた。

「あ、祖ば母あちゃんただいま。菓子買ってきたからさ、お茶しよ」

「嬉うれしいねえ。おや、晴明はん、いつも孫たちが世話になってます」

　──晴明が家に来るようになって数ヶ月、母も祖母もすっかり慣れている。

　名高い安倍あべの晴明が、我が家の通り庭で残り物の紅白まんじゅうを食べていても、何も不ふ思し議ぎに思わないくらい。

（つか、オレだけなんだけど。晴明の世話になってるの……）

　晴明はつい最近まで言を殺す気だった、とは祖母へは言えまい。もちろん、言の本ほん性しようも（母はある程度は理解しているようだが）。

「オフクロ、今日はオヤジと出かけないの？」

「行かんよ。家庭料理が食べたいんやって。ホント、気分屋でわがままな人やね」

　溜ため息いきをつきつつ、母は季節の京野菜を洗っていた──キャリアウーマンであるが、かなり料理はうまい。

「文句言ってても、お母さん、嬉しそうだよね」

「だな」

「言ちゃん、聞こえてんで。変な誤ご解かいしたらあかんよ、子供が」

　こそっと言が囁ささやくのを母は耳ざとくキャッチしたらしい。

（誤解じゃねーだろ。毎日のよーに来るオヤジに付き合ってるんだから。嫌いやだったら何があっても拒きよ絶ぜつする頑がん固こ者ものじゃねーか）

　思う后だが、口にすれば言のように忠告では済まずぶん殴なぐられるのは明白だ。

　晴明はといえば、祖母に入れてもらった熱い麦茶へドボドボと砂糖をぶち込んでいる。

「晴明、オヤジに話があって来たんじゃないの？」

「ああ、そうでしたね」

　頷うなずくと、晴明は后の腕うでを摑つかみ、奥座敷へ向かおうとする。

「え？　オレも？」

「現在の天てん后こう、将来の闇やみ皇おうなのですから。必要最低限の政まつりごとには参加してください。なんの役にも立たないのはわかっているので、リラックスして」

「……余計なお世話だ……」

　本当にムカツク男だが。

「后こう、男が一度決めた未来や。できる努力はびしっとしなはれ」

「兄さん、僕も行く」

　母の声せい援えんを背に言こといは后に寄る。

　晴せい明めいは何も言わず、靴くつを脱ぬいでいる。襖ふすまは開いていたので、特に挨拶もしないで入る──后たちが帰ってきたことはとっくにわかっているはずだ。

「賑にぎやかだな晴明、なんの用だ？」

「──プライベートタイムに失礼とは存じますが、闇皇様へお伝えしたい事項がございまして。早急に参上しました」

　奥座敷に顔を出せば、果たしてそこには父の姿があった。

　縁えん側がわに座り、坪つぼ庭にわを眺ながめている──狭くて古い我が家で似つかわしくない派は手でな見た目ルツクスなのに、やたらとなじんでいた。

　それほど、この父はここのところ毎日のように通ってきているということでもあるのだが。

「よい。完全な私用でもない。私が比ひ紗さに逢いに来ることは、ある意味で闇世界に大きく関わっている」

「闇世界になんか行かんし、御み門かどと結婚する気はないと言うとるやろ。──后、テーブルの上、これで拭ふいて。ほら、言ちゃんは雑誌を片付けて」

「あ、うん」

「はい」

　お盆ぼんにできたての夕食をのせて母がやってくる。ちなみに、御門とは父の名だ。

　后は最近まで知らなかったが、言も知らなかったというのには驚いた。

「なぜだ、比紗。后は次期闇皇。ゆえに昔とは違い、比紗も確実な地位で迎むかえ入れることができる」

「オモテの人間なんや。闇に行く気はあらへん。后の問題とは別や」

　長方形のテーブルの上に、次々とおかずを置いていく。そんな様子を眺める父の眉み間けんに皺しわが寄るのを后は見た──が、気づかないフリに限る。

　言と一緒に背を向けて、黙もく々もくと雑誌を片付けていた。

「せ……制服、脱いでくるか？」

「そうだね、そうしようか」

　つい、兄弟で目配せしてしまうが。

　そして二人揃そろって、二階へ上がる。

　ほっとしてしまうのは、仕方がない。

「晴明の用事って、なんだと思う？」

「うーん、アレかな？　というのはあるけど」

　ちなみに、二人の部屋は同じだ。ちょうど奥座敷の真上で一緒に生活している。

「アレって？　……やっぱ、闇世界の問題？　オレが闇皇を継ぐこと？」

「それもあるけど、僕にも関係してる──僕らが異母兄弟であるコト」

「あー……」

　つまり、絡からまった皇族問題ということだ。頭が痛い。

「また、晴せい明めいに〝早く能力覚かく醒せいを〟って急せかされて殺人的スケジュールの修行させられるんだろうな……オレ」

「……どうしようかな、僕……」

「え？」

　溜息をつけば、言こといも同じく溜息をついている。思わず、視線を向けた。

「なんだ？　何を悩んでいる？　言」

　着ていた制服をきちんと折り目をつけ、ハンガーに掛けながら言は困こん惑わくした表情をしている。

　后こうが脱ぎ散らかしていた制服をぐちゃぐちゃと椅い子すへ掛けながら尋たずねれば、言が振り返った。

　その返答は認めたくない現実だった。

「制服の丈たけがまた短くなっちゃったんだ。大きめの丈にしたんだけどね……。やっぱり、買い換えた方がいいかな。でもあと半年で卒業だし……どう思う？　兄さん」

「────」

　后は。

　ほんの一瞬だけだが──感情的に弟を殴りたくなる兄の気持ちが少しだけわかった気がする。

「？　兄さん？　怒ってる？　え？　何かあった？」

「はははははははは。いーや、何も。つーか、もう下りるぞ奥座敷に！」

　拳こぶしを握にぎりしめつつ言へ告げる。半分、やけくその元気だ。

「話し合い終わってるのを期待する！　腹減った！」

「終わってないよ。ずっと、父上が口く説どいていてお母さんがお断りしてる」

「…………」

　聞こえているのか、と感心する。言にはできないことはないのか、と訊ききたくなる時が多々あるほどで。

　──果たして、階段を下りていけば、言の言う通り両親の話し合いはまったく終わっていないようだった。

　──夕食を前にして。

　ちなみに、晴明はきちんと正座しており、平然と（極ごく甘あま）麦茶を飲んでいる。

「……私は后の父として認知している、いわばこの家の〝家族〟だ。オモテで言うところの籍せきも后は私のものに入っているし」

「だからなんや？　私は、御み門かどの籍に入ってへんよ」

　母の言うことは事実だ。お陰かげで小中学では〝お母はんと姓が違う〟と不思議がられたが、后は空から手ての有段者なのでイジメられたりはしなかった。

「だから、そろそろ比ひ紗さも私の籍に入れ」

「嫌や言うとるやろ」

（おいおいおい、普通の男女のケンカになってるよ）

　闇世界を支配し、恐れられている父へこんな言い方ができるのは、母だけだ。

　それは、言こといが証人になっている。

（オヤジが足繁しげく、オモテ──つうか我が家に通う、最大の理由……）

　目的は一つ──母との復ふく縁えん。

「しかし比紗様……。このままですと、后こう様のためにも闇皇様の正せい妃ひとして闇世界へ来ていただくことになるかもしれません」

「正妃!?」

　晴せい明めいの言葉に思わず驚いてしまったのは后と母だ。顔を見合わせていれば、後うしろから祖母が揚あげたての天ぷらを運んできてくれた。

「あ、お祖母ちゃん。僕も運ぶの手伝うよ」

「ありがとな言ちゃん。ほな、ビール持ってきてくれはるか？　蔵くらの冷蔵庫にある」

「わかった」

　蔵の一部には、生活必ひつ需じゆ品ひんが置いてある。飲み物や野菜などもそこに保管していた。

（って!?　言は全然驚いてねーし!?　すでに何か事情理解してんの!?）

　坪庭を通り蔵へ入る言の背を、后は縁側から視線で追ってしまう。

「せ、正妃って……？　だって、言のお母さん……葵あおいの上うえは……」

「正妃の地位を、返上したいと申し出がありました。できれば離り縁えんを、という話でして。それが可能なのか今、皇こう宮きゆうの文ぶん献けんを賢けん人じんたちが調べてる最中です」

「離縁っ!?」

　あれだけ地位に固こ執しつしていたのに──后は絶ぜつ句くしてしまう。

（そ、それってやっぱり、オレのせい!?　言と二人してキツイコト言ったから!?）

　会った時の出来事を思い出し、后は頭を抱かかえてしまう。しかし、晴明は気にせず祖母の手伝いをしていた──棚たなから箸はしを出している。一体ここは、誰の家か。

「考えるところがあるのでしょう。葵の上は、ずっとご実家にお戻りになられたままですし」

「────」

　父は何も言わない。

　つまり、事実なのだろう。后はちらりと母の横顔を見る──何かを考えているようだ。

『僕にも関係している』

　と着替えている時に言が告げていたことはコレか、と后は確信した。

　母が、晴明へ尋ねる。

「病気かなんか？」

「葵あおいの上うえはそう皇宮へ伝えてきていますが、私が十二式しき神がみの八……疾しつ病ぺいや怪け我が、死し喪そうを司つかさどる者を飛ばして様子を窺うかがったところ、異常はありませんでした」

「って、誰？」

「白びやつ虎こ・破ほくとですよ」

「すげ」

　思わず感心してしまう。すると、晴せい明めいはお箸を並べつつさらに告げた。

「ちなみに、台所など火を司っている式神は華はなやぎですが」

「げろ」

「后こう、あんたを守ってくれる式神に対し、失礼な態度したらあかんやろ」

　母がペン、と后の頭を叩たたく。

「比ひ紗さ、后がバカになる」

「言こといちゃんと違ちごうて、もうバカや。これ以上悪うはならん」

　父が庇かばってくれるがまるで効果はない。晴明はそんなやりとりを暢のん気きに眺めつつ、さらに言う。

「──という状況のせいもあり、皇宮が大変なのです。何せ、他の追つい随ずいを許さない圧倒的な権力を握っていた葵の上が皇宮から立ち去ったのですから、この機に乗じて新たに権力を握り、皇宮を手中に収めようとする他の妃きさき様が……」

「へぇ」

「その中でも、不ふ穏おんな動きをする皇おう女じよの一派もありますし」

「私には、関係あらへん」

　一いつ蹴しゆうだ。后は思わず父と母の顔を見比べてしまった──何か、気まずい。

「ビール、とりあえず二本くらいでいい？」

　そんなタイミングに言が戻ってきた。

　決して父に顔を向けることなく、祖母へビールを渡す。そして祖母が父と晴明の前にビールを置いた──ここ最近、よく見る光景である。

「だから比紗、昔と違う。お前は正妃になる資格があるのだから、闇世界へ来い」

「いやや言うとるやろ、御み門かどはしつこい」

「なぜだ？　后だって、闇世界の支配者になることを承しよう諾だくしたのだから……」

「日本のオモテの常識では、一いつ夫ぷ多た妻さい制せいはないんや」

　断言だ。父は黙だまった。

「他の女をたくさん囲っている男と結婚しようと思う女なんか、おらへんわ」

「……いただきます」

　なんで両親の、こんな話し合いをＢＧＭにしなくてはならないのか……。

　気まずい中、后こうと言こといは揃って夕食をつつき始める──並んでご飯を食べるのだが、話を持ち出した晴せい明めいも平然と京野菜と魚の甘あま辛から煮にをついばんでいた。

「……仕方ないだろう、闇皇の跡あと継つぎが必要だったのだから」

「言ちゃんが生まれた時点で十分やったんちゃうの？　こんなに優秀な皇おう子じ、赤子の時でもすぐに御み門かどの能力を色濃こく受け継ついでるのはわかったはずや」

（うお、オフクロって本当に勘かんがすげー。言の能力バレてんじゃん……！）

　一言も告げていないはずなのに。みそ汁を啜すすりつつ后は驚く。

「皇宮での勢力を偏かたよらせないためでもある。太だ政じよう大だい臣じんからもらえば、右う大だい臣じん、左さ大だい臣じん、そして一族からも娶めとらねばならない事情もでてくる。わかってくれ」

「わかってるわ。だから、御門を責めたことないやろ。ただ、私は絶対に結婚せぇへん言うとるだけや昔も今も。冗じよう談だんやあらへん、何人もの女を囲っとる男なんか、私は絶対に嫌や」

「…………」

（あ、オヤジが首垂たれた……）

「いつも、同じ言い争いしてるよね」

　ぼそっと言が后へ耳打ちする。

「オフクロが、素直じゃねーだけだよ」

　后はうんうんと頷き、天ぷらに箸をのばした。














「そこ！　子供二人が生なま意い気き言うてんやないの！　聞こえとるよ！」

「すみません！」

　地じ獄ごく耳みみの母へ謝しや罪ざいをし、食べることに集中しようと決める后だ。

「……比ひ紗さは、私の側そばにいなくて寂さびしくないのか？」

「全然。言こといちゃんおるし。御み門かどの若い頃そっくりや、言ちゃんだけで十分」

　母が手を伸ばして言の髪かみを撫なでる──ああ、父の目つきが剣けん吞のんになった。

（おいおいおい、本当にだんだん雲行き怪しいよ……）

　思わず言を見てしまう──さすがの言も、困惑気味に見返してきた。祖母だけは聞こえないふりをしている、さすがは年の功。

「……では、私は次期闇皇の后こうを闇世界で精いっぱい愛めでよう。比紗にそっくりだし」

（えええ!?　オレ!?）

　何を考えたのか、不ふ機き嫌げんな父はいきなり后へ腕を伸ばして頭を抱いた。もちろん、焦あせったのは后である。

　しかし、母は平然としている。

「ええよ、勝手にしぃ。男が一度決めたことや、絶対にオモテに帰ってくるなんて言わさへんわ。煮るなり焼くなりせい」

「ダメだよお母さん、兄さんは僕のなんだから」

「──言、ここはそーいう茶ちや々ちやを入れるとこじゃねぇ……」

　絶対に闇皇へ逆らうどころか口を挟はさむこともなかった言なのに──なんだろう、この関係は。

　というか、言へ『家族愛』を教えたかったのだが──確実に間違った方向に走っている。

「そうやったね、ごめんね言ちゃん」

（えええええ!?　オフクロ!?　認めてるし！）

　言の性格のリハビリのためかホンキかわからない──確認する勇気も、ない。

「それに御門、年中来とるやないの。ご近所さんにも復縁したとウソを言いふらして。ほんまに呆あきれるわ」

「未来予定だ、ウソではない。子供にも、父親は必要だろう。多感な思し春しゆん期きだ」

（おいおいおい、オモテの庶しよ民みんみたいなコト、言うなよ……天下の闇皇が）

「そういうものなの？　兄さん」

「……ま、な」

　言からのホンキの疑問には、后は苦笑しか出なかったが。

　──父親をまったく必要としないで育った言だ。少しでも『家庭』を知ってもらうことができればいいと后は切実に思っている。

「地位や立場はようわからんけどな。私は、后と言ちゃんにとって一番いい立場にいてほしいわ、比紗もそうやけど、御門さんも」

　祖母は平然と笑うが（何を考えているかは后こうには計はかり知れない）、后としては居たたまれない。その、問題の一夫多妻制による結果の異母弟おとうと──言を見るが、表情に変わりはなかった。

「……そう言えば、瑞みず宮みや来ねーな」

「父上がいるからだよ」

　空からになった后の茶ちや碗わんを受け取り、言こといがご飯をよそう。文句なしの坊ぼつちゃん育ちなのに、すごく気が利きく弟だ。

　もっとも、瑞宮がこんな様子を見たら、后は瞬しゆん殺さつされるだろうが。

（幼おさななじみっても、所しよ詮せん、瑞宮はオレを殺すために側にいただけだし……）

　他が見えないほどの言マニア（？）な瑞宮は、闇世界で最強と謳うたわれる武ぶ闘とう派はだ。そして言のためなら、ためらいもなく誰だれでも簡かん単たんに殺せると、笑顔で宣せん言げんしてくれている。

（後こう継けい者しや争いをしていた時は、マジにオレを殺す気満々だったしな……つか、今もか）

『やあ、こんばんは后。言様に会いにきたよ』

　そして毎日、殺そうとしていたことなど忘ぼう却きやくの彼方かなたでやってくるのだ──言会いたさに。

『僕、本当に最近はつくづく思うよ。なんで、言様と后が出会う前に后を殺さなかったんだろうって。言様がこんなに后に懐なつかれるなんて、予想外もいいところだよね』

　さらには、言に懐かれている后へ殺さつ気きを常つねに醸かもしている──どういう類たぐいの嫉しつ妬となのか。怖こわくて訊けない。

　もぐもぐとご飯を食べつつ、ふと后は晴せい明めいを見た。

「甘かん雨うが来ないのも、瑞宮と同じ理由？」

「少し違いますね。彼はオモテとして生きていますが、元々は私の式神。闇皇がいらっしゃる席に近寄らせるような無ぶ礼れいは許しません」

「無礼って……。……オヤジって、偉えらいんだ……」

　しみじみと呟つぶやけば、甘辛煮の芋いもを食べていた晴明が眉まゆを寄せた──后の横では、言が噴き出して笑っている。

「兄さんって、やっぱ大物だよ」

「すごいですね后様。今までの、私の汗と涙の猛勉強がまったく身についていなかったなんて……。あのですね、后様のお父上は闇皇ですから。文句なく闇世界の頂点です」

「いや、わかってるけど……！　つい！」

　言の笑えみはかまわないが、晴明は怖い──食後からスパルタな勉強会が始まりそうだ。

「オフクロとの会話を聞いてると、復縁を迫せまるただの元旦だん那なでしかねーもん」

「お母さんが強いのは認めるけどね、さすが兄さんの実母だなって思う」

「なんだそりゃ。でも、理解してくれるだろ？　言」

「うん。──まあ、それと瑞宮が来ないのはちょっと事情があるんだ」

「事情？」

　育ち盛ざかりにしては小食な言こといへ、后こうは視線をやる。言は、笑顔で告げた。

「諜ちよう報ほう活動してるんだよ、今」

「ちょ……」

「今夜あたり、中間報告に来ると思うけどね。──あ、でも諜報活動はすでに晴明も、玄げん武ぶ・水う終みたち複数の式神を使って行おこなってるだろ？　特に、今回の件は」

　絶句する后を気にせず、言は晴せい明めいを見ることなく指摘をする。

　晴明は、祖母が晴明のために用意した（超極甘）おはぎを食べつつ、やはり視線を向けないで答えた。

「あ、そういえば。謎なぞの刺し客かくに何度も襲おそわれているんですよ。特に青せい龍りゆう・甘かん雨うが集中的に狙ねらわれまして──まあ、怪我の一つもありませんが。甘雨を憎にくむ闇世界の者──はて……？」

「さあ？　式神一匹のことなんか僕はわからないけど？　でもまあ、晴明も寝首かかれないようにした方がいいかもね」

「后様の側近でいる限りはずっと命を狙われ続けるでしょうからねぇ、嫉妬深い方が側にいますし。せいぜい気をつけさせていただきます」

（こえ──っ!!）

　にっこり笑う顔が怖い──后は火花を散らす二人から一刻も早く離れたいと思う。

「ほっ、ほら！　早くメシ食ってテレビ見よ!?　ゲームもクリアしねーといけねーし！」

「うん、早く食べよう」

　后は必死に笑って言へ話しかける。

　すると、言も剣吞な雰ふん囲い気きを消して后へ笑顔を向けた。

「せっかく、お祖母ちゃんとお母さんが作ってくれたご飯だからね。──僕、今まで毒味役がチェックした、冷さめたものしか口にしたことないからすごく嬉しい。温かいみそ汁とか、こんなに美お味いしいんだ」

「言……」

　喜ばれると、后はなんとも答えられなくなる。

　オモテの庶民である自分にとって当然だったものが、言にとっては宝に等しく輝いているのだろう。

（血統の良さも権力も能力も地位も、心を満たしはしないんだよなあ……）

　言を知って、后は人にとって一番必要なものは何かということをつくづくと感じていた。








　　　　不







「え？　なんでみんながいるんだ？」

「気け配はいを察知したからだよ、后こう」

「よお！　運動終わったか？　ランニング残ってるなら俺も一緒に走るぜ！」

　上かみ賀が茂も神社の一の鳥とり居いをくぐり、広がる芝しば生ふに到着すれば、見知った連中が真ん中の道に立っていて本当に驚いた。

　両親が復ふく縁えん問題を話し合う妙みような空気の中での食事が終わり、さてテレビを観みようとすれば、笑顔の晴せい明めいに捕つかまってしまった后だ。




「嫌いやですねぇ、なんの冗じよう談だんですか。夜の散歩をしますよ、さ、上賀茂神社まで軽いウォーキングをしましょう、準備運動代わりの」

　食事をした直後だ。絶対に死ぬ、と思ったが、誰も助けてくれなかった。

「さすが晴明。后を任まかせておけば、闇やみ皇おうとして能力の覚かく醒せいも近い」

「兄さん、僕も付き合うよ。能力について教えられるかもしれない」

「后、幸せやな。みんなに協力してもろうて。ちゃんと感謝せんとあかんで」

「ちょ……！　オフクロ！　晴明は違う！　マジに殺す気……！」

「大丈夫や。晴明さんは神様にもなったお方。后を護まもってくれはる」

（ぎゃー！）

　祖そ母ぼまで騙だまされ──結局、后は自宅から上賀茂までを走って向かうことになった。

　ちなみに、

「いやー、私はここのところ疲れ気ぎ味みで。甘あま酒ざけを一日十二本しか飲んでいないからだと思うんですが」

　などと気き色しよく悪い発言をして、晴明はタクシーだ。

　せめて自チ転ャ車リか、ないしは超エリート能力者なのだから瞬間移動をすればいいだろうに、と后は拳こぶしを握にぎりつつ思う。

　もちろん。言こといは本当にウォーキング（という名のダッシュ）に付き合ってくれたのだが、一の鳥居をくぐっても息一つ荒げていなかった。




「報告か？　瑞みず宮みや」

「はい」

　ついさっきまで后へ笑顔を見せていた言だが、瑞宮に対しては口く調ちようも表情も冷さめたものに変化する──そして、報告を受けていた。

　そんな様子を眺ながめつつ、后こうはぜーはーしながら晴せい明めいへ確認を取った。

「何か、二の鳥居のさらに奥──が明るいし、賑にぎやかじゃね？　撮さつ影えいでもしてる感じあるんだけど」

「そうですね」

「ってことは、近寄るのも禁止っぽくね？」

「そうですね」

「つまり、神社内でのランニングも修しゆ行ぎようも無理……」

「二の鳥居より奥に行かなければいいんですよ。この広々とした芝生があれば十分」

「────」

　一いつ蹴しゆうだ。

　さらに晴明は呆あきれた溜ため息いきをつきつつ告げた。

「腕うで立て伏ふせ千回や、二十五メートルダッシュ五十回など、まだまだ魅み惑わく的てきな修行はいくらでもできます。それに、どうしても后様がランニングをしたいなら、ここから鞍くら馬ま山やままで往おう復ふくするとか、そういう楽しいワクワク遠足気分を味わってもらってもいいですよ？」

「死ぬわ。遠えん慮りよする」

「え？　兄さん、鞍馬行くの？　僕も付き合うから」

　少し離れたところで瑞みず宮みやと会話している言こといだが、后のことはしっかり意識しているらしい。

　しかし、いつものことだ、驚きはない。

「お前はなんでいる？　甘かん雨う。まさか、瑞宮の付き添いで来たわけじゃねーだろ？」

　ほんの少し前までは仲良く幼おさななじみだった三人だが、瑞宮が后と甘雨を殺そうとしていると聞いた今では、友情の継けい続ぞくは困難である。

「俺は俺で、晴明様へ報告しに来たんだ」

「あ、そうか……。闇世界に不ふ穏おんな一派がいるらしいな。それを探さぐってんだろ？　昼間はオモテで学校来てて、夜は闇世界に戻って式しき神がみの仕事って、ハードじゃね？」

「いや、慣れてるし。それに、闇世界に戻ってるわけじゃねーよ」

　苦笑してから甘雨は、真ま面じ目めな表情を晴明へ向けた。

「晴明様の思った通りでした」

「そうか。わかった」

（ありり？）

　それだけの会話で、甘雨は一礼をしている──用事は終わったらしい。

「……あっさりしてんなー。言と瑞宮はまだ話してんぜ？」

「警けい戒かい対象は一緒かもしれないけど、対策は違うからな」

「……警戒対象……」

　──それは、食事の時に聞いた〝ある皇おう女じよの一派〟だろうか。

（葵あおいの上うえの権力をそのまま狙ねらってるってことは、当然、その一派の頂点に立ってる皇女は闇皇の椅い子すも狙ってるんだよなあ……）

　せっかく、言こといとの後こう継けい者しや争いが終わったのに。

　平和は遠い。

「ほらほら、后こう様。腹ふつ筋きん五百回です。さ、どうぞ」

「晴せい明めいの鬼！　……で、聞いたぞ甘雨。大丈夫か？　刺し客かくに狙われたりしてるって」

　文句言いつつも、晴明が怖こわい……いや、うるさいので后は腹筋を始める。

　甘かん雨うはなんでもないように笑った。

「大した相手はいねーよ、瑞みず宮みやと前ぜん鬼き楔くさび以外に、俺たち晴明様の式神と張り合えるほど強い連中なんていない──もちろん、闇皇、晴明様、役小角えんのおづぬ様も除くけど」

　甘雨も付き合い、横になって一緒に腹筋を始めた──ああ、言が睨にらんでいる。ちゃんとアフターケアをしなくてはいけない。言が甘雨を殺さないように。

「……その、瑞宮に命狙われてるってことは……？」

「いつものコトじゃん」

「あー……」

「昔から馬が合わなかったし。瑞宮は言様にゾッコン、でも言様は后に極度のブラコン……だから瑞宮は后へ激しい嫉しつ妬と。んで、言様は后と幼なじみの俺を殺したいほど嫌い。俺を殺そうとしている間は、言様の隙すきを見て后を殺そうとか思わないだろ。后が安全なのは何よりだ」

「……言のためにも、オレは殺さないでほしいよ。オレが言の側そばから離れたら、マジに言のヤツ、壊こわれるぜ」

「ははっ、確かに。ま、瑞宮もわかってるからおとなしいんだろ」

　明るく笑い飛ばし、勢いよく腹筋を続ける甘雨はまったく気にしていない。

　安あん堵どしていいのかわからず、后もとりあえず黙だまって腹筋を続ける。

「……あれ、マジに撮影みたいだな。夜なのに」

「夜の鳥居のライトアップを撮とるんじゃねーの？」

　遠くのクルーたちを眺める。テレビ局名までは見えないが、タレントらしき人ひと影かげは見えた。

　男だ。若くて──イケメンの雰ふん囲い気き（？）がある。

「──ところで」

　ひとしきり眺めたところで、再び黙もく々もくと腹筋を続ける。

　后の疑問のセリフは、それをしながらのものだ。

　ちなみに、言と瑞宮の打ち合わせはまだ続いている。冷たい、氷のように冴さえた言の無表情は綺き麗れいだけど、后は好きではなかった。

「破ほくとは、闇世界で葵の上を監視……いや、見ているんだろ？　オモテで甘雨と一緒に諜報活動してるのって、水う終みとか？　ケバ男とか？」

「諜報……その言い方、かなりギスギスしいな……。華はなやぎは、闇世界で皇こう宮きゆう内部を調べている。水終はオモテでいろいろ探ってるけど、別行動だ」

「え？　じゃあ一人？　それは危険じゃあ……」

「だから、俺らより強つえーヤツはいねーから平気だって。ついでに俺も一人じゃねーよ、他の式神と組んでる」

「あ、そうか」

　言われて思い出した。

「他にも式神いるんだよな。オレ、会ったコトねーけど。……どんなヤツら？」

「普通の式神」

「────」

　疲れが后こうを一気に襲おそう──式神の存在自体が、常識の範囲では〝普通〟というカテゴリーに入らないと思うのは、間違った見解か？

「普通じゃないですよ。私が次代の闇皇をお守りするために作った精せい鋭えい部隊です。確かに、最強の四し天てん王のうである青せい龍りゆう、白びやつ虎こ、玄げん武ぶ、朱す雀ざくよりはパワーが落ちますが」

　会話に口を挟はさんできたのは、晴せい明めいだ。

　いつのまにか芝生にピクニックシートを広げ、優ゆう雅がに座っている──周囲を囲む甘酒の缶といい、一体どこから出したのだろうか。

「いや、強いのはわかってるんだけど──見た目とかの話」

「ルックスですか？」

「やっぱ、みんな美形なのか？」

「加か齢れい臭しゆう漂ただようおっさんがお好みでしたら、そう作り替えますが」

「すみませんごめんない」

　晴明は有言実行タイプだ。なので、后は腹筋をしつつ謝あやまった。

　そうしているうちにようやく五百回が終わる。

「はい、腕立て伏せ三百回。さーどうぞー」

　間かん髪はついれずに晴明が命じてくる。后は芝生に寝そべりつつ文句を言った。

「熱血スポ根こんか……！　無理！　星ほし一いつ徹てつですら休きゆう憩けいくれるぞ！」

「一徹だろうが大だい門もんだろうが、小学生のくせにスポーツカーを運転した上に野球チーム全員を乗せるという脅きよう威いの定員オーバー無む謀ぼう運転をしまくった花はな形がた某なにがしだろうが知りませんよ。早急に能力を完全に開花させて強くならないと、貴方あなた、本当に死にます」

「……晴明、その怪あやしい昭和の知識は一体どこから得るんだ……」

　頼むから、これ以上疲れさせないでほしい。

　晴明に睨まれる前に立ち上がり、またもや甘かん雨うと並ぶ。そして腕立て伏せを始めた。

「──オレさぁ、実は芦あし屋や道どう満まんに会ってみたいんだけど」

「なんでですか？」

　まだ余裕があるうちの会話だ。晴せい明めいが、甘酒缶のプルトップを開けつつ、后こうを見た。

「いや……。今、オッサンの話してたから思い出したのもあるけど。……現代のオモテでは、どんなルックスになってるのかすげー興味あってさー……。……眼め鏡がね、なんだろ？」

「ええ、そうですよ。時と場合により掛けたり外はずしたりしてるみたいですけど」

　普通に答える晴明だ。

　しかし、甘かん雨うはそんな晴明と后を交互に眺めた。

「？　どうしたんだ？　甘雨」

「いや……。まあ、うーん、どうせなら、と思って」

「どうせなら？」

　どこを指した言葉なのかわからない。

　怪け訝げんに思い眉まゆを顰ひそめれば、ようやく話し合いが終わったのか言こといが寄ってきた。

「兄さん、芦屋道満に興味あるって……。まさか、好きなの？　僕より？」

「──言、オレが興味持つものすべてに、その質問をぶつけてくるのはやめろ。相手を選べ。あんなオッサンをオレが好きだったら、ちょっとコアな趣味すぎるだろ」

　その手の趣味の人を否定する気はさらさらないが。后は違うのだ。

「そうですねえ……。道満、ですか……」

　晴明は、そんな后を眺めつつ、しばらく考える。

「──じゃあまあ。紹介しましょうか」

「マジ？」

　晴明の返事に、思わず腕立て伏せをやめて立ち上がる。

　その途と端たん、背後がぱあっと明るくなった。

「え？」

「──奇き遇ぐうですね。こんなところでお会いするとは。何をしているんですか？」

　聞いたことのあるようなないような声だ。

　無意識に振り返る──すると、そこには。

「きっ……!?」

「こんばんわ、皆様」

　優雅に笑えむ、やたらと綺麗な男が立っていた。

　──長身なのは、さすが舞台モデル出身だ。晴明より高い。

「霧きり砂すな!?」

　男のタレントなんて興味ない后すら知っている人気タレントだ。

　美形俳はい優ゆうとして、ドラマやその他に大活躍をしている──曲も出しているはずだ。オリコンの上位で何度も見た。

「なっ、なんで……!?　霧きり砂すながここにいるんだ？」

「何を言ってるんです、貴方が会いたい、と言うから」

「はっ!?」

　晴せい明めいが、（ピクニックシートと甘酒缶ワールドから）立ち上がって霧砂に寄る。霧砂が笑んだ。

「はい。たった今、晴明殿に呼ばれて参上しました。我が皇子」

「────」

　流りゆう麗れいにお辞じ儀ぎをされてしまい、頭の中が真っ白になる。

　我が皇子、と言うということは──

「オレの、正しよう体たいを知ってる……？　霧砂が？　……っは!!」

「はい、我が皇子はオモテと表ひよう裏り一体の世界、闇世界を統とう括かつする闇皇の後継者です」

「ま、まさか。以前、晴明が言ってたインテリぶったイケメンモデル……？」

　──本気で記憶から飛んでいたが。

　頭の中をぐるぐるさせていれば、ぴったり横についていた言こといが苦笑しつつ教えてくれた。

「当たりだよ、兄さん。そして、さらに、彼は……」

「!?　まさか、あれもマジ!?」














「そう道どう満まん」

「────」

　言こといがあっさり断言する。

　后こうは、ホンキで一瞬、日本語が脳に入ってこなかった。

「…………あしやどうまんさん？」

「うんそう。納なつ得とくした？」

　くらり、とする。

　詐さ欺ぎだろう──なぜ、こんなに顔がいいのか。というか、式神を美形戦隊にするのはどうかと思うが。

「霧きり砂すなというモデルが式神とは聞いていたが……！　まさか、本当にこんなメジャータレントがそうだとは……っ、つーか！　周囲に会話聞かれてもいいのかよ!?」

「聞こえていませんよ。周囲は、私たちの会話が普通のものに聞こえています」

「后が、霧砂にサインを求めてるって設定だ」

　まるで晴せい明めいと甘かん雨うの説明を受けたかのように、霧砂の背後にいた撮影スタッフらしき女性がマジックを取り出す。

「色紙持ってねーけど……」

「うん、何かシャツに書いてくれって話に収まりそう。──弟が大ファンだからって。えー、僕は興味ないけどなあ。兄さんのサインの方が嬉うれしいのに」

「霧砂ファンはクラスの女子にもいるだろうけど──あ、三軒向かいの染め物屋の古ふる嶋しまさん、ファンだったから、そっちに流せるように色紙にしてくれね？」

「それはまた後ご日じつ」

　問答無用に霧砂が后のシャツにサインをする──お気に入りのシャツなのに。

「晴明殿の式神として、后様をお護まもりするのが我が役目なのに、ご挨あい拶さつもせず失礼しました。これを機に、どうぞお見知りおきを」

「いやー、すでに見知っていたので……」

　霧砂がのばした手を、后はすんなり受け止めて握あく手しゆを交かわす。

　しかしすぐに言が霧砂の手を叩たたく。

「……言？」

「葵あおいの皇子？」

「失礼であろう、晴明が支配するだけのたかが式神ふぜいが。次期闇皇と同じ目線で握手をするとは言ごん語ご道どう断だん。控ひかえよ」

　告げる言は、口調も態度も后に対している時のものではない。

　威い圧あつ的でいて、相手に有う無むを言わせない迫はく力りよくがある。

「言、ンな大げさな……っ」

　間に割り込んで后こうを背にする言こといへ、焦あせって注意しようとする。しかし、霧きり砂すなが首を横に振った。

「いえ、私が悪いのです、我が皇子。──葵あおいの皇子の仰おつしやるとおり、大変失礼しました」

　そして、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「あ……ども！」

「霧砂さん、出演シーンです」

「今行きます。──では、晴せい明めい殿。また近くに連絡します」

「ええ、あの件は任せました。霧砂は四し天てん王のうに次いで強い。期待しています」

「恐れ入ります」

　再び霧砂は后と言へ恭うやうやしく頭を下げ、撮影の方へ戻った。

「……何かもう、わけがわからない……」

「知人とでも言ったんだろうな、俺たちが睨まれなかったってことは」

　魂たましいが抜けそうな溜ため息いきをつく后の横で、甘かん雨うが呟つぶやく。

　晴明は頷うなずくと、さて、と后を見た。

「満足しましたか？　あれが式神の七、芦あし屋や道どう満まんこと霧砂です。知能の高さは式神の中でも群を抜き、闇世界の賢けん人じんたちに意見をすることすらあります。しかし、謀ぼう略りやくを得意とするので油断できない星をも司ってもいまして」

「霧砂にふさわしい星だと思うけどね──兄さん、単独行動で近づいたらダメだよ、僕がいる時以外は控えてね」

「……へいへい」

　もちろん、いつものような反抗はしない。

　后は素直に、晴明の説明に耳を傾かたむけ、そして言へ頷くのだった。

（だってさ……）

　生で見たから、メディアを通じて見ているイメージとの違いに違和感を覚おぼえたのかもしれないが。

　──近寄りがたい、何かを感じた。




　芦屋道満──霧砂に。








　　　　思







「うーん……」

「兄さん、上かみ賀が茂も神社の帰りから、ずっと唸うなってるね」

「どーも、しっくりこないんだよなあ……」

　布ふ団とんの上で胡座あぐらをかき、后こうは首を捻ひねる。

『さて、いい加減に撮さつ影えいの邪じや魔まになるかもしれませんし。何より、霧きり砂すなの存在に気づいたご近所さんが集まり始めてもいますしね。青春スポ根こんのごとき修しゆ行ぎようをしていたら目立つので、そろそろ帰りましょうか』

　霧砂と別れた後、すぐに晴せい明めいはそう言ってきた。もちろん、后は大だい賛さん成せいだが。

『……スポ根というより、地球外生物を倒すためのヒーローになる、（命がけの）超荒あら行ぎようつか……』

『兄さんを護まもるヒーローは、僕だよ』

　大マジの言こといの意見に、后はどっと疲れた──ああ、瑞みず宮みやが一気に殺さつ気きを噴ふん出しゆつさせているし。

　──結局。

　晴明は現地解散をし（基本的に闇やみ世界に住んでいる。闇やみ皇おうの側そつ近きんとして仕事が多いらしい）、后は晴明の命令で行きと同じくジョギング──言と並んで──、甘かん雨うと瑞宮もその後からついて走ってきた。

（通行人はどう思ったんだろう……。まちまちの服装でジョギングする男四人……）

　どこかの部活の合宿、と思ってもらえただろうか。

　──そして、その四人はご近所暮らしなので后の家の前で解散をし、そのまま后は風ふ呂ろへ直行した。その後に言も入ったのだが、出てきた時にはすでに后は布団の上で胡座をかいて悩んでいたのである。

「上賀茂からってことは、霧砂だよね？？　何か感じた？」

　冷ひえた炭酸飲料水入りのグラスを二つ持ってきた言は、一つを后へ渡した。

　サンキュ、と伝えた后はそれを開ける。そういえば、風呂から出て牛乳をコップ一杯飲んだっきりだったことを思い出す（牛乳はそんなに好きではないが、身長を伸ばしたいという必死な少年の願いがこもっている）。

「……それ、美う味まいか？」

「んー、兄さんに勧すすめられなければ飲まないかも。闇世界ではない味だよね、というかオモテには変わったものがたくさんある。いろいろと変な飲み物にお菓か子し……」

「瑞宮が、本気で怒っていたもんなー」

　ろくでもないオモテの退たい廃はい的文化を言こといに植え込むな、と。そして、体に悪い飲料水や食べ物を口にさせるなど言ごん語ご道どう断だん、と殺気をまき散らして后こうに怒ど鳴なってきた。

『うるさい瑞みず宮みや、下がれ』

　言こといの一いつ喝かつですぐにそれもやんだが──間違いなく、瑞宮の中で后への殺意はさらにステップアップしただろう。

「芦あし屋や道どう満まんのことは、日頃からテレビや雑誌で見てたんでしょ？　だったら今さら雰ふん囲い気きに疑問抱いだくのは変じゃない？」

「メディア通して感じていたのと違うんだよなあ。丁てい寧ねいでソツがなさすぎる」

　出会った時の印象を記憶の奥から探さぐりつつ口にすれば、言は手にしていたグラスを揺らして中の氷をカラカラと鳴らした。

「ふぅん……」

「……で、そのくせ、目が全然笑ってねー。つか、雰囲気が怖こわい」

「第六感みたいなもの？」

「うん。だから自信ねーんだよな……。でも、霧砂がオレに握あく手しゆを求めてきた時、言が怒ったろ？　言が気け配はいを変えると晴せい明めいですら緊きん張ちようするのに、霧砂はまったく動じていなかったんだ」

「そうだったっけ？」

「うん──怖いもの知らず、というか。言の威い圧あつ感かんすら楽しんでいるような……」

　后には絶対にできない。そんな度ど胸きようは、ない。

　そんなことを考えていれば、言は勉強机の前の椅い子すから、自分の布団へ移動して正座をした。そして、后と正面で向き合う。

　ちなみに、二人の布団は並んで敷しいてある──多少の隙すき間まはもちろんあるが。

「僕は、兄さんにはあんな態度取らないよ？」

「わかってる」

「ホント？」

「大丈夫、信じてるって。──にしても」

　真剣な表情をしたまま膝ひざで寄る言の髪かみへ、后は思わず手を差し出した。

「……お前、そーして風呂上がりだとほかほかしてて、可か愛わいいな。まんじゅうみてー」

「……え……？」

　濡ぬれた髪を撫なでる。

　言にはよほど意外だったらしく、目を丸くして后を凝ぎよう視ししていた。しかしもちろん嫌いやがるわけもなく、素直に頭を撫でられていたが。

「思った以上にさらさらじゃん。──ピアス、こんなに穴あって痛くねーの？　学校で注意されねーか？」

「んー……ピアスは、穴開けたのだいぶ前だし痛くないよ。学校では、痕こん跡せきも隠してる」

「へえ」

　実は、母が食事の時に言こといの髪を撫でるのを見てからずっと自分もしたかったのだ。デカくて自分より（遙はるかに）強くて優秀な弟であるが、やはり兄として『保護』すべき対象という意識は強い。

（はっ！　殺気!?）

　しかし、近寄ろうとした直後に背後からただならぬ殺気を感じてしまう。

　反射的に背後を見れば、窓の横の壁に寄りかかり、后こうを睨ねめつける瑞みず宮みやがいた。

　そして、窓まど枠わくに座る前ぜん鬼き楔くさびと──その背後に玄げん武ぶ水う終み。

　さすがに楔も家の中では傘かさは畳たたむのか、などと考えているのは現実逃とう避ひだ。

「……后……」

　瑞宮の、かつてないほどの殺気に、后はばっと言から離れた。

「っ、こ、こんばんは……！　瑞宮……！　と、楔さん、と水終……！」

「……。何をしてるんだい？　……僕に、わかりやすく、説明、してくれないか？」

「すごいわね、言様をまんじゅう呼ばわりできるなんて。さすがだわ、オモテの皇おう子じ」

　震ふるえる瑞宮の声こわ音ねに、楔が溜ため息いきを重ねた。

「──殺気は抑おさえなさいな……醜みにくいわ、瑞宮。嫉しつ妬とに狂くるった男の、空むなしい遠とお吠ぼえに聞こえる……」














「たとえこの命に代えても后こう様は私、玄げん武ぶ水う終みが護る。──后様。晴せい明めい様の使いで闇世界から参上しました」

「お前の安い命をかけなくても、兄さんは僕が護る。……二人も玄武と同じく、報告か？」

　水終の言葉を一いつ蹴しゆうする言こといには、今までの穏おだやかな空気はまるでない。闇世界で最強の能力を持つ皇子ならではのそれを放はなっていた。

「水終はオレのために働いているんだ。嫌な言い方はよせ、言」

「いえ、事実ですからかまいません。──報告は一つです、后様」

　言が后へ謝しや罪ざいするより早く水終が口を開いた。

「皇こう宮きゆう内での葵あおいの上うえの権力を狙ねらう一派が、本格的に動きだしました。すでに腕うで利ききの刺し客かくらをオモテへ放った模も様よう。お気をつけください」

「げ」

　思わず口元を引きつらせてしまう。

　そんな様子をどう思ったのか、后の肩にはんてんを掛けつつ言が瑞みず宮みやと楔くさびを見た。

　随ずい分ぶんと冷たい視線だ──部下なのに信用していないのがわかる。后としては、言のこんな様子を見るのが一番痛いのだが。

「お前たちも同じ内容の報告か？」

「はい。それともう一つ」

「連中の中心である左さ大だい臣じん家け出身の萌葱もえぎ様の皇おう女じよ・牡ぼ丹たん様が、次期闇皇の地位を現闇皇様へ直接、懇こん願がんしたそうです。いくらオモテの皇子が次期闇皇に決まったとしても、戴たい冠かん式しき前はまだ何があるかわからない、と」

「こえーな、何かするって宣せん言げんじゃん」

　后は思わず天を仰あおぐ──せっかく、言との後こう継けい者しや争いが終わって平和（？）になったのに。

「にしても……女も狙えるんだ、闇皇の地位」

「男女の規制はありません。適正度の高い者がなる、ただそれのみ」

「次代の闇皇の適正度はどーか知りませんけどねぇ。ま、潜せん在ざい能力が開花してくれれば、誰より強いのは確かなんですけど。パートナーである十二式神・天てん后こうに苦労してもらいましょう」

「えっ!?」

　ははは、と笑いつつの声が水終の説明に続く。背後からだったので思わず振り返れば、急斜面な階段を上りつつ顔を出すイケメンがいた。

「晴明？　皇宮で仕事してたんじゃ……？」

「早く終わったので。闇皇の命令もありましたし、仕方なくオモテに来ました。まあ、后様を護るのが私のメインの仕事ですからねー」

　ずず、と飲んでいるものは、匂においで甘あま酒ざけとわかる。祖そ母ぼは最近、晴明のためだけに超極ごく甘あまな甘酒を作って用意してあるのだ。

「ああ……。后こう様のお祖ば母あ様の甘酒は、ほどよい甘みが上品で何杯でもいけますねぇ」

「……お前、本当に病院で検査した方がいいぞ」

　階段を上りきって后と言こといの部屋に上がり込んだ晴せい明めいは、水う終みへ視線をやると小さく頷うなずく。

　すぐと、水終も頷いた──掌てのひらをかざせば、そこにふわ、と何かが現れる。

　シルバーのネックレスだ。ひもの部分はレザーでなかなかおしゃれである。

「？　何これ……？」

「晴明様の能力を施ほどこしました」

「闇世界のＧＰＳみたいなものです。后様が牡ぼ丹たん殿に誘ゆう拐かいされても、すぐに居場所を確認して助けに行けるように」

　晴明の言葉に、后の頰ほおが引きつる。

「げー、そんなに強いの？　その牡丹って女！」

「ご本人が、というより、彼女を闇皇にしようとする勢力は、なかなか強うございます」

　水終が答える。后は詳しよう細さいが知りたくて言の顔をつい見てしまった。

「牡丹は兄さんより一つ年上の、すごく気が強い女。別に能力も頭も良くはない、顔だけが自慢の女だけど。母親である萌葱もえぎ殿が、うちの太だ政じよう大だい臣じん家けに次ついだ権力のある左大臣家出身だからさ、それなりに支持者もいるんだ」

「……仲悪いのか？　すげー辛しん辣らつだな、言……」

「仲のいい皇子と皇女なんていないよ。みんな、後継者候補だし。ギスギスしてる」

「…………」

　言の即答に、后は黙だまってしまう。もう何に驚くこともないと思ったが、やはり言の口からこんなことを知らされると胸が痛むのだ──言の育った環境は劣悪すぎる。

「比ひ紗ささんのところに闇皇が毎日のように来ているのを知っているから、奥おく方がたは全員ぴりぴりしてるよ」

「そうね、ただですら闇皇がオモテの女性に執しゆう心しんされてるのは知られていたことだし」

　瑞みず宮みやと楔くさびが呟つぶやく。

「……え？　じゃあ、万が一にもオフクロが闇世界へ行けば……」

「そんな危険なことは、私も反対しますから」

「────」

　即答は晴明だ。確信だ。──闇世界の皇宮は、恐おそろしい大おお奥おくなのだ。

「それより兄さん。そのネックレス、ちょっと触さわっていい？」

「え？　あ、うん」

　反射的に言へ差し出してしまう。

　晴明が、眉み間けんを寄せた──時。

「っ!?」

　バシッ！　と大きな音とともに、シルバーアクセサリーが爆発したように光る。あまりの眩まぶしさと爆ばく風ふうに、顔を背そむけて目を瞑つぶってしまう。

「……もういいよ。はい、返す」

「……言ことい？　大丈夫か……？」

　言は何事もなかったかのように、ネックレスを后こうへ戻した。晴せい明めいが、不ふ愉ゆ快かいな表情のまま言へ口を開く。

「……。私の能力を消してはいませんよね？　主しゆ神しん言。お前の能力をこの中に込めるために」

「えっ!?」

「──それを僕が口で答えないとわからないほど、気を読むのが下へ手たになったのか？　晴明。兄さんの守護としては不適任だな」

「────」

「あ、あの……っ」

　みるみる二人が険けん悪あくになっていく。

　なんとかしたいが──周囲の三名を見ても、全員が揃そろって視線を逸そらしていた。

　しかし、そんな緊張した空気の中で、晴明が静かに深呼吸のような溜息をつく。

「……私が込めた力は僅わずかも減らさず、自分の力を詰め込んだようで。こんなことができるのは、闇世界広しといえど主神言だけでしょうね──ともかく、ネックレスは肌身離さずいるように。后様」

「では、私の役目はここまで。晴明様──」

「ああ、玄げん武ぶごくろう。闇世界で引き続き、萌葱もえぎ殿と牡ぼ丹たん殿の動向を窺うかがえ」

「わかりました。──では后様、言殿、失礼いたします」

「水う終み？」

　一礼をすると、水終は外へすっと消えてしまう。

　ちらり、と言が瑞みず宮みやと楔くさびを見る。すると、楔が頭を下げた。

「……では言様。私たちも失礼します」

「邪魔したね、后。同じ日の夜に二度も会うとは思わなかった」

「はははははははは」

　三度目はナシであってほしいと説に願う后だ。

　二人も消えると、思わず肩で溜息をついてしまう──が。

「じゃ、私も寝る準備をします。布団はここの押し入れですよね？」

「ってぇ！　なんで晴明も消えねーんだよ！」

　次の間まに布団を敷く晴明へ裏手ツッコミをする后の横で、言は明らかに不愉快そうだ。

「泊まる気なのか？」

　声音も低く、さらに目も据すわっている──ちょっと本気で后は引いてしまった。

「いや……そこまで邪魔扱いしなくても……」

「主しゆ神しん言ことい。私は闇皇直じき々じきに命じられた、后こう様の護ご衛えいでもあります。当然でしょう──ああ、もちろん同じ部屋で寝ようとは思っていませんのでご安心を。主神言の不ふ機き嫌げんオーラの中では、繊せん細さいな私は眠れませんからね」

　繊細のカテゴリの範囲が、あまりにも広すぎる。だがそれは指摘できない。

　言と晴せい明めいがまた睨にらみ合っているのだ。

「……邪魔だ、晴明。僕が横にいて、兄さんに危険があるわけがない」

「お忘れなく。私はまだ主神言を信用していません」

「わーっ、二人とも！　もう寝ろ、なっ!?　祖母ちゃんや母さんも寝たし！　迷めい惑わくだから！」

　あわあわしていれば、不機嫌な形ぎよう相そうの母が対面の襖ふすまをがらり、と開けて出てきた。

　向こうの部屋は、祖母と母の寝室だ。

「あんたの声が一番うるさいんよ、后。さっさと寝い」

「……すみません」

　理り不ふ尽じんさを感じるのは、被ひ害がい妄もう想そうか。

（つーかさぁ……）

　なんとか二人を抑え、后は襖を閉めて言と晴明の睨み合いを強制的にシャットダウンさせる。そうしてから、さっさと明かりを消して布団を被かぶった。

　続いて言も隣となりで同じ行動をする──闇世界でもトップの皇子が、よくもこんな質素なオモテ生活をできるもんだと常つね々づね感心する后だが。

（オレ、そんなに頼りない存在か!?　確かに能力は覚かく醒せいしてねーし、狙われる立場にいるけど！　……つか、やっぱ護衛は必要か……）

　がっくりしてしまう。

　すごく、不満だらけなのだ。

（厚意はありがたいし、嬉うれしいけどさ……）

　いつまでも甘えていてはいけないだろう。

　ぐるぐる思考を巡めぐらせ、冷静に現状を振り返り──溜息をつく。

　そんな后の横から、言がそっと声を掛けてきた。

「……兄さん、ごめん。僕のせいで母さんに怒られた」

「それは別にいいけどな。いい加減、晴明と険悪になるな。例の件はもう解決したんだ」

「……努力する」

　言は小さな声で、おやすみ、と告げてから、ごそごそと布団を被ったようだ。

　例の件、が本当に解決しているハズがないことは、后もわかっている。

（言の気まぐれで、晴明が一族を皆殺しにされた事件……）

　しかし、一度だけ発動できる一ひと言こと主ぬしの神かみの力により、言が一族を生き返らせたのだが──

（言こといも晴せい明めいも、皆殺し当時の記憶が消えたわけじゃない）

　うまくいかないのは当然だろう。わかってる。

（オレが能力覚醒させて強くなって、晴明と言の間でしっかりできればいいんだよな）

　それが何よりの、一番の解決策だ。

　──できるもんなら、とっくにしてるけど。

「あ。后こう様」

「わっ！」

　いきなり襖ががらり、と開く。さすがに驚いた。

「なっ、なんだよ……！　せっかくの寝入りばなに……！」

「どーせ授業中に寝てるんでしょうが。──伝え忘れです。注意事項を一つ」

「注意事項？」

　眉まゆを顰ひそめる。言も横で寝具に座り、晴明を見ていた。

「本件が解決するまで──というか、ご自身の能力を自由に使えるようになるまでは、いかに私の式神であろうとも、無む闇やみに二人きりになったりしないでください」

「え？　甘かん雨うも!?　幼おさななじみじゃん！」

　思わずの声に、言が反応する──面おも白しろくなさそうな表情だ。

「兄さん、別に青せい龍りゆうと二人きりになる必要ないだろ。それに、学校以外ではずっと僕は兄さんの側そばにいるし」

「四し天てん王のうは別です。彼らには私の能力だけでなく血も込めてあり、分身のようなもの。絶対に裏切ることはありません」

「へえ……」

　感心するが──晴明が割り込んできたせいか言はいっそう、不機嫌になったようだ。肩を寄せてくる言を気にしないことにして、后は晴明へ気がかりを尋たずねる。

「けど、言や晴明、甘雨たちに化ばけられる式神っていねーの？　マンガでよくあるじゃん、変身能力に騙だまされるってネタ」

「そういう能力を持つ式神は確かにいますよ。二の式神、名はキヨカ──男前で、自分より弱い男が大嫌いな美人です。名前の漢字は『鬼火』って書くんですけど」

「……鬼きよ火か……」

「四天王ではない彼女も、つまりは警けい戒かい対象です」

「大丈夫、頼まれても二人きりにはならねーから」

　完全に能力が覚醒していない后は、明らかに彼女の〝大嫌い〟カテゴリに入る。

　玄げん武ぶ水う終みといい、なんでそんな過激な女ばかりがいるのか。晴明の好みか。

　お年頃の后としては、どうせ親密になるなら可愛い女の子の方がいいのだけど（口に出すと言が怖いから、そんな本ほん音ねは隠かくす）。

「ちなみに、私が彼らの性格を決めたわけではありませんから、念のため。星や月の流れを読んで天に伺うかがい、結果、生まれるものですし」

「……さいですか」

　后こうの心中を読んだように説明をしてくる晴せい明めいへ、后は嫌気を隠さず聞いた。

「でもさぁ。もっとこう、おとなしくて無ぶ難なんなヤツいねーの？　性別関係なく」

「いますけどね、まあ紹介はおいおい」

「後ご鬼き前ぜん鬼きの次に強い武ぶ闘とう集団だし。無難な性格っていうのはないと思うよ、兄さん」

　横やりは言こといだ。どうも、后が言ではなく晴明とずっと話をしているのが面白くないらしい。

　おんぶお化けのように背中から抱きついてきて、意見を述のべてきた。

　構かまわれたがりのペットみたいだ、とつくづく思う。

「それに兄さん、式神なんかが好きなわけ？　僕より？」

「……だから、オレが興味持つもの全部に同じ質問をするなっつーの」

　いや、ペットというより寂さびしがり屋の子供だ──とっくにわかっていたが。齢よわい十七歳にして、大きな子供を抱かかえてしまった心境である。

「──以上。注意でした。では、お休みなさい」

　二人を気にせず、ぺこり、と晴明は頭を下げるとそのまま音もなく襖を閉めようとする。

「あ、晴明ってオレが学校に行ってる間、何してんだ？」

「遠えん隔かくで后様の様子を窺っています。それと、比ひ紗さ様の周辺もお守りしていますが」

「……オフクロ……？」

「闇皇が復縁を迫せまっていることは、闇世界でも周知の事実。危険は多いです」

「……。そか」

　今度こそ襖が閉まる。后はおんぶお化けの言に離れるように指示しつつ、布団へ入った。

「闇世界の刺客に負けるよーなタマじゃねーと思うんだけど……うちのオフクロ」

「用心に越したことはないよ、お母さんも──もちろん、兄さんも」

　言も布団に戻りつつ、答えた。わかってる、とは呟くような后の声だ。

「あー、もう。めんどくせーなぁ……。オレが、さっさと覚醒すればいいのに……」

　自分が弱いから、いろいろな問題が浮上するのだ。痛いくらいにそれは承知している。だから后は、自分がすごく──すごく情なさけなかった。

「……なんで、しっかり覚醒しねーんだろ……」

　過去、何度かはしっかり能力が発動したのだ。しかも、天てん井じよう知らずの言の能力を超えた時もあった。いくら死にものぐるいで特訓や修行を受けようが、本物の命の危機に遭そう遇ぐうしないと発動しないのだろうか。

　──とはいえ、そんな場面を迎むかえたくはない。自分の危険だけならいざ知らず、周囲の──言たちを巻き込みたくない。怪け我がをさせたくないのだ。

（……あ、また思い出した。言こといが晴明に殺されそうになったところ……）

　今でも、あの時を回想するだけで背筋が寒くなる──言が血だらけになり、后こうの腕の中で冷たくなっていったことを。

　──あんな経験、二度としたくない。

「兄さんは……」

「ん？」

　溜息をついていたら、まだ起きていたらしい言の声が闇に響ひびいた。

「兄さんは、覚醒しなくても強いから。きっと天の配分だよ」

「……強くねーじゃん。今日だって晴せい明めいの鬼の特訓で、岩一つ割れなかった」

「そういう意味じゃなくて、強い」

　苦笑がかすかに漏もれる。じゃあどういう意味だよ、と思い后は唇くちびるを尖とがらせてしまう。

　しかし続いた言の言葉は、まぎれもなく真剣なものだった。

「だって、兄さんは僕を救ってくれた」

「────」

「真っ暗で、出口がなくて──腐ふ食しよくしたトンネルから……。あそこに居続けていたら、僕は完全に闇に支配されていた」

　それでもいいと思っていたけどね、と言が小さく呟く。

　手を伸ばせば届く場所に言の頭があったので、コツン、と叩いてやった。

「オレが強くなりたいのは、言を完全に救うためだ。わかってるだろ」

　告げてやることは、まさしく后の本心だ。

　──痛みを知らない、モンスター・チャイルド。

　そんな言を、人に戻してやれるのは后だけだ。

　后という光が唯ゆい一いつ、言の心の闇を照らすことができる。

「……うん」

　言は嬉しそうに返事をしてから、しばらくして──寝息を立て始めた。








　　　　遇







「遅いな、言ことい。ダチと喋しやべっているのか？」

　それはそれでよいことなので、怒らないが。

　翌日。

　今日は、スタバで待ち合わせだ。

　昨日きのうはマック、一昨日おとといはミスド、と毎日、寄り道場所を変えている──オモテの嗜し好こうを知ってもらう目的もあるが、来る客層が微び妙みように変わって僅わずかでも言の知識のプラスになるからだ。

　さらに窓の向こうを歩く人も見ることができる。言は毎回、不ふ思し議ぎそうに彼らを眺ながめていた。

　一番の不思議は、サラリーマンらしい。いわく、

『怒られて頭下げて──その後、グチってる意味がわからない。不ふ愉ゆ快かいだったなら、怒られた時点で相手を殺してしまえばいいのに』

　らしい。慌あわてて后こうは注意をしたが。

　しかし、実際にテレビのニュースも不思議そうに視みている。事件が事件である意味がわからないのだ。

（言こといの教育は、先長いなー……生まれた時からの〝常識〟を覆くつがえすんだから、当然か）

　ちなみに、后こうとしては京都が誇ほこる、餃子ぎようざの全国チェーン店〝王おう将しよう軍ぐん〟へ言を連れて行きたかったのだが、瑞みず宮みやの、

『言様がニンニク臭くさくなるから、やめてくれないか』

　という、マジ怒いかりの不ふ機き嫌げんオーラ全開があったため、実現していない。

「……にしても」

　キャラメルラテを飲みつつ、しみじみ考える。

　脳のう裏りでは、昨夜の晴せい明めいの意味深な言葉がぐるぐるしていた。

「うーん……。よくよく考えると──やっぱ変だよな」

　あの忠告は。

「晴明の注意事項、『式しき神がみと二人きりになるな』だったろ？　でも、四し天てん王のうは大丈夫って……」

　腕うでを組んで考える。

「──オレの知ってる式神は、四天王くらいなんだけど。あとは──」

　頭の中で、消去法をしていた。思い当たるのは、ただ一人。

　まさかと思う。

「……。上かみ賀が茂もで、偶然に会った……あいつ？」

　いやしかし。それはないだろう──アレと二人きりになるコトなんて。

「今や、ギャルも主婦もキャーキャーの霧きり砂すなだぜぇ？　二人きりになろうと思ってもなれる相手じゃねーよな。第一、業界人がそこら歩いているとは思えねーし」

「歩いていますよ」

「えっ!?」

　ぎょっとして声の方を見れば、いつのまにか同じテーブルの正面に男が座っている。

「……オモテの高校帰りですか？　我わが皇おう子じ」

「きっきっきっ……霧砂……っ」

　思わず指を差して呟つぶやけば、端たん麗れいすぎる笑顔が返ってきた──ああ、その表情はオレじゃなくギャルにくれてやれ勿もつ体たいない、とつい思う。

　芸能人は、変装する時は帽ぼう子しにサングラスが必ひつ須すなのか、やはり目前の男も身につけている。

　しかし、芸能人オーラが出まくっているせいか、やたら目立っている気もするのだが。

「なっ、なんでお前がここにいるんだ？　忙しいんじゃねーの？」

　后は周囲の怪け訝げんそうな視線を気にしつつ、顔を寄せてこそこそと尋たずねる。霧砂は、サングラスのフレームを長い指で押し上げつつ、答えた。

「ええ。もうすぐ、新幹線の時間ですが──皇子が私のことを思い悩んでいらっしゃるのがわかったので。瞬間移動をしてきました」

「は？」

「──気け配はいを読んで。皇子が、私にご興味を持たれているな、と。ならばお会いになって直接お話した方がよろしいかと考えました」

「…………」

　端たん正せいな唇くちびるに弧こを描き、霧きり砂すなが告げる。后こうは驚いた。

（──晴せい明めいから、四天王に次ぐ者、と聞いていたけど……）

　離れた場所にいる后の気配を読むなんて。想像以上だ。

（つか、んじゃ霧砂よりもっと強い連中はみんなオレの気配読めるのか？　……ああ、読めるから、ピンチの時とか来てくれたんだ。そーいや初対面も遠えん隔かくでオレを探さぐってたみたいなことあっさり言っていたしなあ……）

　闇やみ世界の能力者の強さは想像以上だ。本当に、后は彼らと対等、いやもっと強くなることはできるのか──不安になる。

「──霧砂ってさ、芦あし屋や道どう満まんだってマジ？　マジだとしたら、なんで晴明の式神になったんだ？　宿命のライバルというか──かなり不仲だったんだよな？」

「そうですね、本気の殺し合いをよくしていた程度には」

　恐おそる恐おそるの質問に、霧砂はあっさり答える──笑顔つきで。

　怖こわい。

「ですが。残念ですが芦屋道満時代の私は、晴明殿に敗北をしています。その時、晴明殿の能力に私のすべての能力を奪うばわれてしまったのです」

「へえ……」

　顔は霧砂に向けたまま、相あいづちを打ちつつストローを銜くわえる。

「そうした後、晴明殿は改めて芦屋道満である私を式神として復活させたのです。もちろん、絶対服ふく従じゆうするように術をかけて──」

「術？」

「芦屋道満の心臓は、晴明殿が所持しています。逆らえばそれを溶とかすと」

「……溶かす」

　想像すると、結構グロい。一瞬にしてキャラメルラテが不ま味ずくなり、后はストローから口を離した。

「……じゃあさ、もう一つ質問、いい？　かなりどうでもいいコトなんだけど……気になっちまって」

「なんなりと。我が皇子」

　鮮あざやかな笑えみに気き後おくれしてしまうが──意を決した。

「……なんで、そんな美形なの？　芦屋道満って、ヒゲで達だる磨ま大たい師しみたいな体育会系の──オッサンだったよな？」

「いいえ？　晴せい明めい殿と同じく、外見は当時と何も変わっていませんよ？　皇子のそのイメージは、長い年月を経へて間違った方に伝えられたものではないでしょうか」

「……芦あし屋や道どう満まんは、イケメンだった……」

　新説だ。驚きだ。というか、詐さ欺ぎだ。

（い……いや、霧きり砂すなが事実を喋ってる証拠はねーし！　……つか、どうしても芦屋道満をオッサンにしたいのかオレ！）

　どんな情熱だ。

「──あと、もう一つ質問」

「どうぞ」

　コーヒーを飲む所しよ作さも決まってる。さすが芸能人だ。

「道満の頃、霧砂は最強の式神使いだったって晴明から聞いてるけど」

「恐きよう縮しゆくです」

「そんな霧砂でも、晴明の術は解とけないのか？　絶対服従するのは嫌いやとか考えね？」

「…………さあ」

　表情を眺めつつ、后こうは尋ねる。

　霧砂は、僅かに考える素そ振ぶりを見せた。さらに畳たたみかける。

「──晴明が、霧砂に用心しろ、みたいなことを言っていたんだけど」

「私はオモテの皇子に仕つかえる式神。何を用心するのか、まったく想像つきませんが」

「────」

「さて、私の方からも、実はオモテの皇子へ伝えたいことがあるのですよ」

　眼め鏡がねのフレームを指で上げつつ、霧砂が言う。后は顔ごと向いた。

　サングラスの奥の、冴さえた双そう眸ぼうが后を捕とらえる。

「このオモテで修しゆ行ぎようをされているようですが。能力が自由自在に発動できるようになるまで、闇世界に戻られるのは危険です」

「え？」

「たとえ、闇やみ皇おうのお呼び出しでも──確実に殺されましょう」

「……」

　いきなりだ。

　霧砂の意見に、絶ぜつ句くしてしまう。そんな后を凝ぎよう視ししたまま、さらに続いた。

「萌葱もえぎ殿の派は閥ばつ──牡ぼ丹たん殿の一派の動きが一いつ層そう、活発になり始めました。葵あおいの上うえの元支持者の公く家げに大量の金きん子すをばらまき、次々と取り込んでおります」

「はあ」

「さらには牡丹殿が、闇皇に就ついた暁あかつきには十二式神・天てん后こうの地位を与える、と約束をして右う大だい臣じん家け出身の皇子らとも手を組んでおりまして」

「…………何、それ」

「ですから。結論から申しますと。今、最も大きな勢力になっているのは牡ぼ丹たん殿の一派ということです」

「────」

「彼らは、オモテとのハーフである我が皇子を嫌けん悪おしております。しかも、いまだに闇皇がオモテの女性に懸け想そうし正せい妃ひにと望んでいる事実は連中を余計に煽あおることになっていまして。──こんな状況で闇世界に皇子がいらっしゃったら、問答無用で八やつ裂ざきにされるでしょう」

「ヤツ……」

「──闇世界を統一されるだけの技量を得るまでは、どうか闇世界へいらっしゃらないように」

「……そ、か……」

　悔くやしいとかは思わない──もし今、后こうが殺されたら言こといがどれだけ暴れるかわからない。それを心配している。

　晴せい明めいの一族に起きた悲劇どころではないだろう、左右の大臣家が消滅する。

（って……？　あれ？　言は？）

　ふと、気づいた。その牡丹という皇おう女じよは、言をどう思っているのか──

「なあ、言がいるだろ？　オレがいなくなっても、その時は言が闇皇に最適って普通は思うんじゃ……」

「ですから、オモテの皇子が現れるまでは、他の皇子や皇女も諦あきらめていたんです。なので、大人しかった」

「あー……。一番あり得ない立場のオレが、闇皇に抜ばつ擢てきされたからか……活動的になったのは」

　納なつ得とくしてしまいそうになる──一体、どれだけ命を狙ねらわれているのか考えると切なくなるが。

「──それとも、オモテの皇子……」

　霧きり砂すなが、静かに問いかけてきた。

「これ以上の危険が降りかかる前に、あきらめますか？」

「え？　何を……」

「闇皇後こう継けい。断ることが、最善かと……」

「────」

　霧砂の言葉は、携けい帯たいの着信メロディによって消されてしまう。

　言からのメールだ。読もうとした時、目前に人が立ったのに気づいた。

「……つまり、兄さんは闇皇の器うつわではない、だからさっさと牡丹へその地位を譲ゆずれ、と？」

「言？」

　顔を上げれば、目前にはメールの送信者が立っていた。

『ごめん[image: ]女子に呼び出されていて。今からすぐ行くね[image: ]』

　という可か愛わいいメールにそぐわない、殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きだ。思わず、后は息を吞のんでしまう。

「メールを送った途と端たん、兄さんに卑いやしい式神が寄ったのを察さつ知ちしたんだ──昨日、渡したネックレスのおかげで、より鮮明に兄さんの状況はわかるからね。だから瞬間移動してきた」

「……ああ、なるほど……」

　納得はしたが、言こといなら間違いなく、ネックレスがなくとも后こうの危機はわかるだろう。

「……にしても、言。あんまり、周囲に聞こえていい会話じゃねーよこれ。怪あやしい新しん興こう宗教系か痛い人だと思われちまう……」

　視線を気にしつつ告げるが、しかし言はあっさりしている。

「大丈夫、とっくに結界張ってあったよ。兄さんとこの式神の周囲に」

「え？」

「──申し訳ありません。そこの女子高生が私に気づいたので。ゆっくり会話するためです」

　言に同意をする霧きり砂すなの、綺き麗れいな笑みは相あい変かわらず何を考えているのかわからない。

　確かに、周囲は霧砂の存在に気づいていない様子だ。

　明らかに不愉快そうに、言は表情を曇くもらせた。

「……たかが式神の分ぶん際ざいで、分ぶん不相応にもほどがある。次期闇皇たる皇子──兄さんと二人きりになるとは。しかも、見下げた発言、許せないな」

「こ、言？」

「その命で詫わびろ──たかが、晴せい明めいの紙人形が」

「いっ、いいから言！　帰ろう！　な!?」

　言が掌てのひらにポウ、と光る何かを出した時、慌てて止める。でなければ、間違いなく次の瞬間に霧砂を殺していただろう。

「だって、兄さん……っ」

　霧砂を睨にらみつつ文句を言いたそうな弟の腕を摑つかみ、后は椅い子すから立ち上がる。

　そして、まるで周囲に見つかっていない状況の中、出口へずんずんと向かった。もちろん、霧砂のコトは捨て置きだ。無視だ。

「瑞みず宮みやにバレたらぶっ殺されるけど、テイクアウトで『王将軍』の餃子買って帰ろうぜ！　奢おごるから！　な!?　──って、わ……！」

「────」

　店を出た途端、言が后の背中を抱き留める。

　前から飛んできた黒い炎ほのおは后の目前にのばした言の手に捕らえられ、手中でジュ、と消えた。

「な、なんだこれ……」

「闇世界からの刺し客かくだ。兄さん、僕の側に……」

「言！」

　言が后の周囲に意識を向けている最中、背後からいくつもの黒い人ひと形がたが飛んでくる。

　后ではなく、言を狙っている──わかった途端、后は言を庇かばおうと身を挺ていした。

「兄さん！　バカ……！」

「──っ」

　后こうの行動に焦あせった言こといが、さらに庇おうとする──后はそんな言を遮さえぎって咄とつ嗟さに前に出た。

　瞬間湯ゆ沸わかし器のように、体が熱くなる──

　ザス、という鈍どん器きが何かを斬きったような音がしたのは、その次の瞬間だった。

「……え？」

　思わず前方を見れば、黒い人ひと形がたがすべて斬ざん殺さつされている。

「……これ……」

　后が自分でやったのだと、直感的にわかった。

　無意識に能力が発動したのだ──だがそんなことより、言の安あん否ぴを確認する。

「言、平気か？」

「……うん。兄さん……能力……」

「それより、お前の安全確認」

　言に危険が及ぶほど手て強ごわいのは、せいぜい晴せい明めいくらいだ（その晴明も、もう戦意を失っている）。

　わかっていても、言に僅かでも危険が及んだら──そう、このレベルの攻撃は言にとって〝微び々びたるもの〟とわかっていても──フラッシュバックする、あの時の言。

　重体の言を胸に抱くなんてもう、まっぴらだった。

　そんな后の気持ちがわかったのか、言が苦笑を漏もらす。

「僕は平気だよ。僕を傷つけられる能力を持つのは、父上と兄さん。それと──奸かん智ちという意味で役小角えんのおづぬと晴明くらいか」

「……オレが言を傷つけるハズねーだろ」

「わかってる。力量の話をしただけ」

　にっこり笑い、言はなんでもないように、す、と手を伸ばした。途端、手の中で何か発光体が破は裂れつする。

「──え？」

「うん、僕がここにいる以上、何をしても絶対に兄さんへ傷一つつけられないのにね。ホント、司し令れい塔とうがヒステリックな女だとしつこいったらありゃしない──〝爆ばく滅めつ〟」

　言が額ひたいの前で片手による印を施ほどこす。すると、いつのまにか周囲で大量にざわめいていた有う象ぞう無む象ぞうの闇あん鬼きが、悲ひ鳴めいにならない雄お叫たけびを上げて、ジュ、と消えた。

「ヒステリック……あ」

　牡ぼ丹たんのことか、と思い当たる。

（つまり──牡丹が仕向けた闇鬼たちってことかぁ）

　周囲を見れば、いつのまにか元の世界に戻っている。

　ちなみに、闇鬼が出ていたり闇世界の者が能力を使う時、オモテにそれは〝存在しないもの〟とするらしい。そのからくりはよくわからないが、実際に今みたいな派は手でな爆発やアクションがあっても周囲の人たちがまったく気にしていないのは事実だ。

　ちなみに、霧きり砂すなが先ほど店内でしたような〝周囲に存在を見えなくする〟という状況にもなっている。

「さすがです。お強い」

　ゆっくりと後からやってきた霧砂が、感心したように拍はく手しゆをする。

「そして、ご自身の危機では発動できなくとも、言ことい殿のためなら瞬間的に発動できるのですね。データにある通りです」

（データ？）

　変な言い方をする。后こうは霧砂へ怪け訝げんな表情を向けた。

「うるせーな。はっきり、不安定って言えよ。自覚してるし」

「だけど兄さん、ホントに大したものだよ。この連中は、僕が前に放はなっていたレベルの闇鬼たちとは桁けた違ちがいの強さだ。刺客としてターゲットを殺すことを訓練されてる、いわば精せい鋭えい部隊」

「せいえい……」

「それを束たばにして、一瞬にしてまとめて斬殺できるのだから」

「……。昨日、岩一つどうにもできなかったのになあ……」

　思わず后までしみじみしてしまう。言が笑った。

「自分の危機に発動したこともあるんだし、大丈夫。僕が兄さんを護まもるから、焦らずじっくりと能力を開発させよう？」

　柔やわらかな笑みを浮かべつつ言はそう言うと、今度は霧砂へ視線を向けた──ああ、天と地ほどに表情が違う。

　冷たく──そして、感情がまるでなくなるのだ。

「そういうことだ。今後は一切、勝手に兄──次期闇皇へ近寄らぬように。これは、すべての式神の頂点でもある、十二式神が天后を継つぐ者としての命令でもある」

「承知しました。では皇子──失礼します」

　丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして、霧砂は后たちへ背を向ける──瞬間、シャボン玉のようなものが三人の周囲で弾はじけた気がした。

「あ……っ、もしかして、あれ……っ!?　霧砂!?」

「えーっ、うっそ！　写メ！　写メ！」

　途端に、周囲の女子が気づく。ここは有名な神社が近くにある通り沿いでもあり、観光客で始終賑にぎわっているところだ。

　人がわっと寄ってきた時、少しだけ振り返って霧砂は后へ告げた。

「貴方あなたのお命は、貴方お一人のものではありません。確かに危機には能力が覚醒されるようですが、あまりにも不安定すぎます。ご自覚されているでしょうが、我が皇子に万一があれば言殿がどうなるか……最悪の場合、闇世界の破は滅めつもあり得る」

「──霧きり砂すな……？」

「言ことい殿の能力は、それほどまでに強い。──確かに、我が皇子の能力も言殿と同じかそれ以上ではありますが。完全なる覚醒をしていない今この状況で、周囲に勧すすめられるまま将来をお決めになるのは、少々性急かと」

「…………」

「それだけ、命を狙われる頻ひん度どが高くなるのですから」

「黙だまれ、霧砂」

　言が、細い銀の短剣を霧砂の首に当てる。

　不思議な状況だ、女子はまるで三人のやりとりを気にせずキャアキャア騒いでいるなんて。

「──惑まどわすな。去れ。式神ふぜいが」

「失礼しました、言殿」

「ふん……」

　短剣が、ピアスのアクセサリーに変化する。これは武器だったのか、と后こうはどうでもよいことをぼんやり思った。

　それと同時に、再びシャボン玉みたいなものが割れた感覚がある。

　もう、霧砂は后の方を向いていない。

　周囲の女子に圧倒された形で、后は言を連れて人の群れから離れた。

「やっぱすげーな、人気芸能人は……」

「そうだね。ま、僕ら一般人には理解できないよ」

「ははははははははは」

　あはは、と無む邪じや気きに笑う弟へ、后は引きつった笑みで返す──それは、数ヶ月前まで后が本気で使えていた懐なつかしい言葉でもある。

　昔ならではの老舗しにせや最近できた店が混在する通りを歩きつつ、しみじみ思った。

「あれだけ女にモテる気持ちって、どんなんだろーなー」

「兄さん、モテたいの？　なんで？」

「…………」

　思し春しゆん期きの男が、同世代の男に〝異性にもてたい理由〟を問われるとは思っていなかった──いや、相手は言だ、ならば予想していなかった后のミスか。

「そ……そーいう言は？　そろそろ学校にも慣れたんだろ？　……あ！　今日、遅れた理由は女子の呼び出しって言ってたよな!?　告白でもされたか？」

「いつものことだから、いつもの通りに断ったけどね」

　しれっと告げる言に絶句してしまう。

〝いつものこと〟という言葉が頭ず上じようにのしかかりつつ鴨かも川がわ大おお橋はしを渡ろうとすれば、言こといにくいくい、と裾すそを引っ張られた。

「なんだ？」

「飲み物とか買って、河か川せん敷じきに座って話そう。兄さん」

「…………」

　指差された場所は──全国に名を轟とどろかせるデートスポット・四し条じよう河原がわらの河川敷。

「──言、あそこは、オレたちのような男子学生が二人並んで座っちゃいけないトコロなんだ」

「え？　なんで？」

「写メの嵐あらしになってしまう」

「好きな人と一緒に座る場所って聞いたんだけど……学校で」

「まあ、間違ってないけど……」

　誤ご解かいをしている。后こうはうーん、と悩んだ。

「……言さ、マジに気になる女子とかいねーの？　学校に。好きとかじゃなくても、こう視線で追っかける、とか、何か意識しちまう、とか……。ってぇ！　マジに河川敷は駄だ目め！　あそこは恋人同士じゃないと座ってはいけないって四条河原の条例があるんだよ！」

　そんなものはない。あるはずがないが、断言する。

　すると言は名な残ごり惜おしそうに河原を眺めつつ、下りるのを止めた。

「……好き同士が座るって学校で聞いたから。兄さんと行ってみたかったのに」

「はははははーあ」

　瑞みず宮みやがきっとどこかで監かん視ししている──そして、絶対に后への殺意を新たにしている。

「それに、気になる女子ってどういう意味？　闇世界から来た刺客の気け配はいがあるかどうかってこと？　それとも、僕の正しよう体たいがバレないかって心配？　大丈夫、僕は相手のどんな気配もわかるし、僕自身の気配は消せるし……」

「いい。オレが悪かった」

　言のブラコンが卒業できる日は、まだ遠い。

「……霧きり砂すなの意味深な言葉って、どこまで信じればいいんだろ」

　はあー、と溜ため息いきをつきつつ后は言と一緒に川沿いの道を歩く。

　晴せい明めいに言われて、后は毎日違うルートで家に歩いて帰っていた──市内のメイン通りをくまなく歩くことで気配を土地に〝教える〟ことができるという。その言葉の意味はよくわからないが。

「気にしなくていいよ。惑わしているだけだ」

　言も付き合ってくれる。そこの自販機で買ったスポーツドリンクを后へ渡しつつ、眉み間けんを寄せた。

「惑わす？　……ああ、そう言えば晴明も何かそんなこと言っていたような……」

「晴せい明めいに聞く必要はない。兄さんには僕がついているんだから」

「あー、サンキュ」

　不ふ機き嫌げんにそう言われても、晴明は（后こうの命に関わる事項以外はすべて信用できない男だが）父から遣つかわされた后の側そつ近きんであり、一番のボディガードだ。

　しかも、（鬼）教師でもある。

　闇世界の知識について、晴明から教わることが不必要なわけがなかった。

「兄さん、前も言ったけど」

「ん？」

　広い歩道には、人通りも少ない。観光客が少ないからだろう。なので、並んで歩く。

「焦らなくて平気だから──能力の覚醒。役小角えんのおづぬも僕も、敵かなわないほどに強いものを持っているんだし」

「言ことい……」

「護られるのが嫌みたいだけど、僕だって同じだよ。精神的な部分は兄さんに護られっぱなしだから、せめて肉体的には兄さんを護りたい」

　呟くように告げると、言は顔ごと視線を向けて笑った。

「兄きよう弟だいなんだし──将来、支え合って闇世界を統一する関係なんだし。二人が助け合えばいいんじゃないかな」








　　　　怒







「私の申しつけたことを守らないとは、どーゆー了りよう見けんですかぁ？」

「だっ、だから……！　気づいたらいたんだよ！　目前にっ！」

　腕うで立たて伏ふせをしつつの返答だ。

　──帰宅後。

　昨日きのうと同じく家の前に止まっていたファントムをやり過ごし、家に入れば両親は出かけるところだった。

「比ひ紗さのために、料亭を借り切った」

　そういう父へ、冷さめた表情の母──権力と金に興味がない、というかぶっちゃけ嫌い、ということに果たしていつ気づくのか。息むす子ことして伝えるべきか悩んでいる。

「──では、行ってらっしゃいませ。闇やみ皇おう陛へい下か、そして比紗様」

「えっ!?　晴せい明めい!?」

　車を送れば、いつのまにか背後で手を振っていた晴明がいた。

「──さ、后こう様。夕食の前の軽いトレーニングをしましょう。……いろいろ、聞きたいこともありますし」

　──目がまったく笑っていない晴明に、后は捕まったのである。

　本日は、下しも鴨がも神社だ。もちろん言こといもついてきている。

「──で。どう思いましたか？」

「どうって？」

「霧きり砂すなですよ。どんな印象を持ちました？」

　言と離れた場所に座り、晴明はポケットから甘あま酒ざけ缶かんを取り出す。

　──不思議だ、湯ゆ気げが立っている。今買ったわけでもないのに。やはりあのポケットは異次元に繫つながっているに違いない。

「……んー……疑問は抱いだいた……けど」

　腕立て伏せをしつつ、答える。

「──牡ぼ丹たんって皇おう女じよの一派について、やたら詳くわしすぎるなって思った。どこまで本当かはわかんねーけどさ。──まあ、噓うそにしても本当にしても」

　ほっほ、と最後三百回目を終えて、后は上体をあげた。

「……オレを、闇皇にしたくなさそーなのはマジだろーな」

「ふむ……」

　晴明が考える素そ振ぶりを見せる。

「何より。丁てい寧ねいな言葉使いだったけど、ぜってーオレを見下していたって、あいつ。」

　晴せい明めいと同じく、とは心の中で付け加えた。

「自分が超美形だと自覚してる感じもムカツクし、努力しねーで女どもにきゃーきゃー言われているのも腹立つ」

「それは、ただの后こう様の妬ねたみでしょう。──いいじゃないですか。貴方あなただって、学校行事で毎回、女の子によく囲まれてるんだから。余よ興きようで女装させられたりして」

「…………」

　どっから仕入れたんだろうか──甘かん雨うからなら、今度遠えん慮りよなくぶん殴なぐろうと后は心に誓ちかう。

「え？　兄さん、その写真見たい」

「だー！」

　すかさず歓かん喜きの声をかけてきた言こといには吠ほえて返し、后は立ち上がった。

「ジョギングしてくる。五十周だったよな」

「ああ、いえいえ。今日は違うスタイルで腕わん力りよくと足腰を鍛きたえましょう」

「え？」

　いざ走ろうとした時に呼び止められ、后は晴明を振り返る。荘そう厳ごんな朱しゆ色いろの門をバックに立つ晴明は、妙みような迫はく力りよくがあった。

　そんな門を指差し、笑顔で告げる。

「まずは、下鴨のこの堅けん強きようでいてぴっちり閉まっている門をよじ登りましょう。そして中に入る──を、三十回ほど。ライトアップもされているし、手元足元も安全です」

「捕まるわ！」

　后は前ぜん科か者ものになりたくない。当然の主張をしたが、それに対する晴明は（当然のごとく）怯ひるんでおらず笑顔も変わらない。

「ええ。ですので見つかったら全力ダッシュで逃げる──素晴らしいでしょう？　文化遺産相手に、斬ざん新しんな修しゆ行ぎようです」

「…………お前、ほんっとにオレのこと嫌いだろ」

「大丈夫、憎にくんではいませんから」

　確定だ。絶対に、晴明の助言を聞かずに霧砂と二人きりになったことを怒っている。

　──なりたくてなったのではないのに。理り不ふ尽じんだ。

　これ以上ここにいるとどんなイジメにあうかわからないので、后はすぐに糺ただすの森もりへ向かおうとした。

「普通に、ジョギングしてくる」

「ああ、もしくは着ぐるみ着てダッシュ三十回でもいいですよ」

　はい、と手渡されたのは、くたびれ果ててピンクのボロ絨じゆう毯たんに汚れた顔がついている物体だ。その顔に門のライトが当たって──ホラーになっている。

「……これは？」

「二十五年にもわたってバイト野郎の汗と体たい臭しゆうを一身に吸い込んだ、歴史ある可か愛わいいウサピョンです。一説だと、この着ぐるみの内部空気の濃のう厚こうさは殺人兵器の域いきに達しているとか。修行に持ってこいだと思いません？」

「…………」

　思わない、と答えても、絶対に晴せい明めいは聞かないだろう。

「──兄さん、もうすぐご飯の時間だ。お祖ば母あちゃんが心配するから帰ろう」

　そんなタイミングで、言こといが声をかけてくる。晴明が眉まゆを顰ひそめて動きを止めたので、助かった、と后こうは言の元へ駆かけた。

「お疲れ様。タオルだよ、兄さん」

「サンキュ」

　にっこり笑ってタオルとスポーツドリンクを差し出してくれる。しかも背中の拭ふきにくい場所の汗あせを丁寧に拭ぬぐってくれた──あり得ないほど気の利きく弟だ。

「一人じゃ寂さびしいもんね、お祖母ちゃん」

「……言」

　感動だ。他人を心配できるようになっている──后の教育は、間違っていない。

「我わが皇おう子じ、そのようなことは下げ賤せんの者が行うこと──闇世界随ずい一いちの高貴なる身分の貴方がされることではありません」

「げ」

「役小角えんのおづぬ？」

　兄きよう弟だいの行く末に明るさを見み出いだしていた后だが、いきなり背後から声をかけられて我に返る。

　まさか、と思って振り返り──思わず腰が引けた。

　ドンぴしゃだ。

（相あい変かわらず、男前すぎるこいつ！　つか夜見るとやっぱ東京六本木辺あたりの一流ホスト店のオーナーにしか見えねー！）

　──なぜか、后はこの役小角が苦手であった。

（だああああ！　しかも瑞みず宮みやと楔くさび連れてるし！）

　楔はいい。このアイスドールはフランス人形のように綺き麗れいで無表情なままだ。しかし、瑞宮はきっと一般人でもわかるほどの不ふ穏おんな空気を背負っている。

（わ、わら人形打つ神社は……貴き船ふね神社だけど……っ）

　ここ下鴨でもできるのではないか、と誤解してしまう迫力だ。

　むちゃくちゃ怖い。

「……へぇ。いい身分だよね、后。言様のお世話を受けるなんて。……自慢？」

「めっ、滅めつ相そうもございません……！」

　つい敬語になってしまう。

「兄さん、何を萎い縮しゆくしてるの？　僕ら兄弟の普段の姿じゃ……」

「わー！　それ以上ナシナシナシ！」

　思わず慌あわてて言こといの口を手で塞ふさいでしまう──瑞みず宮みやの周囲が、余計に凍こおった。

「へぇ……、后って、本当に僕の怒いかりを煽あおるのがうまいよね……」

「い、いやそーゆー……！　ただの兄弟だし！」

「そう、仲良しの兄弟なだけなのに。貴方の言様への執しゆう心しんはもはや病的だわ、醜みにくい」

　溜ため息いき交まじりに楔くさびが呟つぶやく。しかし、瑞宮はまるで気にしていなかった。

「褒ほめ言葉だね、自覚してるよ。そんなのとうに」

（してるんですか!?）

「──瑞宮。雑念が多い。お前は闇やみ世界最強である、私の僕しもべだ。我が皇子に傾けい倒とうするのはいいが、限度を知れ。いつでも能力を極限まで出せるように」

「わかりました、申し訳ありません」

　役小角えんのおづぬの忠告で、瑞宮はすぐ引いてしまう。それを確認して役小角は一歩、前へ出た。

「我が皇子に連絡したいことが」

「なんだ？」

　言は、やはり口く調ちようも雰ふん囲い気きもがらり、と変わっている。役小角は、后こうに接する時の言とそれ以外の言の差を気にしたふうもなく、口を開いた。














「先ほど、葵あおいの上うえが正式に正せい妃ひの地位を降りられました」

「母上が」

「え？」

　驚いたのは后こうだ。言こといは、なるほど、と小さく呟いて少しだけ考え込む。

「……離り縁えんもしたのか？」

「手続きの都つ合ごうで少々時間がかかりますが」

　否定はしない。つまり、肯こう定ていだ。

　黙だまっている言へ、役小角えんのおづぬがなおも告げた。

「このことで、葵の上を支持していた一派が本格的に萌葱もえぎ殿の配下になりました。結果、牡ぼ丹たん皇女一派の数が現在、我が君やオモテの皇子に次ついだ勢力を……」

「え？　オレの支持者っているの？」

　思わずの疑問には、離れたところで傍ぼう観かんしていた（本当に側そつ近きんか）晴せい明めいが答える。

「そりゃ当然でしょう。后様は一応仮にも本当に闇皇様から直じき々じきに後こう継けい者しやと名指しされているんですから。しかも、そこの主しゆ神しん言が自ら後継者候補を辞退したし」

「……一応仮にも本当にって、どんな言い方だ……」

　晴明は、甘酒を飲みつつ答える──どんな態度だ、とも思う。言の世話係である役小角はこんなにきちっとしているのに（夜のお水めいているが）。

　その、お水風……ではなく、言の優秀な世話係が肯定をした。

「──そう。さらには我が君が、オモテの皇子が闇皇になるならという条件つきで十二式神・天てん后こうの地位を受じゆ諾だくされたのも大きい」

「やっぱ、言が関連してるよなあ……」

「当然でしょ。后様と主しゆ神しん言は、闇世界での立ち位置が違います。不ふ本ほん意いながら」

「不本意と言うな、晴明。我が皇子が闇世界で最高位であることは当然であり必然だったのだから」

「今は兄さんがトップだ」

　言の断言に、役小角が黙る。晴明も言を見て──すっと視線を逸そらした。

「──ともかく。葵の上は、今後もご実家で養よう生じようされるとのことです。皇こう宮きゆうでの勢力図にはもう、関わらない意向を示しています」

「僕が闇皇になることを拒きよ絶ぜつしたからね」

　言は后の手からスポーツドリンクを受け取りキャップを閉める。かいがいしい世話に、瑞みず宮みやの表情はより悪くなっていく──后は必死に気づかないフリをしているが。

「しかも、万一僕が闇皇になったとしても母上の悲願だった十二式神・天后の地位は渡さない、とはっきり告げたからね。がっくりきたんじゃないかな」

「断っただけでなく、言ことい様ご自身がオモテの皇子のために天后の地位に就つく、と決心されたのも大きな要因だと思いますわ……」

　楔くさびの意見に、瑞みず宮みやが同意した。

「しかも、汚けがらわしくも憎いオモテの女の子供が闇皇。気き位ぐらいの高い葵あおいの上うえ様が、耐えられるわけがありません」

「母上のことなぞ、どうでもいい」

　言は本当に興味がないのだろう、后こうのために用意したタオルなどを片付け始めている。

　そんな様子を眺ながめつつ、后は確認のために訊きいた。

「……言、母親の最近の動向って聞いてたのか？」

「うん。知ってたよ。当然じゃないか。役小角えんのおづぬが教えてくれるし」

「────」

「ほら、昨夜も部屋に瑞宮と楔が来たでしょ？　あれも役小角の命令だから」

「…………母親からの、直接の連絡は？」

　しかしそれには、あっさりと否定が戻った。

「ないよ。別に話したいとも思わないからいいけど」

「────」

　わかっていても、どうしても眉み間けんに皺しわが寄ってしまう──言の親子関係。

　考える后に気づかないのか、言は溜息をつきつつ呟つぶやいた。

「でも、今後は本当に面倒だね。父上の妻がみんな正妃の地位を狙ねらってデッドヒートだ。兄さんを危険にさらす愚おろか者ものが出てくる可能性も高い」

「は？」

「ええ。ですので萌葱もえぎ殿が頭一つ抜けているのは、ある意味では都合がよいかもしれません。当面は他の派閥を抑えに行かずにすみますから」

　役小角が頷うなずいた。二人の会話に聞き入ってしまう──すると、背後の晴せい明めいも后と同じく黙って二人を見つめているのに気づいた。

「タイミングを計はかって、萌葱殿と牡ぼ丹たんの暴走を止めればいいことだからね──まあ、簡単にいく相手でもないけれど。牡丹は苦手だし、僕」

「言でも苦手なもの、あるんだ？」

　しかしつい、声を上げてしまう──言は当然、といわんばかりに告げてきた。

「うるさい連中はみんな嫌いだよ。あと、兄さんを僕から奪うばおうとする連中も」

「…………」

　──ああ、瑞宮の方から呪のろいの歌が聞こえる──きっと幻げん聴ちようじゃない。

「──でも、異母姉あねなんだろ？」

「顔も性格も似てないし。他人みたいなものだよ」

「そ、か……」

　でも興味はある──闇あん鬼きの刺し客かくをあんなに大量に、遠慮なく仕向けてくる様子からして、かなり過か激げきでヤバイ性格だろうから、会いたいとは思わないけれども。

（俺より一つ年上って言ってたな……あれ？　オレ、オヤジの第一子って晴せい明めいに言われてなかったっけ？）

　ふと気づく。

　あれは晴明のミスか？　わからない。疑問を訊こうと言こといを見れば、言の方も后こうへ視線を向けていた。

「兄さん、そろそろ本当に帰ろう」

「え？　役小角えんのおづぬサンたちの話は……？」

「終わった」

　背を向けて歩きだす。本当にいいのか？　と思って役小角らを見るが、別に気にしている様子もなかった──いつも、言はこうなのだろう。

　──后が晴明にこんな態度を取ったら、翌日のトレーニングは九割増しのきつさになるのは確実だ。

「──では、我が皇子。また闇世界へ戻ります」

「役小角、何かあればまた連絡を」

「わかりました」

　役小角はきっと一回り以上も年下であろう言へ、慇いん懃ぎんに頭を下げた。

「──では、后様。仕方ないから家に戻っていいですよ。もちろん、全力ダッシュで帰るように。私は市営バスで戻ります。甘酒をひっかけつつ」

　くいっとお猪ちよ口こで飲む仕し草ぐさはまるで飲み屋へ行こうとするオッサンそのものだが、飲むのはＲ15指定にもならない代物だ。しかも、その前の言葉はキチク以外の何ものでもなかった。晴明ならではのバランスである。

　反論するのは無む駄だなのをわかっているので（それにもう、このくらいなら平気だ。慣なれて喜ぶべきなのか）、ダッシュの準備で足首を軽く回しつつ訊いた。

「……やっぱ、今日もうちに泊まるのか？」

「当然でしょう。私は護ご衛えいですし。あ、夕食は私のリクエストで主食はおはぎ、汁しる椀わんはぜんざい、惣そう菜ざいは芋いもの甘あま辛から煮に、メインディッシュは鯉こいの甘かん露ろ煮にです」

「糖とう尿によう病びようで殺す気か!?」

　想像していた返答よりひどかったので、つい叫さけんでしまう。しかし、晴明はバカにしたように后を見ると、溜息をついた。

「何を言ってるのか、さっぱりわかりません」

「はぁっ!?」

「ちなみに、食事の後も能力覚かく醒せいの特訓ですから。逃げたら明日三倍の練習量にします。いいですね？」

「…………」

　背中合わせで言こといが役小角えんのおづぬへ命じているのを聞き、なんで自分とこんなに違うのだろう、と切なく思う。

　兄弟で、こんなにも側近との力関係に差があるのか……と、虚むなしくなる后こうだった。
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「后こう、あんた言こといちゃんとお風ふ呂ろ一緒に入るの断ったんやって？　なんで？　時間も電気水道代も省エネになったのに、何贅ぜい沢たくしてんねや」

「ゆっくり一人でお湯に浸つかりたかったんだよ」

　体をガシガシ洗っていれば、母が脱衣所に現れて洗せん濯たく物ものをかき集めている様子が曇くもりガラスの向こうにぼんやり見えた。

「生なま意い気き言うて……。ったく。言ちゃんをさっさと出してしまうなんて。あんたお兄ちゃんとしての自覚ないん違うの？　言ちゃんが風か邪ぜひいたらどうするの。──あ、晴せい明めいはん、ビール飲みはります？」

「ありがとうございます」

（なぜ、オレより先に側そつ近きんがくつろいでいるんだ……）

　そしてついでに突っ込めば、言は、何をどうやっても風邪をひくタマではない。

　──まさか、母親がすでに帰っていたとは。

　全力疾しつ走そうで（言とともに）家へ戻れば、白いファントムが停車していた。

「ええ!?　オヤジとオフクロ、もう夕食終わったのかよ!?」

「違うと思うよ兄さん。だって、いつも、出かけたらどんなに早くても夜十時前はなかったじゃないか」

　二人して怪け訝げんに思いつつ、玄関をくぐれば──

「お帰り后こう。今日、私はこれから皇こう宮きゆうへ行くが、また明日、帰ってくる」

（おいおいおい、皇宮が〝行く〟場所で、うちが〝帰る〟場所になってるぞ……）

　言こといと顔を見合わせていれば、母は冷静だった。

「アホらし。そもそも、話すことなんかない。こっち来こんといて皇宮で、仕事せなあかんちゃうの？」

「后。弟と妹、どっちが欲しい？」

「──は？」

　大マジで父に問われた時は、さすがに言葉を失ったが。

「僕は、兄さんに似るなら女の子がいいかも……」

「こっ、言まで!?」

　あくまで后に向かって呟つぶやく言に、何か危機感を感じた。

「言……。一つ聞くが。闇やみ世界は、異い母ぼ兄きよう弟だいなら結婚できる、なんて大昔の風習が残ってる、とか言わないよな……？　可能って聞いた気がするのはオレの気のせいで……」

「え？　もちろんありだよ。皇族は特に純血種でいるために異母兄弟、姉し妹まいでの結婚はよくしてる」

　あっさりとした言の返答に、后はくるり、と背を向け母へ必死の形ぎよう相そうを向けた。

「──オフクロ。間違っても、妹をつくってくれるな」

「あほ、当たり前やろ。御み門かどの冗じよう談だんを本気にしたらあかん」

「いや、私は本気……」

「さっさと闇世界へ戻る！」

（すげー、有う無む言わせねー）

　無理やり車に乗せてしまう──本当に、この母は強い。

　仕方なさそうに車を発進させる（運転手がいるが）闇皇が完全に消えてから、言は惜おしそうに呟つぶやいた。

「……僕は、賛さん成せいなんだけどなあ……」

「言、あのな、子供できたら世話すんのオレたちだぞ？　大変だぞ？」

「楽しそうだと思うよ。何か二人の子供みたい」

「……………………」

　本気で喜びながら笑う言に──后はもちろん、ブラコン警けい戒かい警報マックスだ。

（つか、それよりも──）

　后こうには、気になったことがある。

（オヤジも言こといも、まったくお互いを見ることがなかった）

　父は、后に〝妹と弟どちらが欲しいか〟と訊きいたが、言には一切尋たずねなかった。

　──視線も、合わせなかったのだ。

（なんでだろ……。マジにわかんね。オヤジ、オレにはかなり親バカなのに）

　母親への愛情に比例するのだろうか、などとくだらないことを考えてしまう。

（マジに今度、聞こう。言の対応も問題ありすぎるから）

　まるで気にしていないのだ。というより、言の方から避さけている。

　かなり苦手なのだろう、思し春しゆん期きの反抗にもみえないし。

（というか、オレも反抗期の年齢だよな？　ただ、オフクロとオヤジがオレより遙はるかに強いから──オヤジの場合は命に関わるし。反抗できないだけで）

　ああ、普通の家庭に生まれたかった。

　──などと、数時間前のやりとりを考えつつ、ざぱっと湯をかぶり、体についた石けんを落とした。

「なあ、オフクロ。なんで今日、メシ食ってこなかったんだ？」

　立ち上がり、湯船に入りつつ尋ねる。

　母は、まるでなんでもないような口く調ちようで言った。

「あんたの気け配はいが、ちいと悪くなったからや──ただですら最近、この街の空気がおかしいし」

「……え？」

「それと、瑞みず宮みやくんの殺さつ気きがな、安全値超えたのがわかったから。御み門かども当然、気づいてたし。それですぐに家へ引き返したんや。后と言ちゃんが戻ってくる頃合いを計はかって」

「──どうして？　だ、だって……オヤジが助けに来るのはわかるけど、オフクロが来たところでどうしようも……っ、オモテだし……」

　驚いてしまう。なんで、見ていたようにわかっているのかが疑問だ──母の潜せん在ざい能力は闇世界の能力者に引けを取らない、と晴せい明めいから説明を受けてはいるが。

　それでも納得できないでいれば、母はあっさり断言した。

「関係あらへん。いざとなったら、身を挺ていして助けるのが母やろ」

「────」

「言ちゃんの気配もわかるで。──本当に態度が豹ひよう変へんすんやね。心を鋼こう鉄てつでカバーしているようで、えらい痛いわ」

「……言にとっての〝母親〟はオフクロらしいから。これからもヨロシク」

「ヨロシクされなくても、ヨロシクするわ。気持ち的には私の子や」

　笑いながら后の方を向いて、母がびしっと決める。

「言くんの未来も后の生死も、すべて自分次第なんやから。しゃきっと命かけて覚かく醒せいしいよ。闇皇になる、と決めたんやから」

「…………はあ」

　思わず漏もれた溜ため息いきにも似た返事は無視された。母は脱衣所を出ようとしているようだ。

「あ、オフクロ」

「何？」

　振り返る。后こうは、率そつ直ちよくに尋ねた。

「なんで、オヤジと結婚しないの？　嫌いじゃないんだろ？　ほとんど毎日会ってるんだし」

「そりゃ、嫌いなはずはあらへん」

　即答だ。そしていきなり、浴室のドアが開いた。予想外でびっくりだ。

　そんな后を気にせず、母は腕を組んで当然のように断言する。

「私まで闇世界に行ったら、あんたの故郷がなくなるやろ。お祖ば母あちゃんが生きているうちはえーけど、その後を考えや」

「……え？　故郷？」

「男が一度決めたことだから、死ぬ覚かく悟ごで闇皇にならんとあかん。でも、それと故郷があるないは別問題や」

　わかった？　と言って、再び扉とびらを閉めた。

「そうや后──言こといちゃんやけど」

「え？　言が何？」

「あんたの貧ひん相そうな体より、よほどしっかりしてるわ。将来有望やで」

「────」

　言い捨て、今度こそ母は脱衣所を出て行った。

　──思わず家庭内でゴジラになりたくなっても、仕方ないと思う后だ。

　──面食いの母は、きっと直行で、晴せい明めいのビールを用意してるのだろう。

　あの、バラエティ番組のネタのような魔のメニューを難なくクリアした晴明は、今は残ったおはぎとぜんざいをさかなに酒を飲んでいるようだ──最悪な側近だ、本当に。

「ちくしょー、面おも白しろくねー」

　ぱしゃん、とお湯を叩たたく。

「なんで、オモテの母親にまで心配されてるんだよ、オレ……！　マジ、情なさけねーじゃん…っ」

　確かに、最近は少しは能力がコントロールできるようにはなっているが。しかし、手をかざしてポン、と炎ほのおが出るくらいだったり、飛んできた砂じや利りを気で撥はねて避よけるとか。

　ちなみに、あくまでも砂利や小石で岩は不可だ。以前、晴明に百キロ以上の岩を投げられて殺されそうになった。言が助けてくれなければ本当に死んでいただろう──キチク全開の側近である。

「オレの能力なんて、安い手品以下だ。文化祭でも使えないレベルだよなー」

　ぼやけばぼやくほど、凹へこみそうだ。

「──言こといにピンチが迫せまらなくても、安定して能力を使える方法ってねーかな……」

　言を助けようとした時、覚醒した能力は言の力を凌しのいでいた──それは確かだ。感覚だけははっきり残っている。

「いっそオレ自身をピンチに追い込んで発動？　──いや駄だ目めだ。言が血相変えて飛んできて、オレのためになんでもしてしまうから言に迷めい惑わくかかる。オレは、言の弱点なんだから……って、弱点って、つまり弱い……ああ」

　自分が呟いた言葉にノックアウトされた。お湯に顔半分が沈んでしまう。

「もう少し、違う修しゆ行ぎようをしてみたらどうでしょうか？」

「へ？」

　不意に頭ず上じようから声がかかる。

　びっくりして見上げれば、外に続く窓から霧きり砂すなが覗のぞき込んでいた。

「はあっ!?」

「こんばんわ、我わが皇おう子じ。お迎むかえにあがりました」

「お……っ、お前……！　霧砂!?」

　外は外でも、お隣となりさんの壁との間は三十センチほどだ──到とう底てい、通れるスペースはない。

　有無を言わさず、霧砂は后こうの体を摑つかんで持ち上げる。

　慌あわてて后は近くのタオルを摑んだ──これはどういうことだ。笑えない。

「ちょーっ！　オレ服着てねーんだけど！」

「大丈夫、ちゃんと向こうの世界で準備しております」

　そういう問題ではない。というか、現状で服が欲しい。

（っ、全ぜん裸らの少年が男に誘ゆう拐かい!?　かなり変態な事件じゃねーか！）

　他人が見たら、かなりヤバイ変質者だ、霧砂。

「──では、異次元移動をしますので──決して私から離れないように。次元の歪ゆがみに落ちれば、永遠に闇をさまようことになります」

（っ、怖こえーっ！）

　それは前も、言から聞いている──絶対に慣なれようがない。早く后も、異次元移動できるくらいには能力を得たいのだが（危険回かい避ひのため）。

「……ってえ……！」

　しかし、すぐに明るい場所に到着する。

　どこだ、と周囲を見る前に、わらわらやってきた女によ官かんらに服を着せられてしまった。

　あまりの早はや業わざかつ無表情での動きに、文句も逃げることも忘れてしまう。

「ね、姉ちゃんたち……！　男の裸はだかをそんな堂々と触らなくても……！」

「これらはすべて私の式しき神がみです。感情はありません」

　言うと、霧きり砂すなが指を鳴らしただけで女官らはすべて人ひと形がたの紙になり舞い落ちてしまう。

「すげー……。式神が式神を使ってる……」

「今は晴せい明めいの式神ですが、私は元々都みやこで唯ゆい一いつ、晴明と張り合えた導法師・芦あし屋や道どう満まんですよ。この程度の能力は簡単に使いこなせます」

　怪あやしく笑う霧砂は、相あい変かわらず何を考えているのかわからない。

「──にしても。これ、なんのコスプレだ……？」

「正装です。全裸で宮中を歩きたいのですか？　奇特な方だ」

「っ、てめーがそーしたんだろーか！　変態霧砂！」

　ああ、オモテのこの男のファンに性格をばらしたい、と本気で思う。

「で、どこだよここ。闇世界だとは思うけど──オモテでも見たことあるな。えーと。山の中腹にあって、大広間の窓からは、紅こう葉ようがよく見える──あ」

　思い出す。確か──小学三年生の遠足の時に来た場所だ。

「……奈良県の、談たん山ざん神社？」

「そうです」

「どっひゃー。藤ふじ原わらの鎌かま足たりが中なかの大おお兄えの皇おう子じと一緒に大たい化かの改かい新しんを話し合った寺じゃねーか……」

　由ゆい緒しよ正しすぎる。しかも確か、秘宝ざくざくでもあったはずだ。

「こんなすげーところに、なんの用だよ」

「我が皇子へのお呼び出しがあったので。不ぶ躾しつけながらこのような次し第だいに」

「……呼び出し？」

　頭を下げる霧砂を見て、初めて后こうは目前に御み簾すが下りているのに気づいた。

　しかも──明らかに誰かがいる気配がする。

「誰だ……？」

「これ、気軽に声をかけるでないわ、下げ賤せんの者が」

　声とともに、薙なぎ刀なたを持った女たちが出てくる。そして刃やいばを后へ向けると、ザン、と首元でクロスさせた。

「え？　……首、落とす気……？」

「そこまで短たん絡らく的てきではないでしょう。今、貴方あなたを殺せば闇やみ皇おうと言ことい殿からどんな仕打ちを受けるか、想像に容易たやすいですから」

　霧砂が冷静に告げる。

　──というか。助ける気はないのか、こいつは。

「……お前、オレを守る式神だろ？　なんでそこで静せい観かんしてんの？　この状況で。大体、技量のないうちは闇世界に来るなって言ったのお前だろ」

「いろいろありまして」

「はあ？」

　怪け訝げんに思うまでもなく、すぐに御簾の向こうから声がかかる。

「霧きり砂すなは、わらわの間かん者じやじゃ。わらわが命じた」

「げ……っ」

　続いて、呆あきれたような溜息も漏れて聞こえた。

「最悪じゃ。先ほどから、ずっと様子を窺うかがっておったが……品性が感じられぬ」

「は？　さいあく？」

「やはり、信じられぬ。聡そう明めいな言ことい殿が、こんな猿以下のオモテに執しゆう心しんされてしまわれたとは……」

「執心、と言われるとあらぬ方に誤ご解かいされるから。やめろって」

　葵あおいの上うえといい、どいつもこいつも。

　つい突っ込んでしまえば、薙刀の刃がより首に寄った。

「ちょ……！」

「無ぶ礼れいな！　その言葉遣づかいは何じゃ！　皇おう女じよに向かって！」

「……皇女？」

　女たちの怒ど気きに押されつつ、恐おそる恐おそる御簾の奥を見る──そして、霧砂を見た。

　霧砂は、相変わらず表情を変えることなく后こうを眺ながめている──本当に、何を考えているのか最初からさっぱりわからない。

（ただ、確信できたことは──）

　やはり、后の──いや晴せい明めいの僕しもべではなかった、ということだ。

「霧砂がスパイになってた……皇女って、……まさか……」

「おのれごときに名乗るのは気乗りしないが」

　御簾がゆっくりと上がり、女が一人出てくる。

　かなりの美人だが──気の強さが表情に出ている。后としては絶対にお近づきになりたくないタイプだ。

「わらわは、牡ぼ丹たんと申す。闇皇の第三皇女じゃ」

（出た、牡丹ーっ！）

　やっぱり、とは思うが。違う皇女でいてほしかった。

「じろじろ見やるな。下賤が」

「皇女様が汚けがれるであろう」

「ほんに……。半分でも、この下げ品ひんな男と血が繫つながっておると思うと、気絶しそうになるわ。闇皇様も趣味が悪い……」

「悪かったな。だが、うちのオフクロはかなりの美人だ」

　若いあんたにも勝ってるし、と言わなかったのは、まだ命が惜しいからである。ついでに、牡丹の母親・萌葱もえぎよりも間違いなく魅力的だから、父はあんなに母に執心しているんじゃねーのか？　とも。──言えば、瞬しゆん殺さつ間違いない。

「……時に、オモテ。貴様はちゃんと身の程をわきまえておるのか？」

「は？」

　ゆっくり近づきつつ、尋ねてくる。

　女官たちは后へ向けた薙刀を収め、傅かしずいた。

（けっ、なんだこの仰ぎよう々ぎようしさは）

　そんなに偉えらいのか皇女ってのは、と后こうは思う。しかしすぐに、闇皇の息女なんだから偉くて当然だった、と納得する──実力トップの言こといがあーだから、どうもこういう空気の方に違和感を感じてしまうのだ。

「闇皇の後こう継けいのことか？　それはオヤジに言ってくれない？　指名したのはオヤジだから」

「まっ、まあ……！　信じられない！　闇皇様へ向かってそのような暴言！」

「うるせーよ。オヤジの方が許可してきたんだよ、堅かた苦くるしい呼び方はよせって」

「……っ、信じられぬ……。あの、厳げん格かくな闇皇様が……」

（厳格？　勝手にオフクロとよりを戻したと近所に言いふらし、あげく闇世界ではなくうちに泊まる、とゴネるあのオヤジが？　で、オフクロに蹴けり出されてて──）

　ただのフーテンオヤジにしか見えない。

　確かに、言に対する姿勢は相当なものだったのだろうが──それは、言の様子を見れば十分にわかる。しかし。

「……ああ、こやつの妄もう想そうとは思うが……真実なら、耐えられぬ」

　よろ、と牡ぼ丹たんがその場でよろける。すると、側そばにいた女官すべてが牡丹の体を支えた。

「しっかりしてくださいまし！　皇女さま！」

「これは何かの間違いでございます！　それか、闇皇様の気まぐれか……！」

「この者を、第一子とお認めになられたことからして、間違いなく気まぐれ!!」

（第一子とお認め…？　生まれた順で一番二番とか、決まるんじゃねーの？）

「闇皇の皇子皇女は、闇皇がご自分の御み子こだと宣言された順に決まります」

　まるで后の胸中での疑問を読んだように霧きり砂すなが説明をする。

「その環境で、オモテの子のオレを第一子に……」

　──納得だ。

　皇族に、后が嫌われない理由が見つからない。

　目前でキーキーとヒスをおこしている女集団をちらり、と見てゲンナリしてしまう。

「しっ、しかも……っ、闇皇後継者として指名されているだけでなく……っ、この下賤は、現在、正式なる十二式神・天てん后こうの地位に就ついておる……！　許せぬ……！」

「皇女さま……！　しっかり……！」

（いや、許してくれなくていーし、殺さねーでほしいけど）

「悪い夢でも、見ているようじゃ……っ」

　よろけ、とうとう牡ぼ丹たんは畳たたみにへたり込んでしまった。

（オレの方こそ、変な夢でも見ているようだ……）

　時代劇のギャグで、よよよ、と倒れ込むネタを思い出す。

「天后の地位っていっても、オレ、何もしてねーよな」

「いえ。申しました通り、オモテに我が皇子がいることが闇皇様へ計り知れぬ助力をされているというもの。后こう様を通し、オモテの陽エネルギーを闇皇様は得ることができます」

「我が皇子とか言うな、裏切り者が」

「──失礼しました」

　霧きり砂すなが説明するのに、睨にらんで返す。

　こんな不義理者は十二式神にいらない。つか、どれだけ言こといが心配しているか考えると、ちょっと後のことが怖い。

（……談山、燃やしたらどうしよ。国宝が、重要文化財が……あ、オモテとは関係ねーのかな？　いやそれより牡丹を殺させないよーにしねーとなー……できっかなー……）

　后が世界の中心で、后以外を認めていない弟だ。難しい。

　悩んでいたら、なんとか復活した牡丹が拳こぶしをふるふる震わせつつ訴えた。

「……その地位は、わらわが幼い時からずっと欲していたもの……。十二式神・天后になるため、様さま々ざまな修行を積んできたのに……」














（天后？　え？　オヤジの……？）

「返せ、わらわの夢を……！」

　牡ぼ丹たんは、きょとんとする后こうをきっと睨んだ。

「わらわは、十二式神・天后の地位を望んでいたのじゃ！　次期闇皇になられると誰もが確信していた言ことい殿の……！　正せい妃ひとして！」

「はぁっ!?」

「っこの卑いやしいオモテが！　わらわから言殿を奪うばった泥どろ棒ぼう！」

「いや、だから、そーいう言い方すんなー！　誤解受けるだろーが！」

　だーっと叫さけぶ。

　牡丹は本気だからタチが悪い──知らない人が聞いたら、恋愛の三角関係だろう、間違いなく。

「……オレ、ただの兄なんですけど……。言の」

「このまま放っておけば、下賤の貴き様さまが闇皇になり、言殿が十二式神・天后に就かれる」

（いやだから、聞けよ）

「どう騙だましたのか知らぬが……っ、よくも言殿より上の地位を奪いおって。貴様の図ずう々ずうしさに腸はらわたが煮えくりかえるわ！」

「……あー……」

　この世に女ほど、怖い生き物はいない──執しゆう念ねんで生きるから、タチが悪い。

　夜や叉しやのような目をして睨む牡丹へ、恐る恐る尋ねた。

「……えーと、もしかして……あんた」

「無礼なっ！　皇女様に向かって〝あんた〟とはなんぞ!?　皇女様、と呼べ！　下賤！」

「……。皇女様。えー、もしかして……。言、の……」

「皇子の中でも稀き代だいの能力者である言殿を呼び捨てするとは、許し難がたし」

「そー言われてもー……」

　さすがに、敬語なんて使えない、今さら。背中が痒かゆくなってしまう。

「えーと。……その、稀代の能力者の皇子に惚ほれてんの？　……ですかー？」

　付け足した言葉は、睨まれて慌てた結果の敬語だ。

「言殿の妃きさきになりたい、と思う女は星の数ほどおるわ」

「……ほしのかず……」

　兄とは偉い違いだ。何か──グレたい。

「その中でも、わらわがもっとも美しく血筋も相応ふさわしかった。わらわは幼き頃より言殿をお慕したい申し、いつでも側に寄り添い、この熱き思いを告げておったのだが……」

「あー……」

「我が母・萌葱もえぎと言ことい殿の母・葵あおいの上うえ様は従い姉と妹こ同士！　ゆえに我われらは幼い頃より、母親同士も認めた仲！　わらわはいずれ、闇皇となった言殿の妃になり十二式神・天后の地位を得て言殿を支えるつもりであった！　……なのに……！」

「なるほど……」

　だから言は、『牡ぼ丹たんが苦手』と言っていたのだ──少なくとも、微み塵じんも牡丹に好意を抱いだいている様子はなかったし（口にしたら殺されそうだが）。

「……言殿が、ここのところわらわを避けていたのは、すべてこやつのせいだったわ……！」

（いや、間違いなく誤解だ）

　元々嫌われていたのに気づいていなかっただけだ──とは、女心に疎うとい后こうでも禁句であるのはわかっている。

　牡丹は、殺気を隠かくさず后を睨みつけた。

「どんな手段を使った!?　あの言殿から闇皇の地位を奪い、さらに天后の地位に据すえようとする貴様のその泥棒根こん性じよう！　呆れるわ！」

「んーと……」

　言が勝手に言いだしたことだ、とは告げにくい。さてどうしよう、と思っていれば、牡丹が剣を手にした。

「げ」

　──まさか、と思う。

「……言殿は、知らぬものに関心を持つお方。卑しき貴様に、今まで見たことのない異生物として興味を持っただけであろう──いつもの、ゲーム感覚で」

「ちょ……っ、剣、そんなズルズル着物でンなの振り回すもんじゃねーって！」

「──すぐに、目が覚める。……貴様がいなくなれば……」

「どわ！」

　牡丹が剣を振り下げる。

　慌てて避けるが、しかし着物の女とは思えない身のこなしだ。すぐに后に追いつき、真正面から斬きりつけようとする。

「たんま……！」

「生なま首くびを差し出せ！」

「冗談じゃねー!!」

　このままでは額ひたいをかち割られる。慌てて、手を翳かざして気を集めようとした。

（間に合わない……！）

　ピンチに感じた──その時。

　霧きり砂すなの声が響ひびいた。

「貴方の命の重さは、言様の幸福に直結している。──自覚しておいでか？」

「……っ！」

　我に返る──そうだ、自分がここで死ぬだけで終わらないのだ。

　言こといが、また孤こ独どくになる──そうすれば、きっと今度こそ後戻りができないほどに壊こわれてしまう。

　絶対に、それは許してはならない。








　　　　陽







「…………っ!?」

「きゃあ……！」

　途と端たん、翳かざした手を中心に目がくらむほどの光が放はなたれる。

　それはすぐに后こうを包み込み、牡ぼ丹たんや女によ官かんらを撥はね飛ばした。

「な、なんだ……？　今のは……」

「能力の発動ですね。葵あおいの皇子が関係すると、すぐに覚かく醒せいできるのはさすがです」

　冷静に説明をする霧きり砂すなを、后は睨にらみつけた。

「……お前、何を考えて、言の幸福云々とか言いだしたんだよ……」

「その方が、后様もやりやすいかと思って」

「裏切り者に、そんな心配されたくねーよ」

　告げて、霧砂から差しのべられていた手をはたき落とした。そして一人で立ち上がる。

「おい皇おう女じよさま、大丈夫か？」

「……っ、卑いやしきオモテの分ぶん際ざいで……っ！」

　倒れている牡ぼ丹たんへ声をかけるが（もちろん、怖こわいから近寄らない）、女官らが一いつ斉せいに薙なぎ刀なたを構かまえた──ああ、かなり面倒な気がする。

「自ら闇やみ皇おうの後こう継けいを退ひけば殺すまいと思っていたが……！　許さぬ！　わらわに恥はじをかかせたその罪つみ、死んで償つぐなえ！」

「んな、転んだだけじゃねーか！」

「わらわをひれ伏させることがができる者はただお一人、言ことい殿だけじゃ！」

「なんだよその思考！　つか年下だそ、あいつは！」

　年中、后こうのために言は膝ひざをついているなんてバレたら、発狂ものだ。

　つい数時間前、下しも鴨がも神社では后の汗あせをかいがいしく拭ふいてくれていた──とか。

　バレたら（体面的にも）、本気でヤバイことが多すぎる。

（異い母ぼ兄きよう弟だい・姉妹は結婚できるって聞いていたけど……！　まさか、こんなに言が異母姉あねに狙ねらわれていたとは！）

　闇やみ世界でトップの能力者。そしてルックスもよくて闇皇継けい承しようが確実視されていた存在──だから、当然のことかもしれないが。

　この分だと、他の皇女も言の妃きさきの地位を狙っている可能性が大きい。

　──そして、后は恨うらまれているのだろう、牡丹と同じように。

「霧きり砂すな！　その卑しきオモテを捕つかまえや！」

　牡丹が指を差して命令をする。その爪つめは真っ赤に塗られていて、こういうところは現代オモテのギャルと変わらないような気がした。

「わかりました。──では、我わが皇おう子じ。失礼します」

「てめ……！」

　牡丹へ向かい頷うなずくと、霧砂は后の後ろ手を難なく摑つかむ。

　そして引き上げると、后の動きを抑おさえた。

「……っ、裏切り者に、我が皇子、と言われたくねーって何度言わせるんだよ……！」

「失礼しました」

　霧砂が、口元だけで笑う。ああ、ムカつくが本当に綺き麗れいな男だ。

　生きてオモテに戻れるなら、絶対に匿とく名めいで女性週刊誌に霧砂の本ほん性しようを暴ばく露ろしてやると心から誓ちかう。

「だ……っ、大体、てめー……！　いつからオレや晴せい明めいを裏切ってるんだよ……っ」

「愚おろか者ものが。霧砂は、お前のような卑しき者などと手は組んでおらぬ──ゆえに、裏切りも何もない」

「え？」

　后が霧砂に向かって訊きいたことに、牡丹が高らかに笑いながら答えた。

　驚いて、つい視線を向けてしまう──そこにあったのは、明らかに后を侮ぶ蔑べつした女たちの集団の視線だ。

「最は初なから、霧きり砂すなはわらわの手の者。晴せい明めいの式しき神がみではあるが、わらわに忠ちゆう誠せいを誓いし存在。ゆえに、下げ賤せんのお前なんぞに服ふく従じゆうしたことなど一度もないわ」

「え？」

　思わず霧砂の、無表情を見る。端たん正せいな唇くちびるが動いた。

「私はかつて、晴明と敵対していた者。戦いに敗やぶれ、晴明の式神にされたことは不ふ本ほん意い」

「だから……晴明の下についているようなフリをして、その実、牡ぼ丹たん……皇女の、部下だったと言うのかよ……？」

「──私は、己おのれに最も適した役目を果たしているだけです。間かん者じや、というのは式神としての私の能力──水面下で暗い動きを行う、不実、計けい略りやくの星を司つかさどる者として、最も適したもの」

　告げる口く調ちように抑よく揚ようはない。だから、語る内容ほどに感情は伝わってこない。

　だが──少なくとも、晴明に忠告されていた意味がわかった。

（晴明……！　霧砂が牡丹の手先だってわかっていたから、あーやって注意してきたんだ！）

　まったく信用していなかったのだろう。言こといの態度もとても警けい戒かいしているものだった。

（やべーな、今頃マジに心配してるよな……）

　このままでは牡丹が殺される。大げさではなく、本当に。

（しかしそれを説明しても、『言殿に大切にされているという、自慢か!?』と怒らせるだけの気がする……まいった、女のヒスって手に負えねー）

　まだ瑞みず宮みやの方が可か愛わいい──いや、どっちもどっちか。后こうは思い直す。

「……いずれ晴明を倒したいから、こーやって敵対勢力に味方してるのか？　だから、やたらと詳くわしかったんだな。この皇女の一派の動向に」

　皇女に聞こえない程度の声こわ音ねで呟つぶやけば、霧砂の視線が后へ向いた。

「……。……晴明のことは憎にくいですね。私は己の能力を高めるための修しゆ行ぎようをなんでもするつもりです」

「裏切りも修行か？　わかってるんだろ？　オレの危険より牡丹の危険の方が深刻なの──言やオヤジを敵に回して、闇世界で生きていけるのか？」

　后の質問に、霧砂はあっさりと返答した。

「無理でしょうね」

「……残ざん酷こくじゃね？　霧砂」

「私は、私に課せられた使命を全まつとうしようとしているだけです」

　冷静、いや冷れい酷こくな言葉だ。これにより、牡丹にも本心から服従しているわけではないことが確信できた。

（──こいつ、本心がどこにあるのかまるでわかんねー……）

「まずは、首を」

「は？」

　考えていれば、霧きり砂すなとの会話の区切れに牡ぼ丹たんの声が響ひびく。

「首？」

　──不ふ穏おんな気がする。

「ちょっ…!?　斬る気かよ!?」

　殺さつ気きを感じるが、逃げることができない──霧砂が今も後ろ手に后こうを束そく縛ばくしているからだ。

「うわ……！」

　だが、女たちの薙刀が飛んできた時、さすがに満身の力を込めて逃げようとすれば、体は自由になった。

　そんな后へ、牡丹が侮ぶ蔑べつの笑えみを送る。

「ただ逃げ回るだけでは、いずれ命を落とすえ!?　どうした!?　先ほどの能力は使わぬのか!?」

「って言われても……っ！」

　簡単に出せれば苦労はない。

「まこと、己の危機にも発動できぬ能力とは！　いかに潜せん在ざい能力が言ことい殿以上といえど宝の持ち腐ぐされ！　覚醒する前に死体となるわ！」

（わかってるっつーに！）

　今さら、牡丹なんぞに言われなくとも。

　それで后はとても悩んでいるのだから──放っておいてほしい。

「……っ！　なんで、能力が自由に使えねーんだよ、オレ……！」

　言を置いて死ねない、と思えば少しは発動する。しかし、それを期待してさらに発動させようとしてもあまり効果がなかった。

「無む駄だじゃ！　所しよ詮せん、貴様は心の力が足りておらぬ！」

　牡丹が気を集合させた刀を翳かざした。

「闇の能力は、いわば心の闇を蓄積させてエネルギーとしたもの……！　オモテの陽の中でのうのうと暮らす貴様に、その能力があるわけがない！」

「心の、闇……？」

「そうじゃ！　闇をどれだけ心に抱かかえているかで能力の大きさも変わる！　潜在的な才能に恵まれる者もおるが、それはほんの一握にぎり……奇き跡せきに近い確率！　闇皇や言殿をはじめ、役小角えんのおづぬ殿、晴せい明めい殿、後ご鬼き前ぜん鬼き──その位の者のみ！」

「──っ！」

　いや、言の心の闇は半はん端ぱではない、と言おうとしたが──すんでのところで口を閉ざした。今ここで、牡丹へそれを訴うつたえたところで何も変わらないからだ。

「じゃあ、オレが能力を発動していたのは、なんだったんだ？　言をピンチに貶おとしめる状況への怒いかりが暗い──闇の感情だったってことか？」

「いえ、我が皇子」

　我が皇子と言うな、と言おうとして霧きり砂すなを振り返った后こうだが──

「──私の発するこの気は、まさしく闇のエネルギー。そして、我が皇子が発する気が──」

「え？　……っ！　うわ……！」

　いきなり霧砂の背後から、覆おおい被かぶさるように巨大な手が伸びてくる。后は、咄とつ嗟さに両手を翳して身辺に気のバリヤーを張った。

「え？　砂……？」

　すると、その巨大な手が霧のように細かい砂であることに気づく──名前の通りだ、霧砂は砂を武器に使うらしい。

「──その、ご自分が放はなつ気が何か、よくご理解を」

「え？　……理解？」

　冷静な霧砂の口調に、つい后は言われるまま己の気を眺ながめる。

　──霧砂や、牡ぼ丹たんらの放つ気は冷たい。そして、自分の気は──

「熱い……真逆だ」

「そう、それこそが我が皇子の能力の源みなもと──気づくことで、より能力が発はつ揮きされる」

「……何……？」

「っ、霧砂！　オモテの気なぞどうでもよい！　殺せ！」

「──うわ！」

　考える間はない。

　叫ぶ牡丹が、后へ殺気を放つ。それは黒い刃やいばとなって后の着物の裾すそを裂さいた。

「冗じよう談だんじゃねえ……！　気が刃物になってるじゃん！　しゃれにならねーよ！」

　必死に后は逃げる。気を放とうとするが、刃の切っ先を変えるくらいがせいぜいだった。

　体勢を立て直そうとしても、牡丹の攻撃に休みはない。無理だ。

「……くそ……！　なんで、オレはもっとうまく使えねーんだ……！」

「貴様にそれだけの器量がないだけのこと！　闇の皇族の恥めが！」

「うるせー！　こちとら好きで闇の血を引いたんじゃねーよ！」

　叫ぶのはつい出た本ほん音ねだ。

「うるさい──死にや！」

「！！　冗談じゃねー……！」

　牡丹はかなりの強つわ者ものだ。

　言こといをはじめとして、瑞みず宮みやや楔くさびたちに命を狙われたことがあるから、どうしても比較対象がそちらになってしまい気づかなかったが。

（……！　このままでは、殺やられる……！）

　かなりの劣れつ勢せいだ──悔くやしいし認めたくないけど、力の差は歴れき然ぜんだった。

　ただ、自分を襲おそう刃を避よけるのに精いっぱいの后は、片膝をつきつつも防御に集中する。

　牡ぼ丹たんが勝ち誇ほこったように笑った。

「ただ一つの攻撃もできぬか!?　惰だ弱じやく者もの！　弱いオモテが！　闇世界の皇おうになぞなろうとするからじゃ！　立場をわきまえい！」

（うるせーな、このヒス女……！　だから言こといに嫌いやがられるんだよ！）

　続けて牡丹はまるで鞭のように黒い気を飛ばしてくる。そして、后こうの体を打ち付けてきた──ぎりぎりのところで気を張り体を守るが、それも限界は近い。

「早はよう諦あきらめ、早う死ね！　邪じや魔ま者ものが！」

　黒い気の鞭で后を打ちつつ、牡丹が高らかに笑う。

「やはり……！　思った通りじゃ！　敵から受ける気パワーの大きさに比例して貴様の気も大きくなっている！　わらわが大きな能力を使わぬ限り、潜在能力が覚醒せぬ！」

（そ……んなんかよ……っ!?）

　言われて気づく──とはいえ、后にはどうすることもできないのだ。

「の、能力、覚醒しねーと……！」

　じわじわと責められ、集中力がなくなりつつある──もう、本当にヤバイ。

　言のためにも無事で帰らないと、と思って頑がん張ばってきたが──これが、限界だ。

「……っ」

　自分の中の臨りん界かい点てんを超えた気がする──防御の気は、もうほとんど失われていた。

「我が皇子」

　もう駄だ目めだ、と思いへたり込みそうになった時、横にいた霧きり砂すなが声をかけてくる。そのことで、霧砂が観客よろしく后の横で傍ぼう観かんしていたことに気づいた。

「あ？　お前……！　何もしねーで変じゃねーの……っ!?」

「霧砂は、わらわに貴き様さまをいたぶるお楽しみを取っておいただけじゃ」

「はあ!?」

　もしそうなら本物のサド連中だ──后は霧砂を睨ねめつける。しかし。

「一つだけ、よろしいでしょうか。我が皇子」

（？　なんだこいつ……。サド皇女をシカトした？）

　霧砂は牡丹へ視線を向けることはなく、后をじっと見つめている。

「一つだけ、と言われても……そんな余裕、あるハズねーだろ……！」

「貴方は、オモテと闇の両方の血を継ぎながら陽の気のみを持っています。だからこそ、闇の気をほぼ完かん璧ぺきに持つ言殿が、十二式神・天后になるのが最も相応ふさわしいと闇皇がお考えになりました」

「……え？」

　后の文句を無視して霧砂は解説し始める。

　牡丹の攻撃を必死にかわしつつ、后は霧砂を見た。

「あっつ……！」

　そのとき鞭が、とうとう防御を破り后こうの左上腕部を叩たたいた──着物が裂ける。

　しかし霧きり砂すなは気にした様子もなく、口を開いた。

「闇は闇のエネルギーの発動があり、陽は陽の覚醒がある──我が皇子。今一度、ご自身の能力を振り返ってください。そして──」

「っ、そんな説明、聞いている余裕は……！」

「──どういう形で、その能力を使いたいのか。何を思った時、最も強く発動するのか──お考えを」

「んなの……！」

　さっきからずっとやってる。言こといを護まもりたい時だ。

「──言殿を護りたい、というのは身内を護りたい、という気持ち。──心と心が共きよう鳴めいをしている時──違いますか？」

「共鳴？　──シンクロ？」

　確認するように問われてもわからない。

　理解していれば、牡ぼ丹たんのこんな攻撃もとっくに避けているだろう。

「……覚醒する時は、大たい概がいが必死な時だから、わかるわけ……！」

　ない、と言おうとして口を噤つぐんだ。

　──僅わずかに思い出す、感覚。

（あ……、確かに……言の心音が……）

　聞こえていたかもしれない。

（そうか、もしかして……）

　──それと、一体になって──初めて。

「……覚醒、した……？」

　呆ぼう然ぜんと呟けば、霧砂が綺麗に微笑ほほえんだ。

「我が皇子」

　そして后は無意識に牡丹の攻撃を避けられる気を再び張ることができるようになり、防げるようになる──そして、霧砂を凝ぎよう視しした。霧砂は続ける。

「──陰おん陽みよう表裏一体は、この世の必ひつ定じよう。陰は闇世界、陽はオモテ、だからこそ──」

　そして后や牡丹の状況とはまるでかけ離れた優ゆう雅がな所しよ作さで、后の顔を覗き込んだ。

「我が皇子が、闇皇に選ばれました」

「──霧砂……」

「表裏一体になることで、后様の潜在能力も覚醒します。それは言様の能力と重なり合うものゆえ、計はかり知れない強大な能力。だからこその──」

「何を喋しやべっている！　霧砂！　もうよい、殺してしまえ！」

　牡ぼ丹たんが叫さけぶ。

　霧きり砂すなはまったく耳を貸す様子はない。さらに続けた。

「晴せい明めいの厳しき修行は、何があっても、耐えられるようにするため」

「──え？」

「もとより、我が皇子の能力は必要な時にのみ覚醒します。我ら闇世界の者のように、常に使えるものではありません。理解しているゆえの、体力作りです」

「はぁ!?」

「晴明のプログラムがオモテの我が皇子にとって限界に近く厳しいのは、それゆえ」

　霧砂の説明に、后こうは状況も忘れて絶ぜつ句くした。

「っ、マジ!?　だとしたら、あの腹黒晴明……っ！」

「わらわ自らの手で殺してやるわ！」

　動かない霧砂に業ごうを煮やした牡丹が、鞭の数を数十倍にして飛ばしてきた。

「！　やば……！」

　今までも敵かなわなかったのに、これから逃げられるはずもない。

　思わず目を瞑つむり、両腕うでを前面でクロスして身構えた。

　──しかし。

「……！」

「あっ…!!」

　ぱあ、と目前が輝くのと同時に、牡丹の黒い鞭が一気に吹き飛ぶのがわかる。

「あ……、これ……っ」

　后は呆然と、自分を狙う黒い気が〝陽に浄じよう化か〟されるのを見ていた。もう何度も遭そう遇ぐうしている──これは后の能力の〝覚醒〟だ。

「……すげー……眩まぶしい……っ」

　見たこともない、己の能力に后は目を細めた。

　そしてその横で、満足そうに霧砂が笑えむのがわかる。

「さすが──我が皇子」

　その声は、小さなもので。

「私の勝ち、ということで」

（勝ち？）

　霧砂の呟きに、后は眉まゆを寄せる。疑問を口にする前に、背後から複数の気け配はいを感じた。

「敵と相応の能力が発動すると、ご自身で仰おつしやっていたのに──牡丹殿、感情的になったゆえのミスですね」

「え？　──あ！」

　背後から笑いを含んだ声がかかる。現状の修しゆ羅ら場ばにまったくそぐわない。

　しかし、女たちが緊きん張ちようする様子に、后こうは驚いて振り返った。

「言ことい!?　──晴せい明めいたち!?」

「すごく心配したよ、兄さん。すぐに助けに来たかったけど──」

「こ、言殿……っ、なぜ……っ!?」

　言が駆かけ寄って抱きしめる。

　痛い視線があったので牡ぼ丹たんかと思いきや──ああ、瑞みず宮みやもいた。その横には冷さめたアイスドール・楔くさびもいる。

　最初に声をかけたのが晴明、その横には役小角えんのおづぬもいて──

「牡丹殿。少々悪ふざけがすぎましたな」

「え、役小角……！」

　牡丹が呆然と集団を凝視する。

「こ、言殿……？　なぜ、そのような下賤のオモテを……？」

　牡丹にとって一番信じられないのが言の言動らしい。后に密着する様子をじっと見ていた。

「この程度なら、僕の能力とシンクロする必要もないから──兄さんのためと思って、じっと我が慢まんしていたんだ。怪け我がした時は本気で飛び出していきたかったけど──大丈夫？　痛い？　兄さん」














「我が皇子よ、オモテの皇子は晴明のえげつない修行によって毎日擦すり傷を作っている。この程度に耐えられぬハズはないでしょう」

「いやですね役小角えんのおづぬ殿。えげつなく、ではなく良心的かつ生ぬるい修行ですけどね──まあ、片方の腕が吹っ飛ぶくらいにならなければ助ける必要はなし、と言ったのは認めますが」

「……鬼か、晴せい明めい」

　思わず罵ののしる后こうだが──言こといも晴明を睨んでいる。

「──兄さんが、闇皇になるための修行と思い僕も耐えているが。あまりにも不ふ敬けいが目に余れば殺すぞ、晴明」

「主しゆ神しん言が天后となるには、相応の能力が必要なんですよ。今のままでは主神言の能力に后様はついていけませんので──それがわからないほど愚かではないと思いますが」

「──っ」

　言が小さく舌打ちをする。后の肩にあった手に力が入ったが、すぐに元に戻った。

　──ああ、かなり忍耐力もついてきたな、などと兄として微笑ほほえましく思ってしまうが。

（しまった、そんな状況じゃねーよ）

　最強軍団が来たお陰かげで、すっかり心に余裕を持ってしまった。

「──とゆーことで。オレ、オモテに帰ってもいいかな？　皇女様」

「な……っ、なぜ、わらわの屋敷に……！　ばれぬよう、霧きり砂すなに結界を張らせていたのに……っ」

「残念ですが、すべて筒つつ抜ぬけでしたよ──牡ぼ丹たん殿」

　呆然としたまま動かない牡丹へ、役小角が告げる。言が頷くと、ますます牡丹の顔色が悪くなった。

（でも、本当に言には惚ほれてるみたいだよなー……。今回のことは知られたくなかったみたいだし）

　后を卑ひ下げし本気で殺そうとした女だが、さすがに可か哀わい想そう、と思う后だ。

「──萌葱もえぎ殿・牡丹殿の一派は潰つぶさなくてよろしいのですか？」

　瑞みず宮みやが役小角へ尋たずねる。役小角は、牡丹をちらり、と見た──気き位ぐらいがいかにも高そうな綺麗な表情が引きつる。

　それにより、役小角がいかに闇世界で権力を握っているのかがわかった。

「別に。必要はあるまい。たとえ一万人の武ぶ闘とう派の支持者を得ても、瑞宮一人で五分もかからず滅めつせられるだろうし」

「そうね……。闇世界の者なら誰もが私たちの能力を知っている。言様の意志に背そむいてまで大罪を犯した者をかばう者が出るとは思えないわ……」

　役小角の意見に楔くさびも同意をする。

（えええ！　やっぱ強すぎ！　瑞宮・楔ペア！）

「しかも、晴明の十二式神もついている。崩くずしようもない鋼こう鉄てつの城壁だ」

（あ、そーか！　十二式神も最強軍団だったっけか！）

　納なつ得とくしてしまう。

　しかし──そんな時、はた、と霧きり砂すなと視線が合った。

「式神って……え!?　いやでもあいつ！」

「では、牡ぼ丹たん殿──失礼します」

　霧砂を指差す后こうを気にせず、晴せい明めいが牡丹へ言葉を送る。

　役小角えんのおづぬも続けた。

「すでに、闇皇へも報告をしています。おって沙さ汰たがあるでしょう」

「皇女といえど、此こ度たびの件は罪科なしにはいきますまい。──次期闇皇候補である我が皇子──后様の命を狙ったのですから。どうか、ご覚かく悟ごを」

　晴明のこの言葉で、牡丹は顔を上げた。

　──般はん若にやのような形ぎよう相そうだ。憤ふん怒ぬしている。

「……！　しかし、晴明！　貴様も罪があろう!?」

「なんですか？」

　対し、冷静に受ける晴明の態度との温度差が不自然で──后は思わず言を見る。

（あれ？　冷静……）

　見れば、役小角も楔くさびも、瑞みず宮みや──はいまだ言こといとぴったりくっついている后を睨んでいるが──、牡丹の言葉には冷静な様子だった。

　牡丹が叫ぶように感情的に訴うつたえる。

「晴明！　貴様の腹ふく心しんであり、次期闇皇を守る式神十二神！　その中から裏切り者が現れ、そしてこともあろうか闇皇候補を殺そうとしたのじゃぞ!?　式神を支配しておきながらそのていたらく、闇皇が知れば激怒するのは必ひつ定じよう！」

「ああ、なるほど」

　暢のん気きに同意をしている晴明だ。

「下賤のオモテが闇皇になるのを、わらわは確かに反対をした！　じゃが、己の腹心に間かん諜ちようがいたことを見抜けなかった己にも罰が下って当然であろう！」

　その通り、晴明には罰ばつを受けさせるべきだ、と后もこの件に関してのみ牡丹に同意をしたくなる。

（いや、この件がなくとも晴明には一度がつんと痛い目に遭あってもらいたい）

　切せつに願う后だ。

「牡丹殿の意見は承うけたまわりました。確かに、私の部下から間諜──私を裏切った者がいれば、闇皇様のお叱しかりを受けるべきと、私も思います」

　晴明はあっさりと、牡丹の主張を認める。牡丹が怒ど鳴なるように叫んだ。

「では……！　すぐに罰を受けよ！」

「いいえ、残念ながら私の優秀な式神は私を裏切ることはないので」

　しかし晴せい明めいの断言は、后こうにとっても意外なものだった。

「……っ、マジで言ってんの!?」

　つい霧きり砂すなを見てしまう──霧砂は、壁の花と化して后たちの集団から一歩離れていた。

　そして様子を窺うかがっている。その表情に驚いた。

（まるで焦あせってねーじゃん……）

　その顔は面おも白しろそうにさえ見える。

　さすがに牡ぼ丹たんがきれた。

「裏切っておる！　わらわの配下となり、その卑しきオモテを誘ゆう拐かいするのに多大なる助力をした霧砂！　その男こそが裏切り者じゃ！」

　ばっと霧砂を指で差す。

　后は他の連中の表情を窺っていたが、別に驚く様子もなかった──言こといも、ただ后の怪我したところを心配そうにじっと見ているだけだ。

　晴明は（后の怪我を心配もせず）飄ひよう々ひようとしている。

「え？　そうなんですか？　いやあ、初耳だなあ」

「……！　何をしらばっくれて……！　この後に及んで！」

「そーだよ。状況見りゃわかるだろ。つか、晴明こそが、オレに霧砂を注意しろって忠告してきたんじゃねーか」

　別に牡丹を助けるつもりはないが（当然だ）、后は自分の思ったことを主張する。

「そーですね、言いましたねぇ」

　すると晴明が、肩を竦すくめた──なんだこいつのおとぼけは。

「だったら、わかっていたんじゃーかよ！」

「いやー、すみません。意志の疎そ通つうができなく。違う意味ですよ。霧砂の仕事を邪魔するなと言いたくて」

「はあー？」

　あはは、と笑って告げる晴明に、后は素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

　つい──霧砂を見てしまう。ああ、もしかしたら人形に戻ったのかもしれない。さっきからぴくりとも動かない。すごいぞ俳優って。

　そんな后へ、晴明が告げた。

「霧砂は、間諜だったんですよ。間かん者じやというか、諜ちよう報ほう活動をしていた、と言いますか」

「いやだから、それはそこの皇女サマがさっきから言ってるって」

「違うよ兄さん。霧砂は、晴明側に味方するスパイだったんだよ──牡丹の一派に忍しのび込んでいたんだ」

「…………は？」

　重なって告げられた言こといの説明に、后こうは顔をしかめてしまった。

「……スパイ？」

「うん。だから、騙だまされていたのは牡ぼ丹たん側だったんだよ」

「だま……!?」

　今度は牡丹が絶句する。言はしかし、牡丹をまるで気にせず、ただ后を見つめて告げた。

「晴せい明めいを裏切ったフリをして、牡丹の一派に潜せん入にゆうする。芦あし屋や道どう満まんなら説得力あるからね。そして、内部から牡丹一派の活動を事細かく晴明や父上、役小角えんのおづぬに報告していたんだ」

「……マジ？」

　晴明を見て、役小角を見て、牡丹を見て──霧きり砂すなを見る。

　動揺しているのは牡丹だけだ。他の連中はさも当然、という表情をしていた。

「ですから、霧砂は重要かつ繊細な仕事をしていたので。后様に邪魔されると困るので忠告したんですよ。貴方あなた、修行もろくにできないのに深読みだけは一人前なのが生なま意い気きすぎですから」

「……晴明、マジでオレを見下げてるよな……」

「いやだなあ、被害妄もう想そうです」

　牡丹と后の間の空気も読まず、あはは、と笑うこの男──殴なぐりたい。

　それは間違いなく牡丹も一緒だろう、血管を浮かべた拳こぶしをふるふると震ふるわせている。

「ど、どういうことじゃ……!?　霧砂……！　わらわに完全なる服従を誓ったのは、偽いつわりじゃと……!?」

「はい」

　にべもない。

　間かん髪ぱついれずの断言に、牡丹がさらに絶句した。

「すべては我が皇子のために逐ちく一いち、晴明や役小角殿へ報告をしておりました」

「……！　顔色も変えず……！　よくも……！　よくも！　いかに晴明に次つぐ陰おん陽師・芦屋道満であっても所詮は式神ふぜいが！　左さ大だい臣じん家けに逆らいおって！」

「任務ですから」

（すげぇ……。霧砂）

　言たちの様子からして、霧砂は間違いなく晴明側の使いだったのだ。

　ただ啞然とするしかできないまま霧砂を凝視していれば、ゆっくりと寄ってきた。

「我が皇子」

　そして、后の前で最敬礼をする。

「……おわかりいただけましたか？　私が、幾いく度ども皇子に咎とがめられても〝我が皇子〟という呼び方を変えなかった理由を──裏切っていなかったからなのです」

「ああ、うん……。だけど、気づかねーよ……」

　確かに思い起こせば、后を襲うことはなかった（牡丹の攻撃から護ってくれることもなかったが）。

　いろいろと后こうを助けてくれる言葉はあった──気もする。

「私が行っていたすべてのことは、我が皇子の成長を促うながすための協力」

「──余計なお世話だっつの」

「何を言ってるんですか、贅ぜい沢たくな」

　そこに口を出してきたのは晴せい明めいだ。

「天下の安倍あべの晴明、芦あし屋や道どう満まんのアドバイスを受けてパワーアップなんて。世の中のどれだけの陰陽師みようじファンがうらやむと思っているんです。コラボですよ、夢のコラボ。[image: ]ミスター魔リックと、ゼロが並んで手品を教えるようなもんです」

「超能力系のトップが、アンチ超能力系のトップクラスを引き合いに出すんじゃねーよ」

　けっとなる。

「言、もう帰ろうよ。──どうやって帰るんだ」

「あ、うん。僕に摑まって」

　もう、牡ぼ丹たんには用はない。──というか、気位の高いこの異母姉あねの惨みじめな姿はこれ以上見ていたくないのだ。

　だから后は言こといに指示した。

（……あ……）

　瞬間移動で目前が闇に包まれる、その僅かな間に。

　──牡丹が、泣いているように見えたのは──気のせいか。








　　　　賭







「兄さん、オモテについたよ」

「あれ？　ここ……」

　ぎゅっと閉じていた目を開けば、目前にはライトアップされた朱しゆの門があった。晴せい明めい以下、他の皆も揃そろっている。

「？　下しも鴨がも神社？」

「ここは、兄さんの修行場所でもあり、ご神しん気きが強いから」

　言こといの説明に、納なつ得とくする。実際に、ここに一日いるだけでかなり癒いやされるのだ──晴明の修しゆ行ぎようですら、下鴨神社でするのと他では力の満ち方が違う。

（ん？）

　役小角えんのおづぬが言へ、

「あまりオモテの皇おう子じの世話をしようとは思わないように。貴方あなたも皇子なのだから」

　と注意するのも（言がそれを無視するのも）、楔くさびがアイスドールさながら無表情でいるのも、瑞みず宮みやが后こうを睨にらんでいるのもいつものことだが、晴明の様子は気になった。

　──芦あし屋や道どう満まんである霧きり砂すなと、顔を寄せて話している。

「……仲いいの？　晴明と道満って」

　だからつい、尋たずねてしまった。

　晴明と霧砂は、后を見て──お互い顔を見合わせる。

「いえ、かなり悪いですよ」

「仲良くは無理ですね、何せ、私は晴明に倒されていますし」

　二人の意見だ。

　后は首を傾かしげた。

「でも、今も二人一緒にいるじゃん」

「仕事の打ち合わせしてたんですよ」

「……仲悪いのに、なんで霧砂……いや道満は、晴明に協力すんだ……？」

「式神だからです」

　霧砂は即答だ。

　晴明も、頷うなずいた。

「私の式神は、私を裏切らないようにできているのです」

「不ふ本ほん意いながら──晴明の術がかけられていますからね。しかし、虎こ視し眈たん々たんと晴明を殺すことは狙ねらっていますよ。力をつけて、いずれ寝首を搔かくつもりでもありますし」

「できるものならどうぞ」

「はははははは」

　笑顔の予告は怖こわい。しかし、晴せい明めいはまるで気にしていない。

　后こうの常識では、考えられない関係である。

「すげーな。……自分の式神に命を狙われるのって……」

「中身が芦あし屋や道どう満まんですから。そう考えると納得でしょう」

「そりゃあ……。でも、その道満が、晴明に協力してオレを助ける、とはねぇ……」

　クラスの女子がうらやましがるだろう、と妙みようなことを考えてしまう。

　霧きり砂すなが、端たん正せいな口元に笑えみを浮かべた。

「今回の件に関しては。ほんの少々、賭かけをしていたのもあります」

「賭け？」

　なんだそれは、と言こといを見る。

　言も首を傾げたので、今度は晴明と霧砂の二人を見た。

「晴明と私、どちらが先に后様の能力を安定させることができるか、というものです」

「あ、それって。あの、すげー眩まぶしい能力か？　かなりパワーあったけど……」

　ポン、と手を叩たたいて思い出す。

　牡ぼ丹たんや霧砂の能力のような闇やみの冷たさではなく、陽の熱いパワー。あれには后も驚いたのだ。

「はい。〝陽の能力〟の覚かく醒せいをしてもらいたくて、ずっと私はそれを待っていたのですが。なかなかうまくいかなかったのでどうしようかと考えまして」

　晴明が、さらに説明をする。

「そうなんだー、って、え……？」

　后は、かなり引っかかるものを感じ、晴明の表情を窺うかがった。しかし、相あい変かわらずしれっとしている。

「……。それが、賭けか……？」

「ちょうどいいでしょう？　ほら、后様は牡丹一派に狙われていたことですし、霧砂がスパイに入っていたことですし。ならばちょっと一計を案じましょうか、と。しっかりしてください后様。あーあ、一年分の甘あま酒ざけがぱあです。あなたのせいで」

「っ、お気楽な賭けでオレは死ぬ恐怖を味わったのかっ!?」

　思わず怒ど鳴なってしまう。

　しかし、ポケットから甘酒缶を二本ほど取り出した晴明は、一本を后へ差し出した。

「いやですねぇ、何をかりかりしてるんですか？　甘い物を飲んで脳に栄養を送ってください。──ほら、さっぱり飲料」

「甘いわ！　極ごく甘あまだわ！　甘酒は！」

　吠ほえつつも、脳の片隅すみでは、

（もしかしたら、ひねくれた晴せい明めいのことだから。缶はコレでも中身は違うかもしれない）

　などと思ってしまう──ついついプルを開けて飲んだ。

「甘……」

　まごうことなき甘酒だ。バカだった。

「……言、これやる……」

「いくら兄さんと間接キスでも、甘いのはちょっと……」

　間接キス言うな、と突っ込む前に、瑞みず宮みやのダークな表情が目に飛び込んでくる。怖い。

「……后こう、いい身分だね。言ことい様に自分の飲み残しを渡そうとするなんて……」

「いや、あの、すみません」

「バカね、瑞宮。一緒に住んでいる兄きよう弟だいなのよ。そのくらい日常茶さ飯はん事じだわ……」

「────」

（ぎゃああああ！　瑞宮という油あぶら釜がまに大量の火を突っ込まないでーっ！）

　胸きよう中ちゆうで悲ひ鳴めいを上げる后だが、彼らのボスである役小角えんのおづぬも眉み間けんを寄せていた。

「我が皇子。常つねに高貴なる身分のご自覚を」

「わかっている、役小角はうるさい」

（いや、もっと厳しくしてください。役小角さん）

　心の声だ。

「──ということなので」

　晴明が暢のん気きに声をかけてきた。

「不本意ながらこの賭けは道どう満まん──霧きり砂すなの勝利を認めます。ズルいですよ。口で説明するのは反則です」

「駄だ目め、とは言われなかった。第一、それによって皇子は〝陽の能力〟を覚醒することができたのだからよしとするべきだろう。さすが我が皇子です」

　頷く霧砂は、満足そうだ──晴明に対し、口く調ちようもくだけつつある。初めて、このイケメンの明るい表情を見た気がした。

「……いつも、こんな賭けをしているのか？　晴明……」

　ふと出た質問は、頭を過よぎったものだ。まさか、の思いで尋たずねる。

　しかし返答は、あっけらかんとしたものだった。

「闇世界一の陰おん陽師である私と、知能で肩を並べられるのが霧砂しかいませんので。遊び相手にはもってこいなんですよ」

（主人であるオレのピンチがてめーの遊び!?）

　呆あきれて怒いかりもでない──というか、晴明の性格はわかってる。激げき怒どは体力の無む駄だだ。

「……オレ、お前たちの賭けの対象……」

「成長を促うながすためです。よく言うでしょう？　遊んで伸ばせって」

　お前たちが遊んでいただけだろう、と思うが。

（──最低だ……）

　やっぱり信用することのできない男である、晴せい明めい。

（しかも──もう一人、出てきやがった……）

　信用できない男が。

　それは芦あし屋や道どう満まん──四天王に次つぐ実力を持つ男。

「……ま。修行をする理由も納得できたことですし。今後は気合いを入れてより一いつ層そう、死ぬか生きるかの境界線ぎりぎりまで頑がん張ばりましょう」

「死ぬわ！」

　明るく告げてくる晴明へ、后こうは吠える。

　言こといがそんな后を慰なぐさめるように、柔やわらかく告げてきた。

「大丈夫、兄さん。これからも僕が護まもりつつ一緒に修行を手伝うから」

「……サンキュ」

　ちょっと前までは、一番常識外はずれだった弟だったのに。

　いつのまにか──后の周囲で一番の常識人になっているのではないだろうか。

（つか、別に言は変わらないんだよな……。ただ、周囲が本ほん性しようを出してきた、というか）

　とんでもない、と溜ため息いきをつくしかできない。








　　　　決







「后こうは、晴れて〝陽の気の覚かく醒せい〟をしたか。よかったな。ご苦労だった、道どう満まん……いや、霧きり砂すなと呼んだほうがよいのか」

「恐れ入ります。私めの名称なぞ、闇やみ皇おう様のご自由に……」

　奥おく座ざ敷しきの上かみの座ざに座る父へ、霧砂が頭を下げる。彼がいるのは通り庭から和室に上がるための板の間だ。

　ちなみに、后は父の横に呼び寄せられて座っていた──言こといも引っ張って座らせたが。

「言と后のシンクロ率については、もとよりまったく心配はなかった。だが、体力は今後の后の大きな課題だな。オモテと我々闇やみでは、基本が何もかも違う」

「オモテの皇子は、オモテの血を多く引き継ついでおりますゆえ」

「まあ、后の世話役である晴せい明めいのことだから、抜け目はないと思うが」

「戴たい冠かん式しきまでには間違いなく、体力をつけさせます」

　役小角えんのおづぬと晴明は、奥座敷の下しもの座ざに座っている。

　ちなみに、長方形の大きなテーブルの上には、ビールとつまみが（父の前だけだが）。

「……ちょっと待て」

　后こうは、帰宅してから抱いだいていた疑問をようやく口にする。

「なんで、そーいう会話をこんな小さい家でするかな？　皇こう宮きゆうでするべきじゃね？」

　父は風ふ呂ろに入ったのか、浴衣ゆかたを着ている。闇世界へ戻る気があるのだろうか──というか、なんで父サイズの浴衣がうちにあるのだろうか。

「仕立て屋の圭けい子こさんが、浴衣くれはったんや。ここらだけやなく、商店街の奥さんにまで御み門かどのファンが多いからなあ。遠えん慮りよしたのに……」

　母がまるで后の心を読んだように説明してくる。

「あ、ちなみに言こといちゃんのもくれはったから。風呂上がりに着や。后、あんたも」

「え？　わぁ、明日お礼をしてきます」

「だな……」

　──言と父のお陰かげで、最近我わが家やは物が豊かになったと思う。イケメン効果、恐おそるべし。

「嫌いやですね后様。貴方あなた、将来の闇皇なんですから。話し合いをきっちり聞いておかないといけないでしょう、貴方に聞かせるためもあるんですよ」

　晴せい明めいが、話を戻すように言ってくる。

　ちなみに、晴明や霧きり砂すな、役小角えんのおづぬは普段と変わらない服装なのが唯ゆい一いつの救いだ。もっとも、家に泊まっている晴明には、浴衣もいつのまにか用意されていた──やはり、貰もらい物か？

「オレに聞かせるって理由でも、おかしいだろう。状況的に」

「なぜです」

「闇世界のトップが、揃そろいも揃ってうちで会議してんだぜ？　ふつー、闇皇宮のしかるべき部屋でするもんじゃねーの？」

「后、冷たいな。父を我が家から追い出す気か？」

　そういう問題だろうか。──というか。

「……。我が家？」

「仕事を家庭に持ち込むのは、確かに申し訳ないと思うが。そうでもしないと家族団らんができないんだ。わかってくれ」

「──ほ」

　くらり、としてしまった。

　問題はそこじゃない。

　台所では、母の包ほう丁ちようの音がまな板に冴さえ渡る──心情を察する。

　言は、天を仰あおいだ。

　とうとう──〝マイホーム〟と断言するに至いたってしまったのだ。母が許す前に。

　もしかしたら、祖そ母ぼが許したのかもしれない。何も言わないからわからない。

　だが、確実なのは怒っている母の存在だ。──ああ、恐おそろしい。

「兄さん、僕、お祖ば母あちゃんとお母さんの手伝いをしてくるね」

「ちょーっ！　言ことい！」

　逃げようと立ち上がる言をとっ捕つかまえ、后こうは自分も立ち上がる。

「后？」

「兄弟のコミュニケーション！」

　言って、言と一緒に奥座敷の隣となりの間に向かった。

　そして、父たちに背中を向けて話し合う。

「オヤジ……。とうとう、この家を〝我が家〟と言い切ったぞ。この分だとこの家から通勤感覚で闇皇宮へ行くんじゃねーか？」

「うーん、それはちょっと困るなー」

「滅め茶ちや苦く茶ちや、他のお妃きさきさん怒るんじゃねー？　皇おう子じ皇おう女じよも……」

「多分。みんな結構、気が強いから」

「……気が強い……」

　──つまり、今日のようなデンジャラスな出来事はまだあり得るということか。

「オヤジをさ、闇皇宮へ戻す方法ってさ、何か一緒に……」

「僕たちだけが一緒がいいよね。奥が僕と兄さんの部屋、表に面した部屋がお母さんとお祖母ちゃんの部屋、階段上がった真ん中の部屋に晴せい明めいがいるだろ？　どこに寝るつもりだろう。僕たちの部屋だったら、兄さんと僕の二人きりの世界がなくなってしまう」

「────」

　タイミングがずれる。

　タイミングというより──思考が、という方が適正か。

「あ、それとも、一階に晴明を下ろして自分が真ん中の部屋に来るのかな。それならいいのかも……」

「よくねーよ、言。つうか、落ち着け」

　真剣に考え込む弟へ、后は力説する。

「いいか？　闇皇がオモテのこんな小さな家に暮らすのは変だろ？　そりゃ超一級皇子の言が暮らすのも変だけど」

「変じゃないよ。兄さんの側そばにいたいんだから」

「変だっつの、つか言、理由になってねーぞ。……まあ、言の場合は、留学中だから経験としてアリかもしれねーかな、と」

「うん」

　素直な頷うなずきだ。ビッグモンスター・チャイルドの言しか知らない闇の連中が見たらきっと呆ぼう然ぜんとするだろう、と毎度ながら考えてしまう。

「だから言、オレと二人でオヤジをなんとか……」

「大丈夫、ちゃんと闇皇宮に戻るぞ」

「おわっ！」

　ひそひそと相談していたのは、父には聞こえていたらしい。いきなり背中に声をかけられ、ビクっとしてしまった。

「え？　──あ、オレと言こといは別にオヤジと暮らすのが嫌いやなんじゃなくて、オヤジの立場と地位を心配してだな……っ」

「迷めい惑わくはかけないようにする。ちゃんと私は、闇皇宮の私室で暮らす」

「そ、か……よか……っ」

「簡単なことだからな、二階の壁に、私の闇皇宮の私室へ直接通じるドアを作ればいいことだから」

「…………は？」

　あまりにも堂々とした断言だったので、后こうは一瞬、意味がわからなかった。

「御み門かど、何をアホ言うとんの？」

　これはさすがの母も初耳だったらしい。

　料理していた手を止め、奥座敷を覗のぞき込んできた。

　父は当然のように、さらに続ける。

「比ひ紗さが闇皇宮に来ないなら、私から歩み寄るしかないだろう。だから、次元を歪ゆがめて部屋を繫つなげる。大丈夫、迷惑はかけない」

「──えーと」

　その行為自体が、すでに十分な迷惑だ、とは口にしていいことか。

「……のび太の部屋、つか机になるのか？　うち……」

「父上はドラえもんってこと？　イメージじゃないよ、それ」

　后の呟つぶやきに、言が噴き出す。ちょっと意外だった。

「へえ、言、マンガなんかよく知ってるな」

「うん、オモテの文化を知るために。兄さんの買ってる漫まん画が雑誌とかもたまに見てるよ。オモテの世界には、いろいろな娯ご楽らくがあるんだね」

　言いつつ、手の届く場所に放置されていた『週刊少年シャンプ』を手に取る。

　そして、パラパラと捲めくった。

「闇世界の娯楽って、なんだ？」

「雅が楽がくとか、歌うた詠よみ、鞠まり蹴けり、女は貝合わせとか。……あ、アクティブなものだと、馬の遠乗りや狩りや弓。オモテのマンガに当たるものだと、浮うき世よ絵えとかになるかも」

　平安から江戸時代の話をしているようだ。

「…………。歴史の時間を思い出すな」

「オモテと闇は、まるで違うからね」

　マンガの中のページを開き、とんとん、と指で軽く叩たたく。

　偶然か故意か、主人公とその弟が手を取り合い、勝利を勝ち取るシーンだった。

「オモテにはテレビもあるし、様さま々ざまな音楽もある。兄さんは、それらの何が好きなの？」

「何って。夢があったり、感動があったり、友情とかの、ドキドキワクワクじゃねーの？」

「すごいね、オモテって。そんな難しいことが、当たり前のように娯楽の中に溢あふれているんだ」

「────」

　何が難しいのか、と問わねばわからないほど、言こといのことを理解していないわけじゃない。

　言は、パタン、と雑誌を閉じた。

「僕は、兄さんに出会うまで──何も知らなかったから」

「……これから、たくさん学んでいこうな」

「ありがとう」

　后こうを信用しきった笑顔だ。

　本当に──可か愛わいい弟である。闇世界で最も優秀と謳うたわれる残忍な能力が、信じられないほどに。

「──あ。そうだ」

　父が、役小角えんのおづぬや晴せい明めい、そして霧きり雨すならと難しい話を始めたのを横目で眺ながめつつ、后は闇世界での出来事を思い出した。

「お前、牡ぼ丹たんのコトどう思う？」

「どうって……。兄さんを狙ねらった、ムカつく女。殺していいなら殺すけど」

「駄だ目めに決まってるだろ。──で、じゃあ好きじゃないのか？」

「当然。大嫌い」

　にべもない。

「しつこいし。昔から、僕を追っかける女の中でも一番過か激げきだった。嫉しつ妬と深いし──何がなんでも僕の妻つまになる、とか宣せん言げんしてたけど、冗じよう談だんじゃない」

「あー……」

「兄さんを苦しめた件で一いつ層そう、殺したくなったけど。それがなくても邪じや魔まだからいずれ殺そうと思っていたよ」

「……あー……」

　可か哀わい想そうに。そこまで嫌われてるのか。

「第一、僕は一生、独身でいいよ。だって兄さんがいるから」

「はははははははーあ」

　ここはもう、笑っておくべきか。

　どう話題を変えようか──必死に考えるが、いい案が浮かばない。

　とりあえず口から出たのは、自分の身辺問題だった。

「……いや、闇皇になったら──えーと。オレは、政略結婚の嵐あらしなんじゃねーの？」

　何人もの妻を娶めとるというのは、后こうの道徳に反してはいるが──しかしぶっちゃけ、思し春しゆん期きのオトコノコが興味を持たないハズがないのも事実だ。

　──しかし。

「させないよ。そんなの、僕が兄さんのＤＮＡを使ってクローンを作れるようにするし。なんとしても。そして跡あと継つぎはそいつにさせる」

「あー……」

　后には最強の小こ舅じゆうとがいる──言こといだ。

　爽さわやかな笑顔でさらに告げられた。

「父上は、お母さんとの間にできた兄さんを第一子として認めてしまったから、母上とも結婚しなくてはいけなくなったんだ」

「え？　そうなの？」

　驚いてしまう。晴せい明めいが、呆あきれたように説明した。

「闇皇の後継者に近い皇子が、オモテとのハーフである后様だけだと問題があるのですよ」

「実力優先で、世せ襲しゆう制の皇おう座ざではないですが──闇皇の子であれば有利なのは、事実。だから、できるだけ多くの闇の一族の皇子や皇女も必要でした」

　役小角えんのおづぬも続ける。言が、頷いた。

「で、今度は母上を妃にすると、他の有力な一族も黙だまっていない。だから結果的に、名家出身の妻を複数娶らなくてはいけなくなったんだ」

「ほえー……」

　事情を知れば、感心するしかない。言が、名案、とばかりに笑った。

「だから、いっそのこと、兄さんは誰も娶めとらなければいいんだよ」

「はっ!?」

「本気でクローンを作る──ああ、僕の能力も混ぜようね。そうしたら誰からも文句が出ないような、闇皇に相応ふさわしい人間ができあがるから。僕たちの子供として育てよう」

　アイデアは、うん、と頷けるものではなかった。

「……言。……その件については、もう少し話し合おう。な？」

　言の肩をポンと叩きつつ、后は溜ため息いきをつくしかできない。

「なんで？　これ以上のグッドアイデアはないと思うけど？」

「……そうか？」

　本気の言に、后はもう──力なく笑うしかできない。

（……あんなに、女にもてるのに……）

　──この弟は、なぜ、こんなに一直線で炎ほのおの弾だん丸がんなのだろうか。

　后のこと以外には、いっそ見事なほど興味を持たず、冷静なのだ。それなのに。

　考えるが、ふと母と父が視線に入った。

　天を仰いでしまう。

（なるほど……。言こといはオヤジに似たってわけね。見た目だけでなく──その、性格も）

　そして、后こうは母に似ている。

（だから、変に冷さめてるのか……）

　納なつ得とくして──后のためのココアを祖母から受け取り、肩がつくほど寄って座る言を溜息を隠しつつ眺めた。

（言にしろオヤジにしろ、信用して素すを出せる相手がずっと今までいなかったから、仕方ないのかもな……）

　子供が保護者に甘えるのは当然だから、と后は思うことにする。








　　　　整







「これで左さ大だい臣じん家けの一派も、当分はおとなしくしているだろう」

　父が告げれば、晴せい明めいが頷うなずく。

「──では。早さつ速そく明日の殿でん上じようの挨あい拶さつにて、闇やみ皇おう様が一派への処分を述べられるように書文を作成いたします」

「罪状は？」

　役小角えんのおづぬが父へ尋たずねる。父は、テーブルに肘ひじをつき、しばらく考えてから霧きり砂すなを見た。

「……闇世界の法を司つかさどる五ご法ほう賢けん人じんらの元へ行け。そして、霧砂が見た出来事を漏もらさず伝えるよう。その上で、五法賢人らの意見を求め、最終的な刑けい罰ばつを決める」

「わかりました」

　霧砂が頭を下げる。

　そんな様子を、后こうは言こといと一緒に奥おく座ざ敷しきの縁えん側がわに座って聞いている。

　視線は坪つぼ庭にわ──つまり、父へ背を向けていた。

　言と一緒に、みかんを食べているし。

「あーいう話って、皇こう宮きゆうでするべきじゃねーの？」

「大丈夫、結界が張ってあるから誰にも聞かれないよ」

　言こといが笑う。そういう意味で言ったのではないのだが。

「牡ぼ丹たんが、后こうを狙ねらったことについては」

　父の声が、背中から不意に飛び込む。無意識に集中してしまう。

「次期闇皇の后を襲おそった罰として萌葱もえぎは左大臣家へ返す」

「え？」

　后は驚くが、言は冷静だ。

「殺さないだけマシだね。父上の性格からすると、かなりの温情だ。多分、兄さんやお母さんを気き遣づかってるんだと思う」

　言が説明をしてくれるが、后は納なつ得とくできない。

「だ、だけどさ……っ、この短期間で、自分の妻を二人も離り縁えんさせてるじゃん？」

「父上の性格なら、意外ではないよ。というか、殺さないだけ穏おん便びんだってば」

「……っ！」

　言の説明に、后は理り不ふ尽じんさを感じる。

　思っていた時には、すでに立ち上がって父の前までズンズンと歩いていた。

「后？　どうした？」

　父は后を信用している。だから、背中を向けて座っていたところを振り返る。

「……オヤジ、生なま意い気きを覚かく悟ごで言わせてもらっていいかな？」

「ん？」

「薄はく情じようすぎねーか？　いくら政略結婚でも、こんなにあっさりと、まるで物を返すみたいに。少しは相手をいたわることを覚おぼえた方がいいんじゃねーの？」

「──何？」

「后様……？」

　晴せい明めいが驚く。予想もしていなかったのだろう、言も縁側で目を丸くしていた。

　后はさらに一歩、父へ寄ると、強く訴うつたえる。

「この短期間に、妻を二人も離縁させるなんて。だから、肉親を平然と殺そうと思う皇女も出てくるんだよ、オヤジに情じようがないから」

「ちょ、兄さん……？」

　言も慌あわてて后に寄る。

「──后様！　何をいきなり……！」

　晴明も珍めずらしく少し焦あせっている。寄っていいものか悩んでいるようだ。

「これはこれは……」

　そして役小角えんのおづぬは面おも白しろそうに眺ながめていた──霧きり砂すなは、無表情のままだ。

「言こといだって……っ。今のこの能力を持っているのは、確かにこいつの才能と努力でいい結果になったけどさ、元はといえば、オヤジが冷たく当たっていたから自身を認めさせるため必死に得たんじゃねーか？　言の寂さびしい気持ち、少しはわかろうとしたことあるか？」

「兄さん……」

「后こう、あんた」

「后？」

　何事か、と思ったのだろう。母や祖そ母ぼもやってきた。

　その様子で、ますます言は心配そうに后の強気の表情を窺うかがい見るようになった。

　晴せい明めいは、ただ闇皇たる父にケンカをふっかける后を驚いたように見ていて──役小角えんのおづぬは、腕うでを組んで口元に弧こを描えがいている。

　そして霧きり砂すなは、変わらず板の間にいた。

「──后は、言をよく心配するな」

「当たり前だろ、大切な弟なんだから。オヤジが冷たい分、オレは兄貴であり父親になろーとしてるんだよっ」

　断言だ。言の双そう眸ぼうが揺れた。

「兄さん、僕のことをそこまで……？」

「子供は、メシさえ食わせれば育つなんて思うなよ。肉体は育っても、親の愛情がなきゃ心は育たないし死んでしまう──言は、心が餓が死し寸前だったんだ。オヤジのせいだぞ」

「────」

　父はじっと后を凝ぎよう視しする──怒ることも驚くこともしない。

　ただ、后の次の言葉を待っているようだ。なので、后もきつい口く調ちようではあったけれど（思ったよりは）感情的にならずに告げることができたのだが。

　一回、深呼吸をしてから后はさらに父をじっと見た──父も、じっと后を凝視している。

「……オヤジ、オレにはすげー優しいじゃん」

「ああ、大切だからな」

「オレ、そんなオヤジが好きだよ？」

「──そうか」

　嬉うれしいな、と端たん正せいな口が動く。

　だから、后は、でも、と遮さえぎってやった。

「その優しさの、百分の一でも、言や──他の皇女、皇子たちに渡してあげられねーかな？」

「何……？」

　父が、后の言葉に疑問を投げてくる。后は主張をした。

「皇女……あの牡ぼ丹たんって異母姉あねは、父親を〝闇皇〟と呼んでいたんだ。父上、とは呼ばなかったんだぜ？　つまり──決して近い存在でなかったんだろう？」

「──そうだな。牡ぼ丹たんとは一年に一度程度しか会ったことがない。しかも、御み簾す越ごしで」

「その事実が、オレにはすげー痛いんだよ……っ！」

「痛い？」

「見てやってほしい。みんなさ、自分がここに生きていることを認められたくて一生懸命なんだから」

「────」

「マジに──わかってくれよ。言こといを見て」

　本気で思い、願う。

　言は、力説する后こうをじっと見つめていた。いつものような、

『兄さん、僕以外の人間を気にして……。僕より好きなの？』

　という質問はない。あっても困るが。

「……后、あんた……」

　母が、后を正面から見つめる。溜ため息いき交まじりの言葉は、次の瞬間だった。

「びっくりやわ。私と同じことを御み門かどへ言うとる。やっぱ、あんた私の子やねぇ」

「へっ!?」

　予想外だ。后は、今までのシリアスさも忘れて母へ顔を向けた。

　そんな后へ、満足そうな父が呟く。

「そう、だからずっと感動していた。比ひ紗さは、私が当時葵あおいとの婚約解消を前ぜん提ていでプロポーズをした時、そうやって怒ってきたのだ」

「はぁ!?」

「──おかげで、妻になってはもらえず、すでに腹にいた后を我わが子と認めることが精いっぱいの状況になってしまったが」

　なんだそりゃ、と思う。

　言は知っていたのか、と確認しようと振り返った──ああ、知っている顔だ。驚いていない。

「よほど悔くやしかったんだろう、母上から、僕は幼い頃にずーっと聞かされていたし」

「……つか、だったら性格直せよ……っ！　オヤジ!!」

　母に注意をされた時点で反省しろ、と后は本気で思うのだが。

「……葵の上はともかく」

　体制立て直しとばかりに、后は父へ尋ねた。

　ちなみに、こんな様子にすっかり晴せい明めいや役小角えんのおづぬ、霧きり砂すなは傍ぼう観かん者しやだ。

　他人の家の家族会議、くらいの感覚で見ているっぽい。

「オヤジさ、言をどう思っているんだ？」

「闇の一族の、最高傑けつ作さく。──私の血を最も受け継ついだ者」

「────」

　まるで物のような口ぶりだ。后こうは腹立たしすぎて、黙だまった。

　しかし父は続ける。

「后は私の、言こといへの態度が気に入らないみたいだな？」

「当たり前だろ」

「しかし」

　后の即答に、父は満足そうな笑えみを浮かべた。

　そして、当然のように続ける。

「私がこうだからこそ、后はより言を大切にするのではないか？」

「……え？」

「それぞれに役目はある。后がしっかり己おのれの役目を果たせばよい。私も、そうするから」

「…………」

　父の役目とは──言に冷たくすること？

（獅し子しは我が子を千せん尋じんの谷へ突き落とすというけど……）

　それなのか？

「──その言葉が、言への態度の答え？」

「そうかもな」

「突き放しすぎているんじゃないか？」

「それは、后の主観だ」

「────」

　腑ふに落ちないものを感じてしまう──が。

「ねえ兄さん」

　そんな時、つんつん、とシャツを引っ張って言が口を挟はさんできた。

「兄さん、何を怒っているのか知らないけど」

「はっ!?　知らないって、おい言……っ？」

「だって別に。僕は気にしていないから」

「…………え？」

　けろっとした返答だ。后は絶ぜつ句くしてしまう。

　さらに、言は后がミカンの残ざん骸がいで散らかした縁側を片付けつつ、続ける。

「父上とはこの関係が、当たり前なんだよ。──正直、今さら変えられても困る」

「────」

「僕は、兄さんに甘えられればそれでいいから」

「──言……」

　そういうものなのだろうか……？

　言の笑みは無む邪じや気きで──年相応のものだ。それがかえってより后を複雑な気持ちにさせるが。

「生まれた時からこういう関係だったし。オモテで普通に生活していた兄さんとはちょっと違うかもしれないけど──闇皇が〝親〟として甘やかしていれば、皇子、皇女たちはもっと泥どろ沼ぬまの戦いをしてたと思うよ」

「え？」

　初耳だ、というか意外な意見だ。

　后こうは疑問を隠かくさず視線で続きの説明を欲した。言こといが頷く。

「闇の一族が戦いを望むのは、流れる血のせいだよ。闇の野心は、己の欲に忠実でいて──利己的でいて、一族だろうが権力として利用する」

「野心、利己的……利用」

　泥沼だ。

　確認するように晴せい明めいを見る──頷いてきた。さらに、横の役小角えんのおづぬも。

　言が続ける。

「闇皇である父上に甘やかされれば、闇の皇子や皇女は独占を狙う。そうさせないためにも、父上の誰もひいきをしない、かつ圧倒的な能力と権力は、それらを抑おさえて統とう率そつしていたんだ。バランスは保たもたれている」

「そう……なの？」

「うん。だからこそ、僕は能力を得ることが闇世界で生きるためのアイデンティティだと思っていたし、すべてだった。闇皇の後こう継けいを狙う者はそれだけの能力がないと、身内に首取られちゃうからね」

「…………」

　穏おだやかではない。

　というか、身内同士の戦いが〝当たり前〟とは──

（闇一族は、オモテの影かげや暗部をも統率する……か）

　弱肉強食で過か激げきなのは仕方ないのかもしれない──と、后は無理やり納得するしかないのだろうか？

（してもいいけど……っ、〝言から残ざん忍にんさを無くそう教育〟は諦あきらめねー……！）

　言ほどの能力者が冷れい酷こく残忍では、闇世界は恐怖に染まってしまう。

　そんな決意を新たにする后へ、母が言葉を投げてきた。

「……別に、あんたが今さら文句を言うことでもないやろ。もう、腹は括くくってるやろから」

「お母さん？」

　言が不思議そうに母を見る。母は、言へ微笑ほほえんだ──父が言を妬ねたましげに睨にらむ。なんだこの父は。后はちょっと頭が痛くなった。

「御み門かど、その視線やめや。──后は、言ちゃんを今まで以上に大切にしたらええんよ。……あんた、兄であり父親代わりでもあるんやろ？」

「ん、まあ……」

「御み門かどは変わらん。いや、変わったらあかん立場や。后こうに対してのみ優しいのはオモテの血が濃こいからやて。──あんた、闇の血が薄いから。安心して甘やかされているんよ」

　母の言葉に対し、父は否定をしない──その通りなのだ。

　母は、手に届くところにあった后の髪かみを撫なでつつ続ける。

「誰だれでも、子は愛いとしいものや」

「オヤジ、さっき言こといを睨んでいたけど……」

「御門の狭きよう量りようさは病気や、放っておき。あれでも一応、子には愛情あるんや」

　そうか？　という疑問は抱いだいてはいけないのだろうか。ぶっちゃけ、后の知る闇の一族に関しては、そんな情は見たことがない。

　しかし。

「……ま、オレはオレ。闇一族がどうでも関係ねーや」

　后は呟きつつ、しかし一つ気づいた。

「──あ、オレは言を甘やかして大丈夫なのか？　闇の能力は冷れい遇ぐうされて生まれるなら……」

「オモテの皇子からの優しさは特別。その、〝陽の能力〟は言様の〝闇の能力〟を眩まぶしく包み込み浄じよう化かします。ゆえにオモテの皇子が我が皇子を構かまうことに関しては問題ないです」

　役小角えんのおづぬが即答した。














　それに対し、晴せい明めいも続ける。

「駄目だったらとっくに、私が止めていますけど」

「……止めてはいなかったけど、勧すすめもしなかったじゃねーか」

「当然でしょう」

　断言だ──ああ、晴明は相変わらず言こといが嫌いなのである。

（ま、いいか）

　平和なら。細かい贅ぜい沢たくを言ってはいけない。

　──そう、納得をしていた時。

「……シアワセでいいよね、后こうは」

「うぎゃ！」

　いきなり、坪庭の片隅すみにぼーっと人の影が浮かんだ。

　しかも声つきだ。驚いて凝視していれば──それが、瑞みず宮みやと楔くさびであることに気づく。

「みっ、瑞宮、さん……？」

「こんばんは、オモテの皇子。言様、牡ぼ丹たん殿の屋敷の整理がつきましたことの報告を」

「ご苦労、楔」

　どんな意味での〝整理〟か、ちょっと気になるが──后は、とりあえず後で訊きこうと思う。

「……相変わらず、言様にひっついているね、后……。いいね……」

「い、いや、だって兄だしっ！」

　関係ないよ僕は不ふ愉ゆ快かいなんだ、と瑞宮が呟つぶやいた気がする。──なんだか本当に、わら人形に五寸釘くぎを打ち込まれそうな危機感を感じる。

「──でもまあ、闇世界については、まだまだわからないところも多いし──うんまあ、闇関係の皇子皇女には一線を引かなきゃいけないのは、オレにはよくわかんねーけど……っ！」

　ははははは、と笑っていれば、晴明が言う。

「ようは、后様が主しゆ神しん言の側そばでしっかり教育することはＯＫというのを理解した、ということですね？」

「うんそう！　──はっ」

　つられて大きく頷いてしまった后だが──ああ、瑞宮と視線が合ってしまった。

　マジに怖こわい。

　なのに、空気を読まない言が嬉しそうに畳たたみかけてくる。

「そう、僕が兄さんの側で、ずっと二人きりの楽しい世界を作れることをわかってくれれば、それでいいんだよ」

「はははははははは」

　笑うしかない──ブラコン警報は、もうＭＡＸを超えた。后の顔から血の気が引いていく。

「……へぇ。優秀な言ことい様に、上から目線……。言様との仲を僕に自慢してる？」

（なわけねーだろ！）

　この、冷や汗あせを見て判断してもらいたい。

　なのに、晴せい明めいはそんな后こうの肩をポンと叩たたいて溜息をついた。

「無理ですよ、主しゆ神しん言が后様に懸け想そうしているなんて現実は、後ご鬼き瑞みず宮みやは認められないでしょう」

「懸想と言うな！　晴明！」

　つかなんで、后の心理が読めたのか。母といい、読まれやすいのか。

「え？　でも兄さん、別に間違っては……」

「間違ってるの！」

　恐ろしくも認めようとする言を、后は声量という荒あら技わざでねじ伏ふせる。

　でないと、（これ以上）危険な兄きよう弟だいになってしまう。

「瑞宮、みっともないわ……」

　そんな時、楔くさびが静かに口を開いた。

「今にも闇あん鬼きをオモテの皇子へけしかけるような、険けん悪あくな空気は消してくれないかしら？　私が面倒よ、瑞宮……」

　おどろおどろしい瑞宮に対しては、楔が溜息をつく。

「言様が了承どころかお喜びになっているのだから。貴方あなたが不平不満を持つ問題じゃなくてよ」

（ホンット、精神年齢高いなー……）

　もしかして、前に聞いた、

『能力の高い者はある一定の年齢で年を止める』

　の、一人なんだろうか？

（いやそうなると、あのケバい朱す雀ざくの年齢も怪あやしくなるな……。いや、楔の一番弟で子しの水う終みも……つか、一番ってことは二番とかいるってことだろ？　どんだけ人生経験豊富なんだ？　楔は）

　うーん、と唸うなって、ふと視線の先に霧きり砂すながいることに気づいた。

「訊きたいんだけど、いい？」

「なんなりと。我が皇子」

　霧砂は、いきなり質問をしてくる后にも驚かずに、口元に薄く笑みを浮かべながら頷く。言が不思議そうに后を見た。

「どうしたの？　兄さん」

「うーん。楔って実際は何歳なんだろうって思ってさ。朱雀華はなやぎとか、玄げん武ぶ水終もだけど」

「楔は、あのまま十一歳だよ？」

「えっ!?」

　当たり前のように言こといが答えるのに、后こうは顎あごが外はずれんばかりに驚く。しかし、霧きり砂すなも頷いていた。

「マジに十一歳で、あの強さかよ……!?」

「はい。で、朱す雀ざく華はなやぎが二十一歳、玄げん武ぶ水う終みは十八歳です」

「……そりゃー、華はグレるよな……。つか、七歳年上を弟子に……」

　どれだけ強いんだ、前ぜん鬼き楔くさび。

　啞然とする后へ、さらに霧砂が続ける。

「しかし、言様は八歳の頃はすでに我われらを凌しのぐ能力をお持ちでした。──いえ、これは晴せい明めいと私の見解なのですが──役小角えんのおづぬ殿と互角だった、と」

「八歳でラスボスと互角っ!?」

　思わず声を上げてしまう。

　怪け訝げんそうな役小角や晴明と視線が合ったが──バレていないようだ。よかった。

「兄さん、そのラスボスってどんな意味？」

「い、いや気にするな。……マジかよ、言……」

「んー、まあ。晴明や道どう満まんにはバレてると思ったけど。完全には隠し通せていなかったね」

　はにかんで笑う──会話の内容とはかけ離れた、爽さわやかな笑顔だ。

「后様も、言殿と同格またはそれ以上の潜せん在ざい能力があることをお忘れなきよう──でなければ、晴明はともかく私は下にはつきません」

　霧砂が、断言した。

「そう。だから頑がん張ばろうね。修しゆ行ぎよう。僕たちがずっと一緒にいるために」

「……言……。もっと周囲を見よう、頼むから」

　いつでも后のことしか見ていない言にかなりの不安があるが。

　──それでも。

（だいぶ、常識的になってきたし……）




　未来は明るいと思う──多分。








　　　　父







「──ということで。私の私室と次元が繫つながる入口を押入れに作った。オモテの者は闇やみの者の誘導がなくば入れないので、誤あやまって闇世界に足を踏み入れることはない。だから、日常生活に支し障しようはない」

「勝手すんやないわ」

　断言する父に、呆あきれる母だ。

　──役小角えんのおづぬが瑞みず宮みやと楔くさびを連れて皇こう宮きゆうへ戻り、霧きり砂すなが五ご法ほう賢けん人じんの元へ行った後。

　晴せい明めいもいたが、家族会議が再び始まった。

　──といっても、父と母が言い合うのを周囲で傍ぼう観かんしているだけなのだが。

　后こうと言こといはこっそりと肩を竦すくめた。

「……あの二人、今後どうなると思うか？」

「うーん。──お母さんの方が折れそうじゃない？　別に嫌って結婚しなかったわけじゃないんだから」

「だよな」

　二人して小さく笑う。しかし。

「そこ！　二人とも聞こえとるよ！　馬ば鹿か馬ば鹿かしい推測してんやないわ！　ぜったい、結婚せえへんからな！」

　──地じ獄ごく耳みみの母に、叱しかられた。

　けれども。

「晴明はどう思う？」

「──ごり押し勝ちじゃないですか？」

「あ、やっぱり？」

　主語はないが、誰だれが、かは容よう易いにわかる。だから后は笑った。

「父上まで、まさかこんな近くで接する生活をするとは思わなかった……」

「まー、そーだよな」

　首を捻ひねりつつ呟つぶやく言へ、后は苦笑を送った。

「でも、ますます〝家族〟っぽくなっていいんじゃね？」

　この際、晴明の役どころ（というか、もう闇世界に戻ってよいのでは？）は下宿人だ。

「家族……？」

「そう。ばーちゃんがいて、オフクロとオヤジがいるなんて。理想の家族そのものじゃん」




　こういうのも、言こといへ与えることのできる〝日常（？）の幸福の形〟だと后こうは思うのだ。


終










　あとがき




　こんにちはの方もお久しぶりの方も、「闇やみの皇こう太たい子し」を手にとってくださり、本当にありがとうございました。

　三冊目です。まだドキドキとしつつなのですが、三冊目がお届けできるのも皆様のおかげです。どうか今後とも、よろしくお願いします。




　で。えーと。

　兄きよう弟だいゲンカの次は、夫ふう婦ふゲンカということで。

　その中でマイペースでいられる晴せい明めいが、自分でも思った以上にしぶとい感じでして……。

　そして、そんな晴明と仲が良いのか悪いのか、という立場で芦あし屋や道どう満まんを。

　式神たちも役小角えんのおづぬも部下の鬼たちも元気に動いてくれると本当に嬉うれしいです。

　なかなか手がおっつかないこともありますが、目標は高く頑張っていきたいですねー。




　今回も素晴らしく格好いいイラストをいただきました！

　伊い藤とう明あき十と先生！　綺き麗れいですー。

　毎回いただくラフは、私の活かつ力りよくとなっております。そして本になって更に喜ぶという……。ありがたいです。

　イラストの表現がとても細かくて。しっかりイメージを取ってくださっているのがすごく嬉しいです。

　いろいろとご迷惑をかけているのに、丁寧に仕上げていただけて……。先生の住まわれる方向へ足を向けて寝れません。

　今後もよろしくお願いします。




　そして。

「闇の皇太子」のＣＤドラマ化が決まりました！

　脚本もやらせていただくので、小説で書かなかったアナザーネタをやりたいと思います。

　書く私も、読んでくださる方々にも楽しんでもらえるように、できる限り頑張りますので、どうかよろしくお願いします。
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